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(57)【要約】
　基地局装置と端末装置が通信する通信システムにおい
て、効率的に通信を行なうことができる端末装置、基地
局装置および方法を提供する。
　基地局装置と通信する端末装置であって、ＲＲＣ（Ra
dio Resource Control）シグナリングを介して、セカン
ダリーセルリストが拡張された場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Me
dium Access Control layer Control Element）に基づ
くＣｉフィールドを拡張する上位層処理部を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と通信する端末装置であって、
　ＲＲＣ（Radio Resource Control）シグナリングを介して、セカンダリーセルリストが
拡張された場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Element）に基
づくＣｉフィールドを拡張する上位層処理部を備える
　端末装置。
【請求項２】
　端末装置と通信する基地局装置であって、
　ＲＲＣ（Radio Resource Control）シグナリングを介する、セカンダリーセルリストを
拡張した場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Element）に基づ
くＣｉフィールドを拡張し、アクティベーションまたはデアクティベーションを設定する
上位層処理部を備える
　基地局装置。
【請求項３】
　基地局装置と通信する端末装置における方法であって、
　ＲＲＣ（Radio Resource Control）シグナリングを介して、セカンダリーセルリストが
拡張された場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Element）に基
づくＣｉフィールドを拡張するステップを有する
　方法。
【請求項４】
　端末装置と通信する基地局装置における方法であって、
　ＲＲＣ（Radio Resource Control）シグナリングを介する、セカンダリーセルリストを
拡張した場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Element）に基づ
くＣｉフィールドを拡張し、アクティベーションまたはデアクティベーションを設定する
ステップを有する
　方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access : EUTRA
」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnersh
ip Project: 3GPP（登録商標））において検討されている。
【０００３】
　ＬＴＥは、周波数分割複信（Frequency Division Duplex: FDD）および時分割複信（Ti
me Division Duplex: TDD）に対応している。ＦＤＤ方式を採用したＬＴＥをＦＤ－ＬＴ
ＥまたはＬＴＥ　ＦＤＤとも称する。ＴＤＤは、上りリンク信号と下りリンク信号を周波
数分割多重することによって、少なくとも２つの周波数帯域において全二重通信を可能に
する技術である。ＴＤＤ方式を採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤＤとも
称する。ＴＤＤは、上りリンク信号と下りリンク信号を時分割多重することによって、単
一の周波数帯域において全二重通信を可能にする技術である。ＦＤ－ＬＴＥおよびＴＤ－
ＬＴＥの詳細は、非特許文献１に開示されている。
【０００４】
　また、基地局装置は、端末装置に対して、基地局装置と端末装置との間において既知の
信号である参照信号（ＲＳ；Reference Signalとも呼称される）を送信できる。この参照
信号は、信号やチャネルの復調やチャネル状態のレポートなどの様々な目的のために、複
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数の参照信号を送信できる。例えば、セル固有参照信号は、セルに固有の参照信号として
、全ての下りリンクサブフレームにおいて送信される。また、例えば、端末固有参照信号
は、端末装置に固有の参照信号として、その端末装置に対するデータ信号がマッピングさ
れるリソースにおいて送信される。参照信号の詳細は、非特許文献１に開示されている。
【０００５】
　３ＧＰＰにおいて、スモールセル（Small Cell）の導入が検討される。スモールセルと
は、セルを構成する基地局装置の送信電力が小さく、従来のセル（マクロセル）に比べて
カバレッジの小さなセルの総称である。例えば、スモールセルを高周波数帯で適用するこ
とで、高密度にスモールセルを配置することが可能となり、面積あたりの周波数利用効率
を向上させる効果がある。スモールセルの導入検討では、低消費電力化やセル間干渉低減
などの様々な目的のために、基地局装置を停止の状態に切り替える技術が検討されている
。詳細は、非特許文献２に開示されている。
【０００６】
　３ＧＰＰにおいて、通信量の増大に伴い、これまで携帯電話などに利用される周波数帯
であるライセンスバンドの無線リソース（通信リソース）が逼迫しているため、無線ＬＡ
ＮやＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）（ＢＴ）などに利用される免許不要の周波数帯（例
えば、５ＧＨｚ帯）であるアンライセンスバンドでＬＴＥ通信／ＬＴＥサービスを提供す
ることが検討されている。ここで、アンライセンスバンドでのＬＴＥ通信／ＬＴＥサービ
スをＬＡＡ（Licensed Assisted Access using LTE, LTE-Advanced in Unlicensed Spect
rum, Licensed Assisted Access to Unlicensed spectrum）と称する。無線ＬＡＮ（WLAN
: Wireless Local Area Network. Wi-Fi（登録商標）: Wireless Fidelity）とＬＡＡと
の共存のための技術的課題およびその解決策が検討されている。詳細は、非特許文献３に
開示されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Grou
p Radio Access Network; Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Phy
sical Channels and Modulation (Release 11), 3GPP TS 36.211 V11.5.0 (2014-01).
【非特許文献２】3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Grou
p Radio Access Network; Small cell enhancements for E-UTRA and E-UTRAN - Physica
l layer aspects (Release 12), 3GPP TR 36.872 V12.1.0 (2013-12).
【非特許文献３】"Study on Licensed-Assisted Access using LTE", RP-141646, 3GPP T
SG-RAN Meeting #65, Edinburgh, Scotland, 9th - 12th Sep 2014.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、ＬＡＡと無線ＬＡＮとでは、通信方式や通信規格が異なるため、ＬＴＥ
と同じ方式や同じ規格を利用しては互いに干渉となり、伝送効率を大幅に劣化させる原因
となる。
【０００９】
　本発明は、上記問題を鑑みてなされたものであり、その目的は、基地局装置と端末装置
が通信する通信システムにおいて、伝送効率を向上させることができる端末装置、基地局
装置および方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の一態様による端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、ＲＲＣ（
Radio Resource Control）シグナリングを介して、セカンダリーセルリストが拡張された
場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Element）に基づくＣｉフ
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ィールドを拡張する上位層処理部を備える。
【００１１】
　（２）また、本発明の一態様による基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であ
って、ＲＲＣ（Radio Resource Control）シグナリングを介する、セカンダリーセルリス
トを拡張した場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Element）に
基づくＣｉフィールドを拡張し、アクティベーションまたはデアクティベーションを設定
する上位層処理部を備える。
【００１２】
　（３）また、本発明の一態様による方法は、基地局装置と通信する端末装置における方
法であって、ＲＲＣ（Radio Resource Control）シグナリングを介して、セカンダリーセ
ルリストが拡張された場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Elem
ent）に基づくＣｉフィールドを拡張するステップを有する。
【００１３】
　（４）また、本発明の一態様による方法は、端末装置と通信する基地局装置における方
法であって、ＲＲＣ（Radio Resource Control）シグナリングを介する、セカンダリーセ
ルリストを拡張した場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Elemen
t）に基づくＣｉフィールドを拡張し、アクティベーションまたはデアクティベーション
を設定するステップを有する。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明によれば、基地局装置と端末装置が通信する通信システムにおいて、伝送効率
を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態の通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。
【図３】本実施形態のスロットの構成を示す図である。
【図４】本実施形態の下りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図５】本実施形態の上りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図６】本実施形態のスペシャルサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図７】本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図８】本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【図９】ＤＳの構成の一例を示す図である。
【図１０】ＣＲＳの構成および／またはＤＳの構成の一例を示す図である。
【図１１】ＤＳの構成の別の一例を示す図である。
【図１２】ＤＳの設定に対するリソースエレメントの指定の一例を示す図である。
【図１３】測定のモデルを示す図である。
【図１４】ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨのサーチスペースの数式を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１７】
　本実施形態において、基地局装置３をｅＮｏｄｅＢ（evolved NodeB）、端末装置１（
移動局装置）をＵＥ（User Equipment）とも称してもよい。ＬＴＥは、基地局装置がカバ
ーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信システムである。単一の基地局装置３
は複数のセルを管理してもよい。また、端末装置１には、複数のセルが設定されてもよい
。ここで、端末装置１が、複数のセルを介して通信する技術をセルアグリゲーション、キ
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ャリアアグリゲーション（ＣＡ）、またはデュアルコネクティビティ（ＤＣ）と称する。
端末装置１に対して設定される複数のセルのそれぞれにおいて、本発明が適用されてもよ
い。また、設定された複数のセルの一部において、本発明が適用されてもよい。端末装置
１に設定されるセルを、サービングセルとも称する。
【００１８】
　本実施形態において、ＬＴＥは、ＬＴＥにおける通信／サービス／信号／方式／技術／
処理／リソースなどを含んでいる。また、ＬＡＡは、ＬＡＡにおける通信／サービス／信
号／方式／技術／処理／リソースなどを含んでいる。また、ＧＳＭ（登録商標）（Global
System for Mobile Communications）／ＥＤＧＥは、ＧＳＭ／ＥＤＧＥにおける通信／サ
ービス／信号／方式／技術／処理／リソースなどを含んでいる。また、ＧＮＳＳ（Global
 Navigation Satellite System）は、ＧＮＳＳにおける通信／サービス／信号／方式／技
術／処理／リソースなどを含んでいる。また、ＣＳＭＡ２０００は、ＣＤＭＡ２０００に
おける通信／サービス／信号／方式／技術／処理／リソースなどを含んでいる。また、Ｗ
ＬＡＮおよびＷｉ－Ｆｉ（登録商標）は、ＷＬＡＮおよびＷｉ－Ｆｉにおける通信／サー
ビス／信号／方式／技術／処理／リソースなどを含んでいる。また、ＰＨＳ（Personal H
andy phoneSystem）は、ＰＨＳにおける通信／サービス／信号／方式／技術／処理／リソ
ースなどを含んでいる。また、ＢＴ（BlueTooth（登録商標））は、ＢＴにおける通信／
サービス／信号／方式／技術／処理／リソースなどを含んでいる。これらの通信技術をＲ
ＡＴ（Radio Access Technology）と称する。また、ＬＴＥ／ＬＡＡ以外のＲＡＴをイン
ターＲＡＴと称する。
【００１９】
　端末装置１と基地局装置３は、セルに対応するコンポーネントキャリアを用いて、通信
する。また、セルには、対応するキャリア周波数が設定される。どのキャリア周波数のセ
ルを用いて通信するかは、端末装置１と基地局装置３がそれぞれサポートしているＥ－Ｕ
ＴＲＡオペレーティングバンドに依存する。
【００２０】
　キャリアアグリゲーション（ＣＡ）において、設定された複数のサービングセルは、１
つのプライマリーセル（ＰＣｅｌｌ）と１つまたは複数のセカンダリーセル（ＳＣｅｌｌ
）とを含む。どのキャリア周波数を用いて、キャリアアグリゲーションを行なうかは、キ
ャリア周波数（Ｅ－ＵＴＲＡオペレーティングバンド）の組み合わせ（バンドコンビネー
ション）に基づく。つまり、ＲＲＣコネクションが確立している端末装置１および基地局
装置３において、同じバンドコンビネーションがサポートされていなければ、端末装置１
および基地局装置３の間でキャリアアグリゲーションは行なわれない。
【００２１】
　プライマリーセルは、初期コネクション構築（initial connection establishment）プ
ロシージャが行なわれたサービングセル、コネクション再構築（connection re-establis
hment）プロシージャを開始したサービングセル、または、ハンドオーバプロシージャに
おいてプライマリーセルと指示されたセルである。プライマリーセルは、プライマリー周
波数でオペレーションする。コネクションが（再）構築された時点、または、その後に、
セカンダリーセルが設定されてもよい。セカンダリーセルは、セカンダリー周波数でオペ
レーションする。なお、コネクションは、ＲＲＣコネクションと称されてもよい。
【００２２】
　ＣＡをサポートしている端末装置１に対して、１つのプライマリーセルと１つ以上のセ
カンダリーセルで集約される。
【００２３】
　デュアルコネクティビティ（ＤＣ）とは、少なくとも二つの異なるネットワークポイン
ト（マスター基地局装置（MeNB: Master eNB）とセカンダリー基地局装置（SeNB: Second
ary eNB））から提供される無線リソースを所定の端末装置１が消費するオペレーション
である。言い換えると、デュアルコネクティビティは、端末装置１が、少なくとも２つの
ネットワークポイントでＲＲＣ接続を行なうことである。デュアルコネクティビティにお
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いて、端末装置１は、ＲＲＣ接続（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）状態で、且つ、非理想
的バックホール（non-ideal backhaul）によって接続されてもよい。
【００２４】
　デュアルコネクティビティにおいて、少なくともＳ１－ＭＭＥ（Mobility Management 
Entity）に接続され、コアネットワークのモビリティアンカーの役割を果たす基地局装置
３をマスター基地局装置と称される。また、端末装置１に対して追加の無線リソースを提
供するマスター基地局装置ではない基地局装置３をセカンダリー基地局装置と称される。
マスター基地局装置に関連されるサービングセルのグループをマスターセルグループ（Ｍ
ＣＧ）、セカンダリー基地局装置に関連されるサービングセルのグループをセカンダリー
セルグループ（ＳＣＧ）と称される場合もある。
【００２５】
　デュアルコネクティビティにおいて、プライマリーセルは、ＭＣＧに属する。また、Ｓ
ＣＧにおいて、プライマリーセルに相当するセカンダリーセルをプライマリーセカンダリ
ーセル（PSCell）と称する。なお、ＰＳＣｅｌｌをスペシャルセル（SpCell）やスペシャ
ルセカンダリーセル（Special SCell）と称する場合もある。ＰＳＣｅｌｌ（ＰＳＣｅｌ
ｌを構成する基地局装置）には、ＰＣｅｌｌ（ＰＣｅｌｌを構成する基地局装置）と同等
の機能（能力、性能）がサポートされてもよい。また、ＰＳＣｅｌｌには、ＰＣｅｌｌの
一部の機能だけがサポートされてもよい。例えば、ＰＳＣｅｌｌには、ＰＤＣＣＨを送信
する機能がサポートされてもよい。また、ＰＳＣｅｌｌには、ＣＳＳまたはＵＳＳとは異
なるサーチスペースを用いて、ＰＤＣＣＨ送信を行なう機能がサポートされてもよい。例
えば、ＵＳＳとは異なるサーチスペースは、仕様で規定された値に基づいて決まるサーチ
スペース、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identifier）とは異なるＲＮ
ＴＩに基づいて決まるサーチスペースなどである。また、ＰＳＣｅｌｌは、常に、起動の
状態であってもよい。また、ＰＳＣｅｌｌは、ＰＵＣＣＨを受信できるセルである。
【００２６】
　デュアルコネクティビティにおいて、無線ベアラ（データ無線ベアラ（ＤＲＢ）および
／またはシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ））は、ＭｅＮＢとＳｅＮＢで個別に割り当て
られてもよい。
【００２７】
　デュアルコネクティビティにおいて、ＭＣＧとＳＣＧまたはＰＣｅｌｌとＰＳＣｅｌｌ
では、それぞれ個別にデュプレックスモードが設定されてもよい。
【００２８】
　デュアルコネクティビティにおいて、ＭＣＧとＳＣＧまたはＰＣｅｌｌとＰＳＣｅｌｌ
で、同期されなくてもよい。
【００２９】
　デュアルコネクティビティにおいて、ＭＣＧとＳＣＧ（またはＰＣｅｌｌとＰＳＣｅｌ
ｌ）のそれぞれにおいて、複数のタイミング調整のためのパラメータ（TAG: Timing Adva
ncce Group）が設定されてもよい。つまり、ＭＣＧとＳＣＧ間において、同期されなくて
もよい。言い換えると、ＰＣｅｌｌとＰＳＣｅｌｌで個別にＴＡＧが設定されてもよい。
ＰＣｅｌｌとＰＳＣｅｌｌに設定されるＴＡＧは、ＭＣＧとＳＣＧにおけるＰＴＡＧとし
て設定されてもよい。
【００３０】
　デュアルコネクティビティにおいて、端末装置１は、ＭＣＧ内のセルに対応するＵＣＩ
は、ＭｅＮＢ（ＰＣｅｌｌ）のみに送信し、ＳＣＧ内のセルに対応するＵＣＩは、ＳｅＮ
Ｂ（ＰＳＣｅｌｌ）のみに送信する。例えば、ＵＣＩはＳＲ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、および
／またはＣＳＩである。また、それぞれのＵＣＩの送信において、ＰＵＣＣＨおよび／ま
たはＰＵＳＣＨを用いた送信方法はそれぞれのセルグループで適用される。
【００３１】
　プライマリーセルでは、すべての信号が送受信可能であるが、セカンダリーセルでは、
送受信できない信号がある。例えば、ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
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は、プライマリーセルでのみ送信される。また、ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access C
hannel）は、セル間で、複数のＴＡＧ（Timing Advance Group）が設定されない限り、プ
ライマリーセルでのみ送信される。また、ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel）は、
プライマリーセルでのみ送信される。また、ＭＩＢ（Master Information Block）は、プ
ライマリーセルでのみ送信される。
【００３２】
　プライマリーセカンダリーセルでは、プライマリーセルで送受信可能な信号が送受信さ
れる。例えば、ＰＵＣＣＨは、プライマリーセカンダリーセルで送信されてもよい。また
、ＰＲＡＣＨは、複数のＴＡＧが設定されているかにかかわらず、プライマリーセカンダ
リーセルで送信されてもよい。また、ＰＢＣＨやＭＩＢがプライマリーセカンダリーセル
で送信されてもよい。
【００３３】
　プライマリーセルでは、ＲＬＦ（Radio Link Failure）が検出される。また、セカンダ
リーセルでは、ＲＬＦが検出される条件が整ってもＲＬＦが検出されたと認識しなくても
よい。また、プライマリーセカンダリーセルでは、条件を満たせば、ＲＬＦが検出される
。プライマリーセカンダリーセルにおいて、ＲＬＦが検出された場合、プライマリーセカ
ンダリーセルの上位層は、プライマリーセルの上位層へＲＬＦが検出されたことを通知す
る。
【００３４】
　プライマリーセルおよび／またはプライマリーセカンダリーセルでは、ＳＰＳ（Semi-P
ersistent Scheduling）やＤＲＸ（Discontinuous Transmission）を行なってもよい。Ｓ
ＰＳ設定とＤＲＸ設定の総数は、プライマリーセルとプライマリーセカンダリーセルの総
数で決定されてもよい。セカンダリーセルでは、同じセルグループのプライマリーセルま
たはプライマリーセカンダリーセルと同じＤＲＸを行なってもよい。
【００３５】
　セカンダリーセルにおいて、ＭＡＣの設定に関する情報／パラメータは、基本的に、同
じセルグループのプライマリーセル／プライマリーセカンダリーセルと共有している。一
部のパラメータ（例えば、sTAG-Id）は、セカンダリーセル毎に設定されてもよい。
【００３６】
　一部のタイマーやカウンタが、プライマリーセルおよび／またはプライマリーセカンダ
リーセルに対してのみ適用されてもよい。セカンダリーセルに対してのみ、適用されるタ
イマーやカウンタが設定されてもよい。
【００３７】
　本実施形態の通信システムは、ＦＤＤ（Frequency Division Duplex）またはＴＤＤ（T
ime Division Duplex）方式のフレーム構成タイプ（Frame Structure Type）が適用され
る。なお、フレーム構成タイプは、デュプレックスモードと称される場合もある。キャリ
アアグリゲーションの場合には、複数のセルの全てに対してＴＤＤ方式が適用されてもよ
い。また、キャリアアグリゲーションの場合には、ＴＤＤ方式が適用されるセルとＦＤＤ
方式が適用されるセルが集約されてもよい。ＴＤＤが適用されるセルとＦＤＤが適用され
るセルとが集約される場合に、ＴＤＤが適用されるセルに対して本発明を適用することが
できる。
【００３８】
　ＦＤＤが適用されるセルにおいて、半二重ＦＤＤ（ＨＤ－ＦＤＤ）方式または全二重Ｆ
ＤＤ（ＦＤ－ＦＤＤ）方式が適用されてもよい。
【００３９】
　ＴＤＤが適用される複数のセルが集約される場合には、半二重ＴＤＤ（ＨＤ－ＴＤＤ）
方式または全二重ＴＤＤ（ＦＤ－ＴＤＤ）方式が適用されてもよい。
【００４０】
　端末装置１は、端末装置１によってキャリアアグリゲーションがサポートされているバ
ンドの組合せを示す情報（バンドコンビネーション）を、基地局装置３に送信してもよい
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。また、端末装置１は、バンドの組合せのそれぞれに対して、異なる複数のバンドの複数
のサービングセルによる同時送信および受信をサポートしているかどうかを指示する情報
を、基地局装置３に送信してもよい。基地局装置３は、それらの情報に基づいて、サービ
ングセルの設定／選択を行なう。
【００４１】
　ライセンスバンド／アンライセンスバンドのＬＡＡキャリア（またはＬＡＡセル）は、
ライセンスバンドのＬＴＥキャリア（ＬＴＥセル）とキャリアアグリゲーションを行なう
ことで、通信に用いることができる。なお、ＬＡＡセルは、ＰＣｅｌｌとして設定されな
くてもよい。また、ＬＡＡセルは、ＬＴＥセカンダリーセルとキャリアアグリゲーション
されてもよい。その際、ＬＴＥプライマリーセルとＬＡＡセルの間にバンドコンビネーシ
ョンはサポートされなくてもよい。ただし、ＬＴＥプライマリーセルとＬＴＥセカンダリ
ーセルとの間およびＬＴＥセカンダリーセルとＬＡＡセルとの間ではそれぞれ、バンドコ
ンビネーションはサポートされている。また、ＬＴＥプライマリーセルとＬＴＥセカンダ
リーセルは、デュアルコネクティビティで接続されてもよい。ここで、ＬＡＡセルとは、
ＬＡＡバンドであるアンライセンスバンドに含まれるキャリア周波数が利用されるセルで
ある。また、ＬＴＥセルとは、ＬＴＥバンド（ライセンスバンド）であるＥ－ＵＴＲＡオ
ペレーティングバンドに含まれるキャリア周波数が設定されたセルである。例えば、ＬＡ
Ａセルは、５ＧＨｚ帯のキャリア周波数が利用されるセルであり、ＬＴＥセルは、２．４
ＧＨｚ帯のキャリア周波数が設定されたセルである。
【００４２】
　また、ＬＡＡセルは、特定の機能／サービスをサポートしている基地局装置および／ま
たは端末装置によって構成されてもよい。つまり、特定のキャリア周波数におけるサービ
ングセルではなく、特定の機能／サービスをサポートしているセルであってもよい。ＬＡ
Ａセルは、キャリア周波数に依存せずに構成されてもよい。
【００４３】
　本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸまたはＹ”の意味を含む。本実施形態におい
て、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸおよびＹ”の意味を含む。本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、
“Ｘおよび／またはＹ”の意味を含む。
【００４４】
　図１は、本実施形態の通信システムの概念図である。図１において、通信システムは、
端末装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。以下、端末装置１Ａ～１Ｃを端末
装置１という。
【００４５】
　本実施形態の物理チャネルおよび物理信号について説明する。
【００４６】
　図１において、端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、上りリン
ク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力された情報を
送信するために使用できる。上りリンク物理チャネルは、ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink 
Control Channel）、ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）、ＰＲＡＣＨ（Phy
sical Random Access Channel）などを含む。
【００４７】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる物理チャネルである。上りリンク制御情報は、下りリンクのチャネル状
態情報（Channel State Information: CSI）、ＰＵＳＣＨリソースの要求を示すスケジュ
ーリング要求（Scheduling Request: SR）、ＤＬ－ＳＣＨデータ（Transport block: TB,
 Downlink-Shared Channel: DL-SCH）に対するＡＣＫ（acknowledgement）／ＮＡＣＫ（n
egative-acknowledgement）を含む。ＡＣＫ／ＮＡＣＫを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＨＡＲＱ
フィードバック、または、応答情報とも称する。ＤＬ－ＳＣＨデータをＤＬトランスポー
トブロックやＤＬ－ＳＣＨトランスポートブロック、下りリンクデータと称する場合もあ
る。
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【００４８】
　ＰＵＳＣＨは、ＵＬ－ＳＣＨデータ（Uplink-Shared Channel: UL-SCH）を送信するた
めに用いられる物理チャネルである。また、ＰＵＳＣＨは、ＵＬ－ＳＣＨデータと共にＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはチャネル状態情報を送信するために用いられてもよい。ま
た、ＰＵＳＣＨはＣＳＩのみ、または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびＣＳＩのみを送信するた
めに用いられてもよい。なお、ＵＬ－ＳＣＨデータをＵＬトランスポートブロックやＵＬ
－ＳＣＨトランスポートブロック、上りリンクデータと称する場合もある。
【００４９】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる物理チャネ
ルである。ＰＲＡＣＨは、端末装置１が基地局装置３と時間領域の同期をとることを主な
目的とする。その他に、ＰＲＡＣＨは、初期コネクション構築（initial connection est
ablishment）プロシージャ、ハンドオーバプロシージャ、コネクション再構築（connecti
on re-establishment）プロシージャ、上りリンク送信に対する同期（タイミング調整）
、およびＰＵＳＣＨリソースの要求を示すためにも用いられる。
【００５０】
　図１において、上りリンクの無線通信では、上りリンク物理信号が用いられる。上りリ
ンク物理信号は、上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）などを含む。
上りリンク参照信号は、ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）、ＳＲＳ（Soundin
g Reference Signal）などが用いられる。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送
信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨと時間多重される。基地局装置
３は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。以
下、ＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを共に送信することを、単にＰＵＳＣＨを送信すると称する。
以下、ＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを共に送信することを、単にＰＵＣＣＨを送信すると称する
。なお、上りリンクのＤＭＲＳは、ＵＬ－ＤＭＲＳとも呼称される。ＳＲＳは、ＰＵＳＣ
ＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置３は、上りリンクのチャネル状態を
測定するためにＳＲＳを使用する。
【００５１】
　ＳＲＳは、２つのトリガータイプのＳＲＳ（トリガータイプ０ＳＲＳ、トリガータイプ
１ＳＲＳ）がある。トリガータイプ０ＳＲＳは、上位層シグナリングによって、トリガー
タイプ０ＳＲＳに関するパラメータが設定される場合に送信される。トリガータイプ１Ｓ
ＲＳは、上位層シグナリングによって、トリガータイプ１ＳＲＳに関するパラメータが設
定され、ＤＣＩフォーマット０／１Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ／４に含まれるＳＲＳリクエス
トによって送信が要求された場合に送信される。なお、ＳＲＳリクエストは、ＤＣＩフォ
ーマット０／１Ａ／４についてはＦＤＤとＴＤＤの両方に含まれ、ＤＣＩフォーマット２
Ｂ／２Ｃ／２ＤについてはＴＤＤにのみ含まれる。同じサービングセルの同じサブフレー
ムでトリガータイプ０ＳＲＳの送信とトリガータイプ１ＳＲＳの送信が生じる場合、トリ
ガータイプ１ＳＲＳの送信が優先される。
【００５２】
　図１において、基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、下りリン
ク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力された情報を
送信するために使用される。下りリンク物理チャネルは、ＰＢＣＨ（Physical Broadcast
Channel）、ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）、ＰＨＩＣＨ
（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel）、ＰＤＣＣＨ（Phys
ical Downlink Control Channel）、ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Contro
l Channel）、ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）、ＰＭＣＨ（Physical 
Multicast Channel）などを含む。
【００５３】
　ＰＢＣＨは、端末装置１で共通に用いられるマスターインフォメーションブロック（Ma
ster Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられる
。ＭＩＢは、４０ｍｓ間隔で更新できる。ＰＢＣＨは１０ｍｓ周期で繰り返し送信される
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。具体的には、SFN mod 4 = 0を満たす無線フレームにおけるサブフレーム０においてＭ
ＩＢの初期送信が行なわれ、他の全ての無線フレームにおけるサブフレーム０においてＭ
ＩＢの再送信（repetition）が行なわれる。ＳＦＮ（system frame number）は無線フレ
ームの番号である。また、ＭＩＢはシステム情報の一種である。例えば、ＭＩＢは、ＳＦ
Ｎを示す情報を含む。
【００５４】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequen
cy Division Multiplexing）シンボル）を指示する情報を送信するために用いられる。
【００５５】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信したＵＬ－ＳＣＨデータ（Uplink Shared Channel
）に対するＡＣＫ（ACKnowledgement）またはＮＡＣＫ（Negative ACKnowledgement）を
示すＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱフィードバック、応答情報）を送信するために用
いられる。例えば、端末装置１がＡＣＫを示すＨＡＲＱインディケータを受信した場合は
、対応する上りリンクデータを再送しない。例えば、端末装置１がＮＡＣＫを示すＨＡＲ
Ｑインディケータを受信した場合は、対応する上りリンクデータを再送する。単一のＰＨ
ＩＣＨは、単一のＵＬ－ＳＣＨデータに対するＨＡＲＱインディケータを送信する。基地
局装置３は、同一のＰＵＳＣＨに含まれる複数のＵＬ－ＳＣＨデータに対するＨＡＲＱイ
ンディケータのそれぞれを複数のＰＨＩＣＨを用いて送信する。
【００５６】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（DCI）を送信するために用い
られる。下りリンク制御情報を、ＤＣＩフォーマットとも称する。下りリンク制御情報は
、下りリンクグラント（downlink grant）および上りリンクグラント（uplink grant）を
含む。下りリンクグラントは、下りリンクアサインメント（downlink assignment）また
は下りリンク割り当て（downlink allocation）とも称する。
【００５７】
　ＰＤＣＣＨは、連続する１つまたは複数のＣＣＥ（Control Channel Element）の集合
によって送信される。ＣＣＥは、９つのＲＥＧ（Resource Element Group）で構成される
。ＲＥＧは、４つのリソースエレメントで構成される。ｎ個の連続するＣＣＥで構成され
るＰＤＣＣＨは、ｉ　ｍｏｄ　ｎ＝０を満たすＣＣＥから始まる。ここで、ｉはＣＣＥ番
号である。
【００５８】
　ＥＰＤＣＣＨは、連続する１つまたは複数のＥＣＣＥ（Enhanced Control Channel Ele
ment）の集合によって送信される。ＥＣＣＥは、複数のＥＲＥＧ（Enhanced Resource El
ement Group）で構成される。
【００５９】
　下りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いら
れる。下りリンクグラントは、該下りリンクグラントが送信されたサブフレームと同じサ
ブフレーム内のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。上りリンクグラントは、単
一のセル内の単一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。上りリンクグラントは
、該上りリンクグラントが送信されたサブフレームより４つ以上後のサブフレーム内の単
一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００６０】
　ＤＣＩフォーマットには、ＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）パリティビットが付加
される。ＣＲＣパリティビットは、ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）で
スクランブルされる。ＲＮＴＩは、ＤＣＩの目的などに応じて、規定または設定できる識
別子である。ＲＮＴＩは、仕様で予め規定される識別子、セルに固有の情報として設定さ
れる識別子、端末装置１に固有の情報として設定される識別子、または、端末装置１に属
するグループに固有の情報として設定される識別子である。例えば、ＣＲＣパリティビッ
トは、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identifier）、または、ＳＰＳ　
Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi Persistent Scheduling Cell-Radio Network Temporary Identifier
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）でスクランブルされる。Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、セル内における
端末装置１を識別するための識別子である。Ｃ－ＲＮＴＩは、単一のサブフレームにおけ
るＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨを制御するために用いられる。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、
ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソースを周期的に割り当てるために用いられる。
【００６１】
　ＰＤＳＣＨは、ＤＬ－ＳＣＨデータ（Downlink Shared Channel）を送信するために用
いられる。また、ＰＤＳＣＨは、上位層の制御情報を送信するためにも用いられる。
【００６２】
　ＰＭＣＨは、マルチキャストデータ（Multicast Channel: MCH）を送信するために用い
られる。
【００６３】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理信号が用いられる。
下りリンク物理信号は、同期信号（Synchronization signal: SS）、下りリンク参照信号
（Downlink Reference Signal: DL RS）などを含む。
【００６４】
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
用いられる。同期信号は無線フレーム内の所定のサブフレームに配置される。例えば、Ｔ
ＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０、１、５、６に配置され
る。ＦＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０と５に配置される
。
【００６５】
　同期信号には、ＰＳＳ（Primary Synchronization Signal）とＳＳＳ（Secondary Sync
hronization Signal）がある。ＰＳＳは、粗いフレーム／シンボルタイミング同期（時間
領域の同期）やセルグループの同定に用いられる。ＳＳＳは、より正確なフレームタイミ
ング同期やセルの同定に用いられる。つまり、ＰＳＳとＳＳＳを用いることによって、フ
レームタイミング同期とセル識別を行なうことができる。
【００６６】
　下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうた
めに用いられる。下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンクのチャネル状態情報を
算出するために用いられる。下りリンク参照信号は、端末装置１が自装置の地理的な位置
を測定するために用いられる。
【００６７】
　下りリンク参照信号は、ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal）、ＰＤＳＣＨに関
連するＵＲＳ（UE-specific Reference Signal）、ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳ（De
modulation Reference Signal）、ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Non-Zero Power Chanel State
Information - Reference Signal）、ＭＢＳＦＮ　ＲＳ（Multimedia Broadcast and Mul
ticast Service over Single Frequency Network Reference signal）、ＰＲＳ（Positio
ning Reference Signal）、ＮＣＴ　ＣＲＳ（New Carrier Type Cell-specific Referenc
e Signal）、そして、ＤＳ（Discovery Signal）などを含む。また、下りリンクのリソー
スは、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Zero Power Chanel State Information - Reference Signal
）、ＣＳＩ－ＩＭ（Channel State Information - Interference Measurement）などを含
む。
【００６８】
　ＣＲＳは、サブフレームの全帯域で送信される。ＣＲＳは、制限サブフレームパターン
が設定されていない場合には、すべてのサブフレームで送信されてもよい。ＣＲＳは、Ｐ
ＢＣＨ／ＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ／ＰＤＳＣＨの復調を行なうために用い
られる。ＣＲＳは、端末装置１が下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いら
れてもよい。ＰＢＣＨ／ＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨは、ＣＲＳの送信に用い
られるアンテナポートで送信される。
【００６９】
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　ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの送信に用いられるサブ
フレームおよび帯域で送信される。ＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの復調を行な
うために用いられる。
【００７０】
　ＰＤＳＣＨは、送信モードおよびＤＣＩフォーマットに基づいて、ＣＲＳまたはＵＲＳ
の送信に用いられるアンテナポートで送信される。ＤＣＩフォーマット１Ａは、ＣＲＳの
送信に用いられるアンテナポートで送信されるＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられ
る。ＤＣＩフォーマット２Ｄは、ＵＲＳの送信に用いられるアンテナポートで送信される
ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００７１】
　ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣＨの送信に用いら
れるサブフレームおよび帯域で送信される。ＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣ
Ｈの復調を行なうために用いられる。ＥＰＤＣＣＨは、ＤＭＲＳの送信に用いられるアン
テナポートで送信される。
【００７２】
　ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳは、設定されたサブフレームで送信される。ＮＺＰ　ＣＳＩ－Ｒ
Ｓが送信されるリソースは、基地局装置３によって設定される。ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳは
、端末装置１が下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられる。端末装置１
は、ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳを用いて信号測定（チャネル測定）を行なう。
【００７３】
　ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、基地局装置３によって設定される。基地局装置３は
、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳをゼロ出力で送信する。つまり、基地局装置３は、ＺＰ　ＣＳＩ－
ＲＳを送信しない。基地局装置３は、自身が設定したＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースにお
いて、ＰＤＳＣＨおよびＥＰＤＣＣＨを送信しない。また、他の基地局装置からは、その
リソースを用いてＰＤＳＣＨやＥＰＤＣＣＨ、ＣＳＩ－ＲＳが送信されてもよい。
【００７４】
　ＣＳＩ－ＩＭのリソースは、基地局装置３によって設定される。ＣＳＩ－ＩＭのリソー
スは、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースの一部と重複（オーバーラップ）して設定される。
すなわち、ＣＳＩ－ＩＭのリソースは、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳと同等の特徴を有し、基地局
装置３は、ＣＳＩ－ＩＭとして設定されたリソースではゼロ出力で送信する。つまり、基
地局装置３は、ＣＳＩ－ＩＭを送信しない。基地局装置３は、ＣＳＩ－ＩＭを設定したリ
ソースにおいて、ＰＤＳＣＨおよびＥＰＤＣＣＨを送信しない。あるセルにおいてＮＺＰ
　ＣＳＩ－ＲＳが対応するリソースにおいて、端末装置１は、ＣＳＩ－ＩＭとして設定さ
れたリソースで干渉を測定することができる。
【００７５】
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）には、ＣＱＩ（Channel Quality Indicator）、ＰＭＩ（P
recoding Matrix Indicator）、ＲＩ（Rank Indicator）、ＰＴＩ（Precoding Type Indi
cator）があり、ＣＳＩ－ＲＳまたはＣＲＳを用いて、測定される。
【００７６】
　ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの送信に用いられるサブフレームの全帯域で送信される
。ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの復調を行なうために用いられる。ＰＭＣＨは、ＭＢＳ
ＦＮ　ＲＳの送信に用いられるアンテナポートで送信される。
【００７７】
　ＰＲＳは、端末装置１が、自装置の地理的な位置を測定するために用いられる。また、
ＰＲＳは、ＯＴＤＯＡ（Observed Time Difference Of Arrival）ポジショニングに対し
て用いられる。また、ＰＲＳは、周波数間のＲＳＴＤ（Reference Signal Time Differen
ce）測定に用いられる。
【００７８】
　ＮＣＴ　ＣＲＳは、所定のサブフレームにマッピングできる。例えば、ＮＣＴ　ＣＲＳ
は、サブフレーム０および５にマッピングされる。また、ＮＣＴ　ＣＲＳは、ＣＲＳの一



(13) JP WO2016/072495 A1 2016.5.12

10

20

30

40

50

部と同様の構成を用いることができる。例えば、リソースブロックのそれぞれにおいて、
ＮＣＴ　ＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントの位置は、アンテナポート０のＣ
ＲＳがマッピングされるリソースエレメントの位置と同じにすることができる。また、Ｎ
ＣＴ　ＣＲＳに用いられる系列（値）は、ＰＢＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨまたはＰ
ＤＳＣＨ（ＲＲＣシグナリング）を通じて設定された情報に基づいて決定できる。ＮＣＴ
　ＣＲＳに用いられる系列（値）は、セルＩＤ（例えば、物理層セル識別子）、スロット
番号などのパラメータに基づいて決定できる。ＮＣＴ　ＣＲＳに用いられる系列（値）は
、アンテナポート０のＣＲＳに用いられる系列（値）とは異なる方法（式）によって決定
できる。なお、ＮＣＴ　ＣＲＳは、ＴＲＳ（Tracking Reference Signal）と称されても
よい。
【００７９】
　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信号と称す
る。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上りリンク信号と称
する。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して、物理チャネル
と称する。下りリンク物理信号および上りリンク物理信号を総称して、物理信号と称する
。
【００８０】
　ＢＣＨ、ＭＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである
。ＭＡＣ層で用いられるチャネルをトランスポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いら
れるトランスポートチャネルの単位を、トランスポートブロック（transport block: TB
）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Unit）とも称する。ＭＡＣ層においてトランス
ポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat reQuest）の制御が行なわれる
。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層が物理層に渡す（deliver）データの単位である
。物理層において、トランスポートブロックはコードワードにマップされ、コードワード
毎に符号化処理が行なわれる。
【００８１】
　基地局装置３から端末装置１に対する制御情報のシグナリング（通知、送信、報知）の
方法として、ＰＤＣＣＨを通じたシグナリングであるＰＤＣＣＨシグナリング、ＲＲＣ層
を通じたシグナリングであるＲＲＣシグナリング、および、ＭＡＣ層を通じたシグナリン
グであるＭＡＣシグナリングなどが用いられる。また、ＲＲＣシグナリングは、端末装置
１に固有の制御情報を通知するために用いられる専用のＲＲＣシグナリング（Dedicated 
RRC signaling）、と、基地局装置３に固有の制御情報を通知するために用いられる共通
のＲＲＣシグナリング（Common RRC signaling）がある。なお、以下の説明において、単
にＲＲＣシグナリングと記載した場合には、ＲＲＣシグナリングは専用のＲＲＣシグナリ
ングおよび／または共通のＲＲＣシグナリングである。ＲＲＣシグナリングやＭＡＣ　Ｃ
Ｅなど、物理層から見て上位の層が用いるシグナリングを上位層シグナリングと称する場
合もある。なお、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのシグナリングをＬ１シグナリング、ＭＡＣ
　ＣＥのシグナリングをＬ２シグナリング、ＲＲＣシグナリングをＬ３シグナリングと称
する場合もある。
【００８２】
　次に、本実施形態の無線フレームの構成について説明する。
【００８３】
　図２は、本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。無線フレームのそれぞ
れは、１０ｍｓ長である。また、無線フレームのそれぞれは２つのハーフフレームから構
成される。ハーフフレームのそれぞれは、５ｍｓ長である。ハーフフレームのそれぞれは
、５サブフレームで構成される。サブフレームのそれぞれは、１ｍｓ長であり、２つの連
続するスロットによって定義される。スロットのそれぞれは、０．５ｍｓ長である。無線
フレーム内のｉ番目のサブフレームは、（２×ｉ）番目のスロットと（２×ｉ＋１）番目
のスロットとから構成される。つまり、無線フレームのそれぞれにおいて、１０個のサブ
フレームが規定される。
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【００８４】
　サブフレームは、下りリンクサブフレーム（第１のサブフレーム）、上りリンクサブフ
レーム（第２のサブフレーム）、スペシャルサブフレーム（第３のサブフレーム）などを
含む。
【００８５】
　下りリンクサブフレームは下りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。上りリンクサブフレームは上りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。スペシャルサブフレームは３つのフィールドから構成される。該３つのフィールドは、
ＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）、ＧＰ（Guard Period）、およびＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）である。ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、およびＵｐＰＴＳの合計の長さは
１ｍｓである。ＤｗＰＴＳは下りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。
ＵｐＰＴＳは上りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。ＧＰは下りリン
ク送信および上りリンク送信が行なわれないフィールドである。なお、スペシャルサブフ
レームは、ＤｗＰＴＳおよびＧＰのみによって構成されてもよいし、ＧＰおよびＵｐＰＴ
Ｓのみによって構成されてもよい。スペシャルサブフレームは、ＴＤＤにおいて下りリン
クサブフレームと上りリンクサブフレームとの間に配置され、下りリンクサブフレームか
ら上りリンクサブフレームに切り替えるために用いられる。
【００８６】
　単一の無線フレームは、下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、および／
または、スペシャルサブフレームから構成される。つまり、無線フレームは、下りリンク
サブフレームだけで構成されてもよい。また、無線フレームは、上りリンクサブフレーム
だけで構成されてもよい。
【００８７】
　本実施形態の無線通信システムは、５ｍｓと１０ｍｓの下りリンク‐上りリンク・スイ
ッチポイント周期（downlink-to-uplink switch-point periodicity）をサポートしても
よい。下りリンク－上りリンク・スイッチポイント周期が５ｍｓの場合には、無線フレー
ム内の両方のハーフフレームにスペシャルサブフレームが含まれる。下りリンク－上りリ
ンク・スイッチポイント周期が１０ｍｓの場合には、無線フレーム内の最初のハーフフレ
ームのみにスペシャルサブフレームが含まれる。
【００８８】
　次に、本実施形態のスロットの構成について説明する。
【００８９】
　図３は、本実施形態のスロットの構成を示す図である。本実施形態では、ＯＦＤＭシン
ボルに対してノーマルＣＰ（normal Cyclic Prefix）が適用される。なお、ＯＦＤＭシン
ボルに対して拡張ＣＰ（extended Cyclic Prefix）が適用されてもよい。スロットのそれ
ぞれにおいて送信される物理信号または物理チャネルは、リソースグリッドによって表現
される。下りリンクにおいて、リソースグリッドは、周波数領域に対する複数のサブキャ
リアと、時間領域に対する複数のＯＦＤＭシンボルによって定義される。上りリンクにお
いて、リソースグリッドは、周波数領域に対する複数のサブキャリアと、時間領域に対す
る複数のＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier - Frequency Division Multiple Access）シ
ンボルによって定義される。サブキャリアまたはリソースブロックの数は、セルの帯域幅
に依存する。１つのスロットを構成するＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
の数は、ノーマルＣＰの場合は７であり、拡張ＣＰの場合は６である。リソースグリッド
内のエレメントのそれぞれをリソースエレメントと称する。リソースエレメントは、サブ
キャリアの番号とＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの番号とを用いて識別
される。
【００９０】
　リソースブロックは、ある物理チャネル（ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨなど）のリソー
スエレメントにマッピングするために用いられる。リソースブロックは、仮想リソースブ
ロックと物理リソースブロックが定義される。ある物理チャネルは、まず仮想リソースブ
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ロックにマップされる。その後、仮想リソースブロックは、物理リソースブロックにマッ
プされる。１つの物理リソースブロックは、時間領域において７個の連続するＯＦＤＭシ
ンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと周波数領域において１２個の連続するサブキャリ
アとから定義される。ゆえに、１つの物理リソースブロックは（７×１２）個のリソース
エレメントから構成される。また、１つの物理リソースブロックは、時間領域において１
つのスロットに対応し、周波数領域において１８０ｋＨｚに対応する。物理リソースブロ
ックは周波数領域において０から番号が付けられる。また、同一の物理リソースブロック
番号が対応する、１つのサブフレーム内の２つのリソースブロックは、物理リソースブロ
ックペア（ＰＲＢペア、ＲＢペア）として定義される。
【００９１】
　次に、サブフレームのそれぞれにおいて送信される物理チャネルおよび物理信号につい
て説明する。
【００９２】
　図４は、本実施形態の下りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。基地局装置３は、下りリンクサブフレームにおいて、下りリ
ンク物理チャネル（ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、
ＰＤＳＣＨ）、および／または下りリンク物理信号（同期信号、下りリンク参照信号）を
送信できる。なお、ＰＢＣＨは無線フレーム内のサブフレーム０のみで送信される。なお
、下りリンク参照信号は周波数領域および時間領域において分散するリソースエレメント
に配置される。説明の簡略化のため、図４において下りリンク参照信号は図示しない。
【００９３】
　ＰＤＣＣＨ領域において、複数のＰＤＣＣＨが周波数、時間、および／または、空間多
重されてもよい。ＥＰＤＣＣＨ領域において、複数のＥＰＤＣＣＨが周波数、時間、およ
び／または、空間多重されてもよい。ＰＤＳＣＨ領域において、複数のＰＤＳＣＨが周波
数、時間、および／または、空間多重されてもよい。ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨおよび／ま
たはＥＰＤＣＣＨは周波数、時間、および／または、空間多重されてもよい。
【００９４】
　図５は、本実施形態の上りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。端末装置１は、上りリンクサブフレームにおいて、上りリン
ク物理チャネル（ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＲＡＣＨ）、および、上りリンク物理信号
（ＵＬ－ＤＭＲＳ、ＳＲＳ）を送信してもよい。また、ＰＵＣＣＨ領域において、複数の
ＰＵＣＣＨが周波数、時間、空間および／またはコード多重される。また、ＰＵＳＣＨ領
域において、複数のＰＵＳＣＨが周波数、時間、空間および／またはコード多重されても
よい。また、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨは周波数、時間、空間および／またはコード多
重されてもよい。ＰＲＡＣＨは単一のサブフレームまたは２つ以上のサブフレームにわた
って配置されてもよい。また、ＰＲＡＣＨはプリアンブルフォーマット４で送信される場
合、１シンボル（ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）または２シンボルに配置されてもよい。また
、複数のＰＲＡＣＨが符号多重されてもよい。ＰＲＡＣＨはどの程度の時間長（シーケン
ス長）で送信されるかはプリアンブルフォーマットによって決定されてもよい。
【００９５】
　ＳＲＳは上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いて送信され
る。つまり、ＳＲＳは上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置
される。端末装置１は、単一のセルの単一のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて、ＳＲＳと
、ＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨ／ＰＲＡＣＨとの同時送信を制限できる。端末装置１は、単一
のセルの単一の上りリンクサブフレームにおいて、該上りリンクサブフレーム内の最後の
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを除くＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いてＰＵＳＣＨおよび／また
はＰＵＣＣＨを送信し、該上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを
用いてＳＲＳを送信することができる。つまり、単一のセルの単一の上りリンクサブフレ
ームにおいて、端末装置１は、ＳＲＳと、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨと、を送信するこ
とができる。なお、ＤＭＲＳはＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨと時間多重される。説明の簡



(16) JP WO2016/072495 A1 2016.5.12

10

20

30

40

50

略化のため、図５においてＤＭＲＳは図示しない。
【００９６】
　図６は、本実施形態のスペシャルサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。図６において、ＤｗＰＴＳはスペシャルサブフレーム内の１
番目から１０番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成され、ＧＰはスペシャルサブフレー
ム内の１１番目と１２番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成され、ＵｐＰＴＳはスペシ
ャルサブフレーム内の１３番目と１４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成される。
【００９７】
　基地局装置３は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨ
ＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、同期信号、および、下りリンク参照信
号を送信してもよい。基地局装置３は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、
ＰＢＣＨの送信を制限できる。端末装置１は、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳにお
いて、ＰＲＡＣＨ、およびＳＲＳを送信してもよい。つまり、端末装置１は、スペシャル
サブフレームのＵｐＰＴＳにおいて、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＤＭＲＳの送信を
制限できる。
【００９８】
　図７は、本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するように
、端末装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７、お
よび送受信アンテナ１０９を含んで構成される。また、上位層処理部１０１は、無線リソ
ース制御部１０１１、サブフレーム設定部１０１３、スケジューリング情報解釈部１０１
５、および、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告制御部１０１７を含んで構成される。また
、受信部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０５３、多重分離部１０５５、無線受信
部１０５７、およびチャネル測定部１０５９を含んで構成される。また、送信部１０７は
、符号化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７５、無線送信部１０７７、および上
りリンク参照信号生成部１０７９を含んで構成される。
【００９９】
　上位層処理部１０１は、ユーザの操作等により生成されたＵＬ－ＳＣＨデータ（トラン
スポートブロック）を、送信部１０７に出力する。
【０１００】
　また、上位層処理部１０１は、ＭＡＣ（Medium Access Control）層、ＰＤＣＰ（Packe
t Data Convergence Protocol）層、ＲＬＣ（Radio Link Control）層、ＲＲＣ（Radio R
esource Control）層の処理を行なう。
【０１０１】
　上位層処理部１０１は、複数のセルを用いてキャリアアグリゲーションを行う場合、セ
ルのアクティベーション／デアクティベーションの制御（切り替え）を物理層／ＭＡＣ層
で行なう機能と上りリンクの送信タイミングを管理するために物理層およびＭＡＣ層で制
御する機能を備えている。
【０１０２】
　上位層処理部１０１は、受信部１０５で計算する測定の指示、および、受信部１０５で
計算された測定結果を報告するか否かを判断する機能を備えている。
【０１０３】
　上位層処理部１０１は、複数のセルを用いてキャリアアグリゲーションを行う場合、そ
の複数のセルに、ＬＡＡバンドのキャリア周波数が設定されたセルが１つでも含まれてい
る場合には、セルのアクティベーション／デアクティベーションの制御（切り替え）を物
理層で行なう機能を備えてもよい。
【０１０４】
　上位層処理部１０１が備える無線リソース制御部１０１１は、自装置の各種設定情報の
管理をする。また、無線リソース制御部１０１１は、上りリンクの各チャネルに配置され
る情報を生成し、送信部１０７に出力する。
【０１０５】
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　上位層処理部１０１が備えるサブフレーム設定部１０１３は、基地局装置３により設定
される情報に基づいて、基地局装置３および／または基地局装置３とは異なる基地局装置
（例えば、基地局装置３Ａ）におけるサブフレーム設定を管理する。例えば、サブフレー
ム設定は、サブフレームに対する上りリンクまたは下りリンクの設定である。サブフレー
ム設定は、サブフレームパターン設定（Subframe pattern configuration）、上りリンク
－下りリンク設定（UL-DL configuration: Uplink-downlink configuration）、上りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定（Uplink reference configuration）、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ
設定（Downlink reference configuration）、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定
（transmission direction configuration）を含む。サブフレーム設定部１０１３は、サ
ブフレーム設定、サブフレームパターン設定、上りリンク－下りリンク設定、上りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－
ＤＬ設定をセットする。また、サブフレーム設定部１０１３は、少なくとも２つのサブフ
レームセットを設定できる。なお、サブフレームパターン設定は、ＥＰＤＣＣＨサブフレ
ーム設定を含んでもよい。なお、サブフレーム設定部１０１３は、端末サブフレーム設定
部とも呼称される。
【０１０６】
　サブフレーム設定および／またはサブフレームパターンは、特定の信号を受信／モニタ
リングするサブフレームを示してもよい。例えば、ＥＰＤＣＣＨサブフレーム設定は、Ｅ
ＰＤＣＣＨを受信／モニタリングすることができるサブフレームを示してもよい。
【０１０７】
　上位層処理部１０１が備えるスケジューリング情報解釈部１０１５は、受信部１０５を
介して受信したＤＣＩフォーマット（スケジューリング情報）の解釈をし、前記ＤＣＩフ
ォーマットを解釈した結果に基づいて、受信部１０５および送信部１０７の制御を行なう
ために制御情報を生成し、制御部１０３に出力する。
【０１０８】
　スケジューリング情報解釈部１０１５は、サブフレーム設定、サブフレームパターン設
定、上りリンク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、送信処理および受信
処理を行うタイミングを決定する。
【０１０９】
　ＣＳＩ報告制御部１０１７は、ＣＳＩ参照リソースを特定する。ＣＳＩ報告制御部１０
１７は、チャネル測定部１０５９に、ＣＳＩ参照リソースに関連するＣＱＩを導き出すよ
う指示する。ＣＳＩ報告制御部１０１７は、送信部１０７に、ＣＱＩを送信するよう指示
をする。ＣＳＩ報告制御部１０１７は、チャネル測定部１０５９がＣＱＩを算出する際に
用いる設定をセットする。
【０１１０】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５および
送信部１０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号を
受信部１０５および送信部１０７に出力して、受信部１０５および送信部１０７の制御を
行なう。
【０１１１】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に基づいて、送受信アンテナ１
０９が基地局装置３から受信した受信信号を、分離、復調、復号する。受信部１０５は、
復号した情報を上位層処理部１０１に出力する。
【０１１２】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１０９が受信した下りリンクの信号を、中間周
波数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維
持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分および直交成分に基づいて
、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する。無線受信部１
０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（ＧＩ）に相当する部分を除
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去し、ガードインターバルを除去した信号に対して高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を行ない
、周波数領域の信号を抽出する。
【０１１３】
　多重分離部１０５５は、抽出した信号から、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、
ＰＤＳＣＨ、および／または下りリンク参照信号を、それぞれ分離する。また、多重分離
部１０５５は、チャネル測定部１０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＨＩＣＨ
、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、および／またはＰＤＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また
、多重分離部１０５５は、分離した下りリンク参照信号をチャネル測定部１０５９に出力
する。
【０１１４】
　復調部１０５３は、ＰＨＩＣＨに対して対応する符号を乗算して合成し、合成した信号
に対してＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）変調方式の復調を行ない、復号化部１
０５１へ出力する。復号化部１０５１は、自装置宛てのＰＨＩＣＨを復号し、復号したＨ
ＡＲＱインディケータを上位層処理部１０１に出力する。復調部１０５３は、ＰＤＣＣＨ
および／またはＥＰＤＣＣＨに対して、ＱＰＳＫ変調方式の復調を行ない、復号化部１０
５１へ出力する。復号化部１０５１は、ＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨの復号を
試み、復号に成功した場合、復号した下りリンク制御情報と下りリンク制御情報が対応す
るＲＮＴＩとを上位層処理部１０１に出力する。
【０１１５】
　復調部１０５３は、ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying
）、１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）、６４ＱＡＭ等の下りリンクグラ
ントで通知された変調方式の復調を行ない、復号化部１０５１へ出力する。復号化部１０
５１は、下りリンク制御情報で通知された符号化率に関する情報に基づいて復号を行ない
、復号したＤＬ－ＳＣＨデータ（トランスポートブロック）を上位層処理部１０１へ出力
する。
【０１１６】
　チャネル測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された下りリンク参照信号か
ら下りリンクのパスロスやチャネルの状態を測定し、測定したパスロスやチャネルの状態
を上位層処理部１０１へ出力する。
【０１１７】
　また、チャネル測定部１０５９は、下りリンク参照信号（ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＤＳ
）から下りリンクの伝搬路の推定値を算出し、多重分離部１０５５へ出力する。
【０１１８】
　また、チャネル測定部１０５９は、ＣＱＩの算出のために、チャネル測定、および／ま
たは、干渉測定を行なう。また、チャネル測定部１０５９は、ＣＳＩ（ＣＱＩ、ＰＭＩ、
ＲＩ）の算出のために、ＣＳＩ測定、および／または、ＣＳＩ干渉測定を行なう。
【０１１９】
　また、チャネル測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された下りリンク参照
信号から上位層へ通知する測定を行う。
【０１２０】
　また、チャネル測定部１０５９は、ＲＳＲＰおよびＲＳＲＱの計算を行い、その結果（
測定結果、計算結果）を上位層処理部１０１へ出力する。
【０１２１】
　また、チャネル測定部１０５９は、ＲＳＲＰおよび／またはＲＳＲＱを用いて、ＲＳＳ
Ｉ（Received Signal Strength Indicator）を計算してもよい。
【０１２２】
　また、チャネル測定部１０５９は、ＤＳ測定設定またはＤＳ測定タイミング設定（ＤＭ
ＴＣ）にＣＲＳに関するパラメータがセットされた場合、ＣＲＳに対するＲＳＲＰ測定お
よび／またはＲＳＲＱ測定を行ない、その結果を上位層処理部１０１へ出力してもよい。
【０１２３】
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　また、チャネル測定部１０５９は、ＤＳ測定設定またはＤＳ測定タイミング設定（ＤＭ
ＴＣ）にＣＳＩ－ＲＳに関する設定（ＣＳＩ－ＲＳに関するパラメータ、例えば、ＣＳＩ
－ＲＳリソース設定）がセットされた場合、設定されたＣＳＩ－ＲＳリソースに対するＲ
ＳＲＰ測定および／またはＲＳＲＱ測定を行ない、その結果を上位層処理部１０１へ出力
してもよい。
【０１２４】
　また、チャネル測定部１０５９は、ＣＲＳに対するＲＳＲＰ／ＲＳＲＱとＣＳＩ－ＲＳ
に対するＲＳＲＰに基づいてＲＳＳＩを計算してもよい。
【０１２５】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力されたＵＬ－ＳＣＨデータ（トランスポートブロ
ック）を符号化および変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および、生成した上りリンク参
照信号を多重し、送受信アンテナ１０９を介して基地局装置３に送信する。
【０１２６】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された上りリンク制御情報を畳込み
符号化、ブロック符号化等の符号化を行なう。また、符号化部１０７１は、ＰＵＳＣＨの
スケジューリングに用いられる情報に基づいてターボ符号化を行なう。
【０１２７】
　変調部１０７３は、符号化部１０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳ
Ｋ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知された変調方式または、チャ
ネル毎に予め定められた変調方式で変調する。変調部１０７３は、ＰＵＳＣＨのスケジュ
ーリングに用いられる情報に基づき、空間多重されるデータの系列の数を決定し、ＭＩＭ
Ｏ　ＳＭ（Multiple Input Multiple Output Spatial Multiplexing）を用いることによ
り同一のＰＵＳＣＨで送信される複数のＵＬ－ＳＣＨデータを、複数の系列にマッピング
し、この系列に対してプリコーディングを行なう。
【０１２８】
　上りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置３を識別するための物理層セル識別
子（physical cell identity: PCI、Cell IDなどと称する。）、上りリンク参照信号を配
置する帯域幅、上りリンクグラントで通知されたサイクリックシフト、ＤＭＲＳシーケン
スの生成に対するパラメータの値などを基に、予め定められた規則（式）で求まる系列を
生成する。
【０１２９】
　多重部１０７５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨの変調
シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（ＤＦＴ）する。また、多重部１０７
５は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポー
ト毎に多重する。つまり、多重部１０７５は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成した
上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎にリソースエレメントに配置する。
【０１３０】
　無線送信部１０７７は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）して、ＳＣ
－ＦＤＭＡ方式の変調を行い、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにガー
ドインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディ
ジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の同相成分および直交
成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、中間周波数の信号を
高周波数の信号に変換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し
、送受信アンテナ１０９に出力して送信する。なお、送受信アンテナ１０９は、送信アン
テナと受信アンテナが別であってもよい。例えば、送受信アンテナ１０９は、異なる数の
送信アンテナと受信アンテナで構成されてもよい。
【０１３１】
　なお、端末装置１は、ＬＴＥ信号の送受信に関する機能に加え、Ｗｉ－Ｆｉ信号（ＷＬ
ＡＮ（Wireless Local Area Network）信号、ＲＬＡＮ（Radio Local Area Network）信
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号）の送受信に関する機能がサポートされている場合には、上記の受信部、送信部、チャ
ネル測定部、制御部、上位層処理部、スケジューリング部、送受信アンテナなどは、ＬＴ
Ｅ信号用とＷｉ－Ｆｉ信号用で個別に備えられてもよい。言い換えると、端末装置１は、
ＬＴＥ信号に対応する回路／チップ（チップセット）とＷｉ－Ｆｉ信号に対応する回路／
チップ（チップセット）を個別に備えてもよい。また、上記の受信部、送信部、チャネル
測定部、制御部、上位層処理部、スケジューリング部、送受信アンテナなどは、ＬＴＥ信
号とＷｉ－Ｆｉ信号間で共有されてもよい。言い換えると、一部の装置については、ＬＴ
Ｅ信号とＷｉ－Ｆｉ信号は共通であってもよい。例えば、ＲＦ（Radio Frequency）部や
増幅器などを備える送信部や受信部は、ＬＴＥ信号とＷｉ－Ｆｉ信号を共通に処理しても
よい。ここで、ＬＴＥ信号やＷｉ－Ｆｉ信号には、ＬＴＥ信号またはＷｉ－Ｆｉ信号に対
する系列や通信方式、変調／復調方式、符号化／復号化方式などが含まれてもよい。
【０１３２】
　また、端末装置１は、ＬＴＥ信号の送受信に関する機能に加え、ＬＡＡ信号の送受信に
関する機能がサポートされている場合には、上記の受信部、送信部、チャネル測定部、制
御部、上位層処理部、スケジューリング部、送受信アンテナなどは、ＬＴＥ用とＬＡＡ用
で個別に備えられてもよい。言い換えると、端末装置１は、ＬＴＥ信号に対応する回路／
チップ（チップセット）とＬＡＡ信号に対応する回路／チップ（チップセット）を個別に
備えてもよい。また、上記の受信部、送信部、チャネル測定部、制御部、上位層処理部、
スケジューリング部、送受信アンテナなどは、ＬＴＥ信号とＬＡＡ信号間で共有されても
よい。言い換えると、一部の装置については、ＬＴＥ信号とＬＡＡ信号は共通であっても
よい。例えば、ＲＦ部や増幅器などを備える送信部や受信部は、ＬＴＥ信号とＬＡＡ信号
を共通に処理してもよい。ここで、ＬＡＡ信号には、ＬＡＡ信号に対する系列や通信方式
、変調／復調方式、符号化／復号化方式などが含まれてもよい。
【０１３３】
　また、端末装置１は、ＬＴＥ信号の送受信に関する機能に加え、ＬＡＡ信号の送受信に
関する機能およびＷｉ－Ｆｉ信号（ＷＬＡＮ信号、ＲＬＡＮ信号）の送受信に関する機能
がサポートされている場合には、上記の受信部、送信部、チャネル測定部、制御部、上位
層処理部、スケジューリング部、送受信アンテナなどは、ＬＡＡ用とＷｉ－Ｆｉ用で個別
に備えられてもよい。言い換えると、端末装置１は、ＬＡＡ信号に対応する回路／チップ
（チップセット）とＷｉ－Ｆｉ信号に対応する回路／チップ（チップセット）を個別に備
えてもよい。また、上記の受信部、送信部、チャネル測定部、制御部、上位層処理部、ス
ケジューリング部、送受信アンテナなどは、ＬＡＡ信号とＷｉ－Ｆｉ信号間で共有されて
もよい。言い換えると、一部の装置については、ＬＡＡ信号とＷｉ－Ｆｉ信号は共通であ
ってもよい。例えば、ＲＦ部や増幅器などを備える送信部や受信部は、ＬＡＡ信号とＷｉ
－Ｆｉ信号を共通に処理してもよい。
【０１３４】
　また、端末装置１は、ＬＴＥ／ＬＡＡ信号の送受信に関する機能に加え、インターＲＡ
Ｔの信号の送受信に関する機能がサポートされている場合には、上記の受信部、送信部、
チャネル測定部、制御部、上位層処理部、スケジューリング部、送受信アンテナなどは、
ＬＴＥ／ＬＡＡ用とインターＲＡＴ用で個別に備えられてもよい。言い換えると、端末装
置１は、ＬＴＥ／ＬＡＡ信号に対応する回路／チップ（チップセット）とインターＲＡＴ
の信号に対応する回路／チップ（チップセット）を個別に備えてもよい。また、上記の受
信部、送信部、チャネル測定部、制御部、上位層処理部、スケジューリング部、送受信ア
ンテナなどは、ＬＴＥ／ＬＡＡ信号とインターＲＡＴの信号間で共有されてもよい。言い
換えると、一部の装置については、ＬＴＥ／ＬＡＡ信号とインターＲＡＴの信号は共通で
あってもよい。例えば、ＲＦ部や増幅器などを備える送信部や受信部は、ＬＴＥ／ＬＡＡ
信号とインターＲＡＴの信号を共通に処理してもよい。
【０１３５】
　また、端末装置１は、Ｗｉ－Ｆｉ信号を送信することによって、ＬＡＡ信号の受信に支
障をきたす場合には、ＬＡＡ信号に対して干渉の被害を受けていることを基地局装置３へ
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通知する。基地局装置３は、その通知を受けて、ＬＡＡ信号の送信タイミングを制御する
。
【０１３６】
　図８は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、基地局装置３は、上位層処理部３０１、制御部３０３、受信部３０５、送信部３０７
、および、送受信アンテナ３０９、を含んで構成される。また、上位層処理部３０１は、
無線リソース制御部３０１１、サブフレーム設定部３０１３、スケジューリング部３０１
５、および、ＣＳＩ報告制御部３０１７を含んで構成される。また、受信部３０５は、復
号化部３０５１、復調部３０５３、多重分離部３０５５、無線受信部３０５７とチャネル
測定部３０５９を含んで構成される。また、送信部３０７は、符号化部３０７１、変調部
３０７３、多重部３０７５、無線送信部３０７７、および、下りリンク参照信号生成部３
０７９を含んで構成される。
【０１３７】
　上位層処理部３０１は、ＭＡＣ（Medium Access Control）層、ＰＤＣＰ（Packet Data
Convergence Protocol）層、ＲＬＣ（Radio Link Control）層、ＲＲＣ（Radio Resource
 Control）層の処理を行なう。また、上位層処理部３０１は、受信部３０５、および送信
部３０７の制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。また、上位
層処理部３０１は、報告された測定結果を取得する機能を備えている。
【０１３８】
　上位層処理部３０１が備える無線リソース制御部３０１１は、下りリンクのＰＤＳＣＨ
に配置されるＤＬ－ＳＣＨデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーシ
ョン、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノ
ードから取得し、送信部３０７に出力する。また、無線リソース制御部３０１１は、端末
装置１各々の各種設定情報の管理をする。
【０１３９】
　また、無線リソース制御部３０１１は、上位層シグナリングを介して送信される種々の
パラメータ（上位層パラメータ）の値を設定し、送信部３０７へ出力する。
【０１４０】
　上位層処理部３０１が備えるサブフレーム設定部３０１３は、サブフレーム設定、サブ
フレームパターン設定、上りリンク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、
下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定の管理を、端
末装置１のそれぞれに対して行なう。つまり、サブフレーム設定部３０１３は、端末装置
１のそれぞれに対して、サブフレーム設定、サブフレームパターン設定、上りリンク－下
りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および
／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットし、それらの情報を、Ｌ１シグナリングやＬ
２シグナリング、Ｌ３シグナリングを介して、端末装置１に送信する。なお、サブフレー
ム設定部３０１３は、基地局サブフレーム設定部とも呼称される。
【０１４１】
　基地局装置３は、端末装置１に対する、サブフレーム設定、サブフレームパターン設定
、上りリンク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を決定してもよい。また、基地局装
置３は、端末装置１に対する、サブフレーム設定、サブフレームパターン設定、上りリン
ク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、
および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を上位ノードから指示されてもよい。
【０１４２】
　例えば、サブフレーム設定部３０１３は、上りリンクのトラフィック量および下りリン
クのトラフィック量に基づいて、サブフレーム設定、サブフレームパターン設定、上りリ
ンク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を決定してもよい。
【０１４３】
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　サブフレーム設定部３０１３は、少なくとも２つのサブフレームセットの管理を行なう
ことができる。サブフレーム設定部３０１３は、端末装置１のそれぞれに対して、少なく
とも２つのサブフレームセットを設定してもよい。サブフレーム設定部３０１３は、サー
ビングセルのそれぞれに対して、少なくとも２つのサブフレームセットを設定してもよい
。サブフレーム設定部３０１３は、ＣＳＩプロセスのそれぞれに対して、少なくとも２つ
のサブフレームセットを設定してもよい。サブフレーム設定部３０１３は、少なくとも２
つのサブフレームセットを示す情報を、送信部３０７を介して、端末装置１に送信できる
。
【０１４４】
　上位層処理部３０１が備えるスケジューリング部３０１５は、受信したチャネル状態情
報およびチャネル測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値やチャネルの品質などか
ら、物理チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）を割り当てる周波数およびサブフレー
ム、物理チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）の符号化率および変調方式および送信
電力などを決定する。スケジューリング部３０１５は、フレキシブルサブフレームにおい
て下りリンク物理チャネルおよび／または下りリンク物理信号をスケジュールするか、上
りリンク物理チャネルおよび／または上りリンク物理信号をスケジュールするかを決定す
る。スケジューリング部３０１５は、スケジューリング結果に基づき、受信部３０５、お
よび送信部３０７の制御を行なうために制御情報（例えば、ＤＣＩフォーマット）を生成
し、制御部３０３に出力する。
【０１４５】
　スケジューリング部３０１５は、スケジューリング結果に基づき、物理チャネル（ＰＤ
ＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）のスケジューリングに用いられる情報を生成する。スケジュー
リング部３０１５は、ＵＬ－ＤＬ設定、サブフレームパターン設定、上りリンク－下りリ
ンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および／ま
たは、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、送信処理および受信処理を行うタイミング（
サブフレーム）を決定する。
【０１４６】
　上位層処理部３０１が備えるＣＳＩ報告制御部３０１７は、端末装置１のＣＳＩ報告を
制御する。ＣＳＩ報告制御部３０１７は、端末装置１がＣＳＩ参照リソースにおいてＣＱ
Ｉを導き出すために想定する、各種設定を示す情報を、送信部３０７を介して、端末装置
１に送信する。
【０１４７】
　制御部３０３は、上位層処理部３０１からの制御情報に基づいて、受信部３０５、およ
び送信部３０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部３０３は、生成した制御信号
を受信部３０５、および送信部３０７に出力して受信部３０５、および、送信部３０７の
制御を行なう。
【０１４８】
　受信部３０５は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ３０
９を介して端末装置１から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上位
層処理部３０１に出力する。無線受信部３０５７は、送受信アンテナ３０９を介して受信
された上りリンクの信号を、中間周波数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成
分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信された信号
の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディ
ジタル信号に変換する。
【０１４９】
　無線受信部３０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（ＧＩ）に相
当する部分を除去する。無線受信部３０５７は、ガードインターバルを除去した信号に対
して高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を行い、周波数領域の信号を抽出し多重分離部３０５５
に出力する。
【０１５０】
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　多重分離部１０５５は、無線受信部３０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、上りリンク参照信号などの信号に分離する。なお、この分離は、予め基地局装置３
が無線リソース制御部３０１１で決定し、各端末装置１に通知した上りリンクグラントに
含まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行なわれる。また、多重分離部３０５５
は、チャネル測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣ
Ｈの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部３０５５は、分離した上りリンク参照信号
をチャネル測定部３０５９に出力する。
【０１５１】
　復調部３０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（ＩＤＦＴ）し、変調シンボルを
取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれぞれに対して、ＢＰＳＫ（Binary P
hase Shift Keying）、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の予め定められた、または
自装置が端末装置１各々に上りリンクグラントで予め通知した変調方式を用いて受信信号
の復調を行なう。復調部３０５３は、端末装置１各々に上りリンクグラントで予め通知し
た空間多重される系列の数と、この系列に対して行なうプリコーディングを指示する情報
に基づいて、ＭＩＭＯ　ＳＭを用いることにより同一のＰＵＳＣＨで送信された複数のＵ
Ｌ－ＳＣＨデータの変調シンボルを分離する。
【０１５２】
　復号化部３０５１は、復調されたＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定め
られた符号化方式の、予め定められた、又は自装置が端末装置１に上りリンクグラントで
予め通知した符号化率で復号を行ない、復号したＵＬ－ＳＣＨデータと、上りリンク制御
情報を上位層処理部１０１へ出力する。ＰＵＳＣＨが再送信の場合は、復号化部３０５１
は、上位層処理部３０１から入力されるＨＡＲＱバッファに保持している符号化ビットと
、復調された符号化ビットを用いて復号を行なう。チャネル測定部３０５９は、多重分離
部３０５５から入力された上りリンク参照信号から伝搬路の推定値、チャネルの品質など
を測定し、多重分離部３０５５および上位層処理部３０１に出力する。
【０１５３】
　送信部３０７は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下りリンク制御
情報、ＤＬ－ＳＣＨデータを符号化、および変調し、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣ
ＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ３０９を介し
て端末装置１に信号を送信する。
【０１５４】
　送信部３０７は、種々の下りリンク制御情報を、ＤＣＩフォーマットを介して送信する
。
【０１５５】
　符号化部３０７１は、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下
りリンク制御情報、およびＤＬ－ＳＣＨデータを、ブロック符号化、畳込み符号化、ター
ボ符号化等の予め定められた符号化方式を用いて符号化を行なう、または無線リソース制
御部３０１１が決定した符号化方式を用いて符号化を行なう。変調部３０７３は、符号化
部３０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ
等の予め定められた、または無線リソース制御部３０１１が決定した変調方式で変調する
。
【０１５６】
　下りリンク参照信号生成部３０７９は、基地局装置３を識別するための物理層セル識別
子（ＰＣＩ）などを基に予め定められた規則で求まる、端末装置１が既知の系列を下りリ
ンク参照信号として生成する。多重部３０７５は、変調された各チャネルの変調シンボル
と生成された下りリンク参照信号を多重する。つまり、多重部３０７５は、変調された各
チャネルの変調シンボルと生成された下りリンク参照信号をリソースエレメントに配置す
る。
【０１５７】
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　無線送信部３０７７は、多重された変調シンボルなどを逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ
）して、ＯＦＤＭ方式の変調を行い、ＯＦＤＭ変調されたＯＦＤＭシンボルにガードイン
ターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル
信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の同相成分および直交成分を
生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、中間周波数の信号を高周波
数の信号に変換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受
信アンテナ３０９に出力して送信する。なお、送受信アンテナ３０９は、送信アンテナと
受信アンテナが別であってもよい。例えば、送受信アンテナ３０９は、異なる数の送信ア
ンテナと受信アンテナで構成されてもよい。
【０１５８】
　ここで、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を端末装置
１へ送信（指示）するために使用される。例えば、下りリンク制御情報には、ＰＤＳＣＨ
のリソース割り当てに関する情報、ＭＣＳ（Modulation and Coding scheme）に関する情
報、スクランブリングアイデンティティ（スクランブリング識別子とも呼称される）に関
する情報、参照信号系列アイデンティティ（ベースシーケンスアイデンティティ、ベース
シーケンス識別子、ベースシーケンスインデックスとも呼称される）に関する情報などが
含まれる。
【０１５９】
　なお、基地局装置３は、ＬＴＥ信号の送受信に関する機能に加え、Ｗｉ－Ｆｉ信号（Ｗ
ＬＡＮ信号、ＲＬＡＮ信号）の送受信に関する機能がサポートされている場合には、上記
の受信部、送信部、チャネル測定部、制御部、上位層処理部、スケジューリング部、送受
信アンテナなどは、ＬＴＥ用とＷｉ－Ｆｉ用で個別に備えられてもよい。言い換えると、
基地局装置３は、ＬＴＥ信号に対応する回路／チップ（チップセット）とＷｉ－Ｆｉ信号
に対応する回路／チップ（チップセット）を個別に備えてもよい。また、基地局装置３は
、ＬＴＥ信号に対応する基地局装置とＷｉ－Ｆｉ信号に対応する基地局装置が備えられて
もよい。また、上記の受信部、送信部、チャネル測定部、制御部、上位層処理部、スケジ
ューリング部、送受信アンテナなどは、ＬＴＥ信号とＷｉ－Ｆｉ信号間で共有されてもよ
い。言い換えると、一部の装置については、ＬＴＥ信号とＷｉ－Ｆｉ信号は共通であって
もよい。例えば、ＲＦ部や増幅器などを備える送信部や受信部は、ＬＴＥ信号とＷｉ－Ｆ
ｉ信号を共通に処理してもよい。
【０１６０】
　また、基地局装置３は、ＬＴＥ信号の送受信に関する機能に加え、ＬＡＡ信号の送受信
に関する機能がサポートされている場合には、上記の受信部、送信部、チャネル測定部、
制御部、上位層処理部、スケジューリング部、送受信アンテナなどは、ＬＴＥ用とＬＡＡ
用で個別に備えられてもよい。言い換えると、基地局装置３は、ＬＴＥ信号に対応する回
路／チップ（チップセット）とＬＡＡ信号に対応する回路／チップ（チップセット）を個
別に備えてもよい。また、基地局装置３は、ＬＴＥ信号に対応する基地局装置とＬＡＡ信
号に対応する基地局装置が備えられてもよい。また、上記の受信部、送信部、チャネル測
定部、制御部、上位層処理部、スケジューリング部、送受信アンテナなどは、ＬＴＥ信号
とＬＡＡ信号間で共有されてもよい。言い換えると、一部の装置について、ＬＴＥ信号と
ＬＡＡ信号は共通に処理されてもよい。例えば、ＲＦ部や増幅器などを備える送信部や受
信部は、ＬＴＥ信号とＬＡＡ信号を共通に処理してもよい。
【０１６１】
　また、基地局装置３は、ＬＴＥ信号の送受信に関する機能に加え、ＬＡＡ信号の送受信
に関する機能およびＷｉ－Ｆｉ信号（ＷＬＡＮ信号、ＲＬＡＮ信号）の送受信に関する機
能がサポートされている場合には、上記の受信部、送信部、チャネル測定部、制御部、上
位層処理部、スケジューリング部、送受信アンテナなどは、ＬＡＡ用とＷｉ－Ｆｉ用で個
別に備えられてもよい。言い換えると、基地局装置３は、ＬＡＡ信号に対応する回路／チ
ップ（チップセット）とＷｉ－Ｆｉ信号に対応する回路／チップ（チップセット）を個別
に備えてもよい。また、基地局装置３は、ＬＡＡ信号に対応する基地局装置とＷｉ－Ｆｉ
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信号に対応する基地局装置が備えられてもよい。また、上記の受信部、送信部、チャネル
測定部、制御部、上位層処理部、スケジューリング部、送受信アンテナなどは、ＬＡＡ信
号とＷｉ－Ｆｉ信号間で共有されてもよい。言い換えると、一部の装置については、ＬＡ
Ａ信号とＷｉ－Ｆｉ信号は共通であってもよい。例えば、ＲＦ部や増幅器などを備える送
信部や受信部は、ＬＡＡ信号とＷｉ－Ｆｉ信号を共通に処理してもよい。
【０１６２】
　基地局装置３は、ＬＡＡセルに対して、ＰＤＳＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを送信する場合、お
よび／または、下りリンク参照信号を所定の条件（所定の周期）よりも短い間隔で送信す
る場合には、ＣＣＡ（Clear Channel Assessment）チェックを行ない、そのチャネル（コ
ンポーネントキャリア、無線リソース、周波数帯域）において、他のＬＡＡ基地局装置や
Ｗｉ－Ｆｉ機器から送信されていないこと（つまり、そのチャネルがクリアであること）
を確認してから、送信を開始する。そのチャネルを使用する前に、ＣＣＡを適用するメカ
ニズムをＬＢＴ（Listen Before Talk）と称する。ここで、本実施形態において、ＬＢＴ
とＣＣＡに差異はないものとみなす。また、基地局装置３および／または端末装置１は、
そのチャネル（コンポーネントキャリア、オペレーティングバンド）において、ＣＣＡを
、基地局装置３の下りリンク送信の直前だけでなく、常に行なっていてもよい。ＬＡＡセ
ルを構成可能な基地局装置においては、ＬＢＴはサポートされている。
【０１６３】
　次に、スモールセルについて説明する。
【０１６４】
　スモールセルとは、マクロセルに比べて低送信電力の基地局装置３によって構成される
、カバレッジが小さなセルの総称である。スモールセルは、カバレッジが小さく設定する
ことが可能であり、密に配置してもよい。スモールセルが構成可能な基地局装置３は、マ
クロセルが構成可能な基地局装置と異なる場所に配置されてもよい。また、密に配置され
るスモールセル同士は同期され、スモールセルクラスター（Small cell Cluster）として
構成することができる。スモールセルクラスター内のスモールセル間は、バックホール（
光ファイバー、Ｘ２インターフェース、Ｓ１インターフェース）で接続され、スモールセ
ルクラスター内のスモールセルでは、ｅＩＣＩＣ（enhanced Inter-Cell Interference C
oordination）、ＦｅＩＣＩＣ（Further enhanced Inter-Cell Interference Coordinati
on）、ＣｏＭＰ（Coordinated Multi-Point transmission/reception）などの干渉抑制技
術を適用することができる。スモールセルは、マクロセルと異周波数帯で運用されてもよ
いし、同周波数帯で運用されてもよい。特に、伝搬路減衰（パスロス）の観点から、スモ
ールセルをマクロセルに比べて高周波数帯で運用することで、より小さなカバレッジで構
成することが可能である。
【０１６５】
　異なる周波数帯またはインターバンドで運用されるスモールセルは、マクロセルとキャ
リアアグリゲーション技術またはデュアルコネクティビティ技術を用いて運用されてもよ
い。
【０１６６】
　また、スモールセルは、マクロセルと同一周波数またはイントラバンドで運用されても
よい。スモールセルは、マクロセルのカバレッジ外で運用されてもよい。また、スモール
セルの基地局装置３は、マクロセルの基地局装置と同一の場所に配置されてもよい。
【０１６７】
　また、あるセルがマクロセルかスモールセルかは、基地局装置３で認識するものであり
、端末装置１が認識する必要はない。例えば、基地局装置３は端末装置１に対して、マク
ロセルをＰｃｅｌｌとして設定し、スモールセルをＳｃｅｌｌまたはＰＳＣｅｌｌとして
設定することができる。いずれの場合においても、端末装置１はＰＣｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ
またはＰＳＣｅｌｌとして認識するだけでよく、マクロセルまたはスモールセルとして認
識する必要はない。
【０１６８】



(26) JP WO2016/072495 A1 2016.5.12

10

20

30

40

50

　次に、キャリアアグリゲーション技術およびデュアルコネクティビティ技術の詳細につ
いて説明する。
【０１６９】
　端末装置１の能力（性能、機能）に依存して、セカンダリーセルはプライマリーセルと
一緒にサービングセルのセットを構成して設定される。つまり、セカンダリーセルはリス
ト化され、管理される。端末装置１に設定される下りリンクのコンポーネントキャリアの
数は端末装置１に設定される上りリンクコンポーネントキャリアの数よりも多いか同じで
なければならず、上りリンクコンポーネントキャリアのみをセカンダリーセルとして設定
することはできない。
【０１７０】
　端末装置１は、ＰＵＣＣＨの送信に常にプライマリーセルおよびプライマリーセカンダ
リーセルを用いる。言い換えると、端末装置１は、プライマリーセルおよびプライマリー
セカンダリーセル以外のセカンダリーセルで、ＰＵＣＣＨを送信することを期待しない。
【０１７１】
　セカンダリーセルの再設定／追加／変更／削除／リリースはＲＲＣ層によって行われる
。つまり、上位層のシグナリングを介して、セカンダリーセルの再設定／追加／変更／削
除／リリースが行なわれてもよい。
【０１７２】
　新しいセカンダリーセルを追加するとき、専用ＲＲＣシグナリング（上位層シグナリン
グ）によって新しいセカンダリーセルが必要とされる全てのシステム情報を送信する。す
なわち、ＲＲＣコネクテッドモードにおいては、報知によってシステム情報（例えば、Ｍ
ＩＢ）をセカンダリーセルから直接得る必要はない。つまり、端末装置１は、セカンダリ
ーセルから放置情報が送信されることを期待しない。
【０１７３】
　キャリアアグリゲーションが設定されたとき（少なくとも１つのセカンダリーセルが設
定されたとき）、セカンダリーセルのアクティベーション／デアクティベーションの機能
がサポートされる。なお、プライマリーセルはアクティベーション／デアクティベーショ
ンの機能は適用されない。つまり、プライマリーセルは、常にアクティベーションとみな
される。セカンダリーセルがデアクティベーションに設定されているとき、端末装置１は
、対応するＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣＨを受信する必要がないし、また、対応する上りリ
ンク信号で送信しなくてもよいし、ＣＳＩ測定を行なう必要もない。反対に、セカンダリ
ーセルがアクティベーションに設定されたとき、端末装置１は、対応するＰＤＳＣＨとＰ
ＤＣＣＨを受信するため、ＣＱＩ測定／ＰＭＩ測定／ＲＩ測定／ＣＳＩ測定を行なっても
よい。
【０１７４】
　アクティベーション／デアクティベーションの仕組みは、ＭＡＣ　ＣＥとデアクティベ
ーションタイマーの組み合わせに基づいてもよい。ＭＡＣ　ＣＥはセカンダリーセルのア
クティベーションとデアクティベーションの情報をビットマップで通知する。１がセット
されたビットは、そのビットに対応するセカンダリーセルのアクティベーションを示し、
０がセットされたビットは、そのビットに対応するセカンダリーセルのデアクティベーシ
ョンを示す。つまり、端末装置１は、そのビットの値に基づいて、そのセカンダリーセル
がアクティベーションであるかデアクティベーションであるかを識別できる。
【０１７５】
　なお、端末装置１に設定されたセカンダリーセルは、初期状態（デフォルト状態）とし
てデアクティベーションが設定されている。つまり、端末装置１に対して、セカンダリー
セルに対する種々のパラメータが設定されたとしても、すぐにそのセカンダリーセルを用
いて通信が行なえるとは限らない。
【０１７６】
　次に、ＭＡＣ　ＣＥの一例について説明する。
【０１７７】
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　アクティベーション／デアクティベーションＭＡＣ　ＣＥの構成の一例を説明する。Ｍ
ＡＣ　ＣＥは、固定サイズであって、７つのＣｉフィールドと１つのＲフィールドで構成
されていて、次のように定義される。Ｃｉは、セカンダリーセルインデックス（SCellInd
ex）ｉに設定されたセカンダリーセルがある場合、Ｃｉフィールドはセカンダリーセルイ
ンデックスｉを伴うセカンダリーセルのアクティベーション／デアクティベーションの状
態を示す。セカンダリーセルインデックスｉが設定されたセカンダリーセルがない場合、
端末装置１はＣｉフィールドを無視する。Ｃｉフィールドが“１”にセットされている場
合、セカンダリーセルインデックスｉを伴うセカンダリーセルがアクティベートされるこ
とを示す。Ｃｉフィールドが“０”にセットされている場合、セカンダリーセルインデッ
クスｉを伴うセカンダリーセルがデアクティベートされていることを示す。また、Ｒは、
リザーブされたビットであり、“０”にセットされている。
【０１７８】
　ＬＡＡセルの増加に伴い、セカンダリーセルインデックスが追加または増加した場合、
アクティベーション／デアクティベーションＭＡＣ　ＣＥの構成が変更されてもよい。セ
カンダリーセルインデックスの増加分のＣｉフィールドが追加されてもよい。例えば、セ
カンダリーセルインデックスが７つ追加または増加された場合、Ｃｉフィールドも追加／
増加されてもよい。ＭＡＣ　ＣＥに追加される場合、１オクテット（８ビット）から２オ
クテット（１６ビット）以上になってもよい。追加されたＣｉフィールドを含めたセカン
ダリーセルのうち、アクティベーションが指示／設定されるセカンダリーセルは、最大４
つまでであってもよい。アクティベーションされるセカンダリーセルの最大数は、ＲＦパ
ラメータに基づいて決定されてもよい。例えば、プライマリーセルを含む１０セル分の同
時送信／受信が可能であれば、Ｃｉフィールドを用いて、プライマリーセルセルを除く９
セル分のアクティベーションが指示／設定／選択されてもよい。また、プライマリーセル
を含む５セル分の同時送信／受信が可能であれば、Ｃｉフィールドを用いて、プライマリ
ーセルを除く４セル分のアクティベーションが指示／設定／選択されてもよい。
【０１７９】
　Ｃｉフィールドを拡張することによって、ＬＡＡセルおよびＬＴＥセカンダリーセルの
アクティベーション／デアクティベーションを切り替えることにより、多くのセルのアク
ティベーション／デアクティベーションを１度に指示することができる。
【０１８０】
　端末装置１がＬＡＡセルで通信する機能をサポートしている場合、且つ、５セル以上の
セカンダリーセルが設定可能である場合には、基地局装置３は、セカンダリーセルインデ
ックスを拡張して設定してもよい。基地局装置３は、端末装置１に対して、例えば、ＬＴ
Ｅバンド（ＬＴＥキャリア周波数をサポートしているバンド、例えば、２．４ＧＨｚ帯）
に対応するセカンダリーセルインデックスとＬＡＡバンド（ＬＡＡキャリア周波数をサポ
ートしているバンド、例えば、５ＧＨｚ帯）に対応するセカンダリーセルインデックスを
設定してもよい。基地局装置３は、その端末装置１に対して、それぞれのセカンダリーセ
ルをリスト化して設定してもよい。また、基地局装置３は、その端末装置１に対して、セ
カンダリーセルインデックスを拡張してもよい。つまり、ＬＡＡセルが設定可能な端末装
置に対しては、セカンダリーセルの最大数が４セル以上に拡張されてもよい。
【０１８１】
　端末装置１は、ＬＡＡセルに対して、ＤＭＴＣが設定された場合、同時に、ＲＬＭが行
なわれてもよい。つまり、端末装置１は、ＬＡＡセルにおいて、ＤＭＴＣのサブフレーム
内において、ＤＳが検出できなかった場合、同期外れとみなし、ＤＳが検出できた場合に
は、同期内とみなす。所定の回数、連続して同期外れとみなした場合、端末装置１の物理
層は、端末装置１の上位層に対して、物理層問題を検出したことを通知する。端末装置１
の上位層は、その情報を受けて、そのＬＡＡセルにおいて、受信および送信を行なわなく
てもよい。また、端末装置１の上位層は、基地局装置３の上位層に対して、物理層問題が
検出されたことを通知してもよい。基地局装置３は、その通知を受けて、ＬＡＡセルのセ
ルリストを更新／再設定してもよい。ＬＡＡセルのセルリストを再設定した場合、基地局
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装置３は、上位層シグナリングを介して、再設定情報を端末装置に送信してもよい。
【０１８２】
　次に、セカンダリーセルに対するデアクティベーションタイマー（DeactivationTimer
）の一例について説明する。
【０１８３】
　デアクティベーションタイマーは、デアクティベーションタイマーが設定されたセカン
ダリーセルに対する維持時間に関連するタイマーである。端末装置１は、セカンダリーセ
ル毎にデアクティベーションタイマーを保持し、デアクティベーションタイマーが満了す
ると、満了したデアクティベーションタイマーに関連するセカンダリーセルをデアクティ
ベーションに設定する。
【０１８４】
　セカンダリーセルに対するデアクティベーションタイマーの初期値は、上位層パラメー
タ（sCellDeactivationTimer-r10）を用いて設定される。セカンダリーセルに対するデア
クティベーションタイマーの初期値は、例えば、無線フレームの数に関連する値であるｒ
ｆ２、ｒｆ４、ｒｆ８、ｒｆ１６、ｒｆ３２、ｒｆ６４、ｒｆ１２８の内から１つが設定
される。ここで、ｒｆ２は、２無線フレームに対応し、ｒｆ４は、４無線フレームに対応
し、ｒｆ８は、８無線フレームに対応し、ｒｆ１６は、１６無線フレームに対応し、ｒｆ
３２は、３２無線フレームに対応し、ｒｆ６４は、６４無線フレームに対応し、ｒｆ１２
８は、１２８無線フレームに対応する。ここで、１無線フレームは、１０サブフレーム（
２０スロット）で構成されている。
【０１８５】
　なお、セカンダリーセルに対するデアクティベーションタイマーに関連するフィールド
（パラメータsCellDeactivationTimer-r10）は、１つ以上のセカンダリーセルが設定され
た端末装置１に対して設定される。
【０１８６】
　なお、デアクティベーションタイマーに関連するフィールドが存在しない場合、端末装
置１は、デアクティベーションタイマーに関連するフィールドの既存の値を削除し、値と
して無限大（infinity）が設定されていると仮定してもよい。
【０１８７】
　なお、端末装置１に対して、セカンダリーセルに対するデアクティベーションタイマー
に関連するフィールドが１つだけ設定される場合には、各セカンダリーセルに同じデアク
ティベーションタイマーの初期値が適応される（デアクティベーションタイマーに関連す
る機能は各セカンダリーセルで独立に実行される）。
【０１８８】
　アクティベーション／デアクティベーションの仕組みの一例について説明する。
【０１８９】
　セカンダリーセルのアクティベーションを指示するＭＡＣ　ＣＥを受信した場合、端末
装置１は、ＭＡＣ　ＣＥによってアクティベーションが設定されたセカンダリーセルをア
クティベーションとして設定する。ここで、端末装置１は、ＭＡＣ　ＣＥによってアクテ
ィベーションが設定されたセカンダリーセルに対して、以下のオペレーションを行なうこ
とができる。そのオペレーションは、セカンダリーセルでのＳＲＳの送信、セカンダリー
セルに対するＣＱＩ（Channel Quality Indicator）／ＰＭＩ（Precoding Matrix Indica
tor）／ＲＩ（Rank Indicator）／ＰＴＩ（Precoding Type Indicator）の報告、セカン
ダリーセルでの上りリンクデータ（UL-SCH）の送信、セカンダリーセルでのＲＡＣＨの送
信、セカンダリーセルでのＰＤＣＣＨのモニタ、セカンダリーセルに対するＰＤＣＣＨの
モニタである。
【０１９０】
　セカンダリーセルのアクティベーションを指示するＭＡＣ　ＣＥを受信した場合、端末
装置１は、ＭＡＣ　ＣＥによってアクティベーションが設定されたセカンダリーセルに関
連するデアクティベーションタイマーをスタートまたはリスタートする。なお、スタート
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とは、値を保持してタイマーのカウントが開始することである。なお、リスタートとは、
値を初期値に設定してタイマーのカウントが開始することである。
【０１９１】
　セカンダリーセルのアクティベーションを指示するＭＡＣ　ＣＥを受信した場合、端末
装置１は、送信電力余力（パワーヘッドルーム（ＰＨＲ））の送信をトリガする。
【０１９２】
　セカンダリーセルのデアクティベーションを指示するＭＡＣ　ＣＥを受信した場合、も
しくは、セカンダリーセルに関連付けられているデアクティベーションタイマーが満了し
た場合、端末装置１は、ＭＡＣ　ＣＥによってデアクティベーションが設定されたセカン
ダリーセルをデアクティベーションとして設定する。
【０１９３】
　セカンダリーセルのデアクティベーションを指示するＭＡＣ　ＣＥを受信した場合、も
しくは、セカンダリーセルに関連付けられているデアクティベーションタイマーが満了し
た場合、端末装置１は、ＭＡＣ　ＣＥによってデアクティベーションが設定されたセカン
ダリーセルに関連するデアクティベーションタイマーをストップする。
【０１９４】
　セカンダリーセルのデアクティベーションを指示するＭＡＣ　ＣＥを受信した場合、も
しくは、セカンダリーセルに関連付けられているデアクティベーションタイマーが満了し
た場合、端末装置１は、ＭＡＣ　ＣＥによってデアクティベーションが設定されたセカン
ダリーセルに関連する全てのＨＡＲＱバッファをフラッシュする。
【０１９５】
　アクティベーションされたセカンダリーセルにおけるＰＤＣＣＨが、下りリンクグラン
ト（DL grant: Downlink grant）または上りリンクグラント（UL grant: Uplink grant）
を示す場合、もしくは、アクティベーションされたセカンダリーセルをスケジューリング
するサービングセルにおけるＰＤＣＣＨが、アクティベーションされたセカンダリーセル
に対する下りリンクグラントまたはアクティベーションされたセカンダリーセルに対する
上りリンクグラントを示す場合、端末装置１は、アクティベーションされたセカンダリー
セルに関連するデアクティベーションタイマーをリスタートする。
【０１９６】
　セカンダリーセルがデアクティベーションである場合、端末装置１は、デアクティベー
ションのセカンダリーセルに対して、特定のオペレーションを行なわなくてもよい。その
オペレーションとは、セカンダリーセルでＳＲＳの送信、セカンダリーセルに対するＣＱ
Ｉ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩの報告、セカンダリーセルで上りリンクデータ（UL-SCH）の送
信、セカンダリーセルでＲＡＣＨの送信、セカンダリーセルでＰＤＣＣＨのモニタ、セカ
ンダリーセルに対するＰＤＣＣＨのモニタである。言い換えると、基地局装置３は、デア
クティベーションのセカンダリーセルに対して、特定のオペレーションを行なわなくても
よい。
【０１９７】
　セカンダリーセルに対して、下りリンク（下りリンクセル）しか設定されていない場合
、端末装置１は、デアクティベーションのセカンダリーセルに対して、特定のオペレーシ
ョンを行なわなくてもよい。そのオペレーションとは、セカンダリーセルに対するＣＱＩ
／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩの報告、セカンダリーセルに対するＵＬ－ＳＣＨデータの送信、
セカンダリーセルに対するＲＡＣＨの送信、セカンダリーセルに対するＰＤＣＣＨのモニ
タであってもよい。言い換えると、基地局装置３は、デアクティベーションのセカンダリ
ーセルに対して、特定のオペレーションを行なわなくてもよい。
【０１９８】
　ランダムアクセスプロシージャ（Random Access procedure）を実行中のセカンダリー
セルに対してデアクティベーションが設定された場合、端末装置１は、実行中のランダム
アクセスプロシージャを中止してもよい。
【０１９９】
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　端末装置１は、ＬＴＥセカンダリーセルに対するアクティベーションコマンドをＭＡＣ
　ＣＥを介して受信した場合、最小要件に基づいて、そのＬＴＥセカンダリーセルをＣＳ
Ｉ報告などのアクティベーションの状態における処理が行なえるようにする。例えば、サ
ブフレームｎでアクティベーションコマンドを受信した場合、サブフレームｎ＋Ｘ（Ｘは
、８～３４サブフレームのいずれか）で、所定の処理が行なえるように、時間周波数同期
などを行なう。
【０２００】
　端末装置１は、ＬＡＡセカンダリーセルに対するアクティベーションコマンドをＭＡＣ
　ＣＥを介して受信した場合、最小要件に基づいて、そのＬＡＡセカンダリーセルをＣＳ
Ｉ報告などのアクティベーションの状態における処理が行なえるようにする。例えば、サ
ブフレームｎでアクティベーションコマンドを受信した場合、サブフレームｎ＋Ｙ（例え
ば、Ｙは、８サブフレーム）で、所定の処理が行なえるように、時間周波数同期などを行
なう。つまり、ＬＴＥセカンダリーセルとＬＡＡセカンダリーセルで、最小要件は、異な
ってもよい。
【０２０１】
　端末装置１は、ＬＡＡセカンダリーセルに対するアクティベーションコマンド（アクテ
ィベーションに関連するＤＣＩ）をＰＤＣＣＨ／ＤＣＩフォーマットを介して受信した場
合、最小要件に基づいて、そのＬＡＡセカンダリーセルをＣＳＩ報告などのアクティベー
ションの状態における処理が行なえるようにする。その最小要件は、上位層パラメータと
して設定されてもよい。例えば、サブフレームｎでアクティベーションコマンドを受信し
た場合、サブフレームｎ＋Ｚ（例えば、Ｚは、０サブフレーム）で、所定の処理が行なえ
るように、時間周波数同期などを行なう。つまり、アクティベーションコマンドを、どの
シグナリングから受信するかによって、最小要件は異なってもよい。
【０２０２】
　なお、ＤＳが設定されることはＤＳに関連するパラメータが設定されることであり、例
えば、ＤＳに関連する物理セル識別子（PCID: physical cell ID, physCellID, physical
layer cell ID）、ＤＳに関連する仮想セル識別子（VCID: virtual cell ID）、ＤＳに関
連するＣＳＩ－ＲＳリソースエレメント設定（CSI-RS RE configuration）、ＤＳに関連
するＣＳＩ－ＲＳサブフレーム設定（CSI-RS subframe configuration）の何れが設定さ
れることでもよい。ここで、ＤＳに関連するＣＳＩ－ＲＳサブフレーム設定とは、ＤＳ機
会（DS occasion）におけるＳＳＳ（secondary synchronization signal）とＣＳＩ－Ｒ
Ｓとの間のサブフレームオフセットに等しいことが好ましい。
【０２０３】
　なお、ＤＳの機能は、ＤＳに基づく下りリンクの時間領域の同期（time synchronizati
on）、ＤＳに基づく下りリンクの周波数の同期（frequency synchronization）、ＤＳに
基づくセル／送信ポイントの特定（cell/transmission point identification）、ＤＳに
基づくＲＳＲＰの測定（RSRP measurement）、ＤＳに基づくＲＳＲＱの測定（RSRQ measu
renet）、ＤＳに基づく端末装置１の地理的な位置の測定（UE Positioning）、ＤＳに基
づくＣＳＩの測定（CSI measurement）などであってもよい。
【０２０４】
　ＤＳは、複数の信号により構成される。一例として、ＤＳは、ＰＳＳ、ＳＳＳおよびＣ
ＲＳにより構成される。また、端末装置１にＣＳＩ－ＲＳに基づくＤＳ測定（CSI-RS-bas
ed DS measurement）が設定された場合、ＤＳは、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳおよびＣＳＩ
－ＲＳにより構成されることが好ましい。
【０２０５】
　ＤＳは、ＤＳ測定タイミング設定（DMTC: DS measurement timing configurations）内
のＤＳ機会（DS occasion）において送信されることが好ましい。なお、ＤＭＴＣは周期
とオフセットによって通知される（設定される）ことが好ましい。ＤＭＴＣの通知（設定
）には、更に最大許容測定帯域幅（Maximum allowed measurement bandwidth）、隣接セ
ルのＭＢＳＦＮサブフレーム設定、隣接セルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａ
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ｔｉｏｎを用いてもよい。
【０２０６】
　ＤＭＴＣに設定される周期とオフセットは、ＬＴＥセルとＬＡＡセルとで選択可能な値
が異なってもよい。ＬＴＥセルでは、２０ｍｓ（２０サブフレーム）は選択できないが、
ＬＡＡセルでは、２０ｍｓを選択できてもよい。オフセットも周期合わせて選択可能な値
が変更されてもよい。
【０２０７】
　なお、端末装置１にＣＳＩ－ＲＳに基づくＤＳ測定（CSI-RS-based DS measurement）
が設定された場合、ＤＭＴＣの通知（設定）に加えて、隣接送信ポイントリスト（neighb
our TPs list）が通知されてもよい。隣接送信ポイントリストは、各送信ポイントの識別
に関する情報、各送信ポイントの同期を補助するための情報が含まれることが好ましい。
【０２０８】
　なお、端末装置１にＣＲＳに基づくＤＳ測定（CRS-based DS measurement）が設定され
た場合、ＤＭＴＣの通知（設定）に加えて、隣接セルリスト（neighbour cells list）が
通知されてもよい。隣接セルリストは、隣接セルの物理セル識別子（PCID: physical cel
l ID, physCellID, physical layer cell ID）に関する情報を含むことが好ましい。
【０２０９】
　次に、免許不要バンド（アンライセンスバンド）について説明する。
【０２１０】
　免許バンド（ライセンスバンド）とは、政府または周波数管理者によって免許が与えら
れるバンドであって、電気通信業務用に使用されるバンドである。免許不要バンド（アン
ライセンスバンド）とは、無線LAN等の特定小電力無線局で使用される免許を必要としな
いバンドである。例えば、アンライセンスバンドは２．４ＧＨｚ、および／または、５Ｇ
Ｈｚ（５１５０－５３５０ＭＨｚ、５４７０－５７２５ＭＨｚ、５７２５－５８５０ＭＨ
ｚ）であってもよい。
【０２１１】
　例えば、アンライセンスバンドにおいてＬＴＥに基づく通信を可能とし、ライセンスバ
ンドのセルとアンライセンスバンドのセルでセルアグリゲーションを行うことで、効率的
な通信が可能となる。なお、ライセンスバンドのセルとアンライセンスバンドのセルでセ
ルアグリゲーションを行うことをＬＴＥ－Ｕ（LTE-Unlicensed）、ＬＡＡ（Licensed ass
isted access）またはライセンスバンドを支援するアクセスと称する。
【０２１２】
　ライセンスバンドのセルとアンライセンスバンドのセルのセルアグリゲーションは、ラ
イセンスバンドのセルをプライマリーセルに設定し、アンライセンスバンドのセルをセカ
ンダリーセルに設定することが好ましい。
【０２１３】
　ライセンスバンドのセルとアンライセンスバンドのセルのセルアグリゲーションにおい
て、ライセンスバンドのセルとアンライセンスバンドのセルは非同期で運用されてもよい
。すなわち、ライセンスバンドのセルとアンライセンスバンドのセルはデュアルコネクテ
ィビティで運用されてもよい。
【０２１４】
　アンライセンスバンドのセルはスタンドアロンで運用されないことが好ましい。
【０２１５】
　ライセンスバンドのセルは制御データとユーザーデータの通信に用いられ、アンライセ
ンスバンドのセルはユーザーデータの通信に用いられることが好ましい。なお、アンライ
センスバンドのセルは下りリンクの通信に使用される無線リソースのみが存在することが
好ましい、換言すると、アンライセンスバンドのセルは上りリンクの通信に使用される無
線リソースが存在しないことが好ましい。すなわち、アンライセンスバンドのセルは下り
リンクのユーザーデータ送信のみに使用されることが好ましい。
【０２１６】
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　ライセンスバンドのセルは、ＦＤＤ方式、または、上りリンク－下りリンク設定０～６
を用いるＴＤＤ方式が適用されることが好ましい。
【０２１７】
　アンライセンスバンドのセルは、ＦＤＤ方式、または、上りリンク－下りリンク設定０
～６を用いるＴＤＤ方式が適用されることが好ましい。
【０２１８】
　アンライセンスバンドのセルは、下りリンクの通信に使用される無線リソース（下りリ
ンクキャリア）のみが存在するＦＤＤ方式、または、上りリンク－下りリンク設定７を用
いるＴＤＤ方式が適用されることが好ましい。
【０２１９】
　なお、ＬＡＡセルに対して、上りリンク－下りリンク設定７がセットされてもよい。こ
こで、上りリンク－下りリンク設定７は、すべて下りリンクサブフレームまたは、スペシ
ャルサブフレームであってもよい。スペシャルサブフレームの場合、端末装置１および基
地局装置３は、ＧＰまたはＵｐＰＴＳでＬＢＴを行なってもよい。
【０２２０】
　ＬＡＡセルは、ＰＢＣＨ、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＳＩＢのうち一部
もしくは全てが送信されなくてもよい。すなわち、ＬＡＡセルは、ＰＢＣＨ、ＰＳＳ、Ｓ
ＳＳ、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＳＩＢのうち一部のみが送信されてもよい。
【０２２１】
　ＬＡＡセルは、ＰＢＣＨ、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＳＩＢのうち一部
もしくは全てのパラメータがＬＴＥセルとは異なる値に設定できることが好ましい。
【０２２２】
　基地局装置３は、他のＲＡＴと共有するオペレーティングバンドにおいて、他のＲＡＴ
の通信との衝突を避けるための衝突回避手段を備えることが好ましい。例えば、基地局装
置がＬＡＡセルにおける通信を開始する前に、送信しようとする周波数（チャネル）の利
用状況を検知して、通信中であれば一定時間たってから再度通信を試みる機能（ＣＳ（Ca
rrier Sense）、ＬＢＴ（Listen Before Talk））を備えることが好ましい。
【０２２３】
　基地局装置３と端末装置１の通信に使用可能なバンド（E-UTRA operating bands）は、
基地局装置３と端末装置１が共有するテーブルによって管理されてもよい。例えば、通信
に使用可能なバンド（E-UTRA operating bands）はインデックスで管理され、所定のイン
デックスに対応するバンドがライセンスバンドであり、所定のインデックスに対応するバ
ンドがアンライセンスバンドであってもよい。尚、通信に使用可能なバンド（E-UTRA ope
rating bands）のインデックスはFreqBandIndicatorとして端末能力情報（UECapabilityI
nformation）のメッセージとして端末装置１から送信されてもよい。尚、通信に使用可能
なバンド（E-UTRA operating bands）のインデックスは、上りリンクとして運用されるバ
ンドと下りリンクとして運用されるバンドと多重化モード（ＦＤＤ方式、または、ＴＤＤ
方式）が関連付けられていることが好ましい。
【０２２４】
　端末装置１がアンライセンスバンドでの通信に関する機能（能力）をサポートしている
場合、アンライセンスバンドでの通信に関する機能をサポートしているか否かを基地局装
置３に通知してもよい。すなわち、アンライセンスバンドでの通信に関する機能のサポー
トに関する情報を端末能力情報（UECapabilityInformation）のメッセージとして端末装
置１から送信されてもよい。例えば、アンライセンスバンドでの通信に関する機能のサポ
ートに関する情報は、物理レイヤーに関するパラメータ（PhyLayerParameters）に含まれ
てもよい。
【０２２５】
　端末装置１がアンライセンスバンドでの通信に関する機能をサポートしている場合、ア
ンライセンスバンドでの通信に関する機能のサポートに関する情報はバンド毎に保持（設
定）され、かつ、端末能力情報（UECapabilityInformation）のメッセージとして端末装
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置１から送信されてもよい。例えば、アンライセンスバンドでの通信に関する機能のサポ
ートに関する情報は、無線周波数に関するパラメータ（RF-Parameters）に含まれてもよ
い。
【０２２６】
　なお、端末装置１のアンライセンスバンドでの通信に関する機能とは、ＣＳまたはＬＢ
Ｔに関する機能であってもよい。なお、端末装置１のアンライセンスバンドでの通信に関
する機能とは、上りリンク－下りリンク設定が７に関する機能であってもよい。
【０２２７】
　なお、本実施形態において、端末装置１は、ＤＳが設定されたセルに対して、デアクテ
ィベーションの状態のセルであってもＤＳの受信を行なうことができる。また、端末装置
１は、ＤＳが設定されたセルに対して、そのセルがデアクティベーションの状態であれば
、ＤＳ以外の下りリンク信号を受信できることを期待しない。つまり、端末装置１は、Ｄ
Ｓが設定されたセルに対して、そのセルがデアクティベーションの状態であれば、ＤＳ以
外の下りリンク信号を受信しなくてもよい。基地局装置３は、ＤＳを設定したデアクティ
ベーションのセルに対して、ＤＳ以外の下りリンク信号を送信しなくてもよい。
【０２２８】
　なお、本実施形態において、端末装置１は、デアクティベーションが設定されたＬＡＡ
セルに対するＰＤＣＣＨを受信してもよい。
【０２２９】
　また、端末装置１は、ＬＡＡセルに対するＰＤＣＣＨまたはＤＣＩフォーマットに基づ
いて、アクティベーション／デアクティベーションが切り替えられてもよい。
【０２３０】
　また、端末装置１は、デアクティベーションのＬＡＡセルに対して、ＰＤＣＣＨまたは
ＤＣＩフォーマットに基づいて、測定結果（ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、ＣＳＩ）を報告しても
よい。
【０２３１】
　また、端末装置１は、ＬＡＡセルに対して、ＰＤＣＣＨまたはＤＣＩフォーマットに基
づいて、デアクティベーションタイマーが起動されてもよい。
【０２３２】
　なお、本実施形態において、端末装置１は、セカンダリーセルに対してＲＬＭを行なう
機能をサポートしていることを基地局装置３に通知してもよい。
【０２３３】
　なお、本実施形態において、ＬＡＡセルを介して通信可能な端末装置１／基地局装置３
は、ＬＢＴに関する機能をサポートしてもよい。
【０２３４】
　ＬＢＴに関する機能がサポートされている端末装置１は、ＬＢＴが設定されたセルに対
して、ＲＬＭを行なってもよい。
【０２３５】
　ＬＢＴに関する機能がサポートされている端末装置１は、ＲＬＭを行なうＬＡＡセルに
対して、物理層問題を検出してもよい。
【０２３６】
　ＬＢＴに関する機能には、Ｗｉ－Ｆｉ信号に対するキャリアセンス（ＣＳ）に関する機
能とＷｉ－Ｆｉ信号以外のエネルギー検出（ＥＤ）に関する機能が含まれてもよい。また
、ＬＢＴに関する機能は、セル毎またはオペレーティングバンド毎に設定されてもよい。
【０２３７】
　ＬＢＴに関する機能には、ＤＦＳ（Dynamic Frequency Selection）またはＤＣＳ（Dyn
amic Carrier Selection）に関する機能が含まれてもよい。端末装置１および／または基
地局装置３は、ＬＢＴが設定されたセルまたはキャリア周波数（オペレーティングバンド
）において、レーダー波形／レーダー信号を検出した場合には、ＤＦＳまたはＤＣＳの機
能に基づいて、そのセル／キャリア周波数での通信を回避する。例えば、ＤＦＳ／ＤＣＳ
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の機能として、セルリストの再設定（追加／変更、削除）があってもよい。また、ＤＦＳ
／ＤＣＳの機能として、セカンダリーセルに対するアクティベーション／デアクティベー
ションの再設定があってもよい。また、ＤＦＳ／ＤＣＳの機能として、クロスキャリアス
ケジューリングがあってもよい。ここで、レーダー波形／レーダー信号をレーダーと称す
る。
【０２３８】
　あるセル／あるキャリア周波数において、レーダーを検出した端末装置１は、そのセル
（キャリア周波数）に対して、すべての下りリンク信号が送信されることを期待しない。
また、その端末装置１は、そのセルに対する下りリンクグラントまたは上りリンクグラン
トを受信することを期待しない。また、あるセルにおいてレーダーを検出した基地局装置
３は、そのセルに対して、すべての下りリンク信号を送信しなくてもよい。また、その基
地局装置３は、そのセルに対するＣＳＩ報告や測定報告が送信されることを期待しない。
【０２３９】
　ＬＡＡセルで通信可能な基地局装置３は、ＤＳとしてのＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳ／ＣＳ
Ｉ－ＲＳを送信する場合、バースト時間（Duration）をプリアンブルの送信を考慮して設
定してもよい。例えば、１度の送信で４ｍｓまでしかサポートされていないオペレーティ
ングバンドにおいては、プリアンブルとＤＳのバースト時間を考慮して、ＳＳＳとＣＳＩ
－ＲＳのサブフレームオフセットは４ｍｓ（４サブフレーム）以下に設定されてもよい。
つまり、ＤＳのバースト時間は、オペレーティングバンドによって、変更されてもよい。
ここで、プリアンブルは、信号間の時間的な隙間を埋めるために送信されるデータを含ま
ない信号である。
【０２４０】
　プリアンブルは、ＯＦＤＭシンボル毎に、送信できることが好ましい。つまり、プリア
ンブルは、１ＯＦＤＭシンボルで構成されることが好ましい。
【０２４１】
　プリアンブルに用いられる系列は、１ＯＦＤＭシンボル毎に、スクランブリング系列生
成器または擬似乱数系列生成器が初期化されることが好ましい。例えば、プリアンブルの
系列は、ＣＲＳ（アンテナポート０および／またはアンテナポート１）と同様の系列で生
成されることが好ましい。また、プリアンブルの系列は、ＭＢＳＦＮ　ＲＳと同様の方法
で生成されることが好ましい。また、プリアンブルの系列は、ＰＲＳと同様の方法で生成
されることが好ましい。また、プリアンブルの系列は、ＰＲＡＣＨプリアンブルフォーマ
ット４と同様の方法で生成されることが好ましい。なお、リソースマッピングについても
同様である。つまり、プリアンブルのリソースマッピングもＣＲＳ（アンテナポート０お
よび／またはアンテナポート１）やＭＢＳＦＮ　ＲＳ、ＰＲＳ、ＵＬ　ＤＭＲＳ、ＳＲＳ
、ＰＲＡＣＨプリアンブルフォーマット４などと同様の構成であることが好ましい。つま
り、プリアンブルのリソースは、１シンボルで配置される構成が好ましい。ただし、プリ
アンブルは、ＤＳやＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳと同じシンボルに配置されな
くてもよい。また、プリアンブルは、ＰＤＣＣＨやＰＤＳＣＨが配置される場合には、配
置されなくてもよい。なお、プリアンブル送信は、空の送信やダミー信号送信と称されて
もよい。ＣＲＳやＰＲＳ、ＭＢＳＦＮ　ＲＳの系列生成方法をプリアンブルの系列に適用
する場合、１ＯＦＤＭシンボルに対応するように、種々の系列生成方法を変更してもよい
。系列生成方法に対して、一部のパラメータを追加／変更してもよい。
【０２４２】
　プリアンブルの送信帯域幅は、上位層パラメータとして設定されてもよい。また、プリ
アンブルの送信帯域幅は、システム帯域幅に基づいて設定されてもよい。
【０２４３】
　プリアンブルの系列に用いられる初期値は、セルＩＤ（ＰＣＩ，ＶＣＩＤ、スクランブ
リングＩＤ、ＴＰＩＤなど）やＣＰに係るパラメータ、システムフレーム番号、サブフレ
ーム番号、スロット番号、ＯＦＤＭシンボル番号、アンテナポートインデックスなどに基
づいて決定されてもよい。
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【０２４４】
　プリアンブルのリソースマッピングは、セルＩＤや上位層パラメータ（例えば、リソー
ス設定）、アンテナポートインデックス、送信帯域幅（リソースブロック数）などに基づ
いて、決定されてもよい。
【０２４５】
　端末装置１は、基地局装置３からプリアンブルに関する設定情報を、上位層シグナリン
グを介して、受信していない場合には、プリアンブルを受信しなくてもよい。つまり、基
地局装置３は、プリアンブルに関する設定情報を、上位層シグナリングを介して、送信し
なくてもよいが、プリアンブルを送信することはできる。
【０２４６】
　端末装置１は、基地局装置３からプリアンブルに関する設定情報を、上位層シグナリン
グを介して、設定された場合には、プリアンブルを用いて、ＡＧＣを行なってもよい。ま
た、ＡＧＣの結果、つまり、測定結果を、上位層シグナリングを介して、レポートしても
よい。
【０２４７】
　また、プリアンブルは、ＬＢＴ後に、クリアチャネルと判断した場合には、次のサブフ
レームまでのつなぎとして送信されてもよい。
【０２４８】
　ＤＳ期間中（例えば、４サブフレーム中）に、ＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ
を送信する場合、各信号間をプリアンブルで埋めるように送信されてもよい。
【０２４９】
　ＬＡＡセルで通信可能な基地局装置３は、ＤＳとしてＰＲＳを送信してもよい。ＰＲＳ
の設定は、送信帯域幅または測定帯域幅、バースト時間、セルＩＤなどが設定されてもよ
い。
【０２５０】
　なお、本実施形態において、端末装置１は、レーダー検出に関する機能をサポートして
いることを基地局装置３に通知してもよい。
【０２５１】
　基地局装置３は、端末装置１とデータを送受信しない場合であっても、アイドル状態の
端末装置１が基地局装置３に接続させるために、ＰＳＳ／ＳＳＳ、ＣＲＳ、ＰＢＣＨ、Ｓ
ＩＢなどの同期信号、参照信号、報知情報を送信する。そのため、それらの信号はセル間
干渉を発生させる。また、それらの信号が常時送信されることによって、基地局装置３の
電力が浪費されることになる。
【０２５２】
　そこで、基地局装置３は、アクティベーション状態（動作中の状態、起動の状態）とデ
アクティベーション状態（停止の状態）に遷移する。基地局装置３が端末装置１とデータ
を送受信しない場合、基地局装置３はデアクティベーション状態に遷移することができる
。基地局装置３が端末装置１とデータを送受信する場合、基地局装置３はアクティベーシ
ョン状態に遷移することができる。
【０２５３】
　例えば、基地局装置３が停止の状態とは、ＰＳＳ／ＳＳＳ、ＣＲＳ、ＰＢＣＨ、ＰＤＣ
ＣＨ、ＰＤＳＣＨのうち、少なくとも１つが送信されない状態である。例えば、１ハーフ
フレーム以上（５サブフレーム以上）ＰＳＳ／ＳＳＳが送信されない状態である。例えば
、基地局装置３が停止の状態とは、ＤＳのみが送信されている状態である。なお、基地局
装置３は、停止の状態でも基地局装置の受信部で受信処理を行ってもよい。
【０２５４】
　セル／基地局装置３が起動の状態とは、少なくともＰＳＳ／ＳＳＳ、ＣＲＳのうち、少
なくとも１つが送信される状態である。例えば、１ハーフフレーム中にＰＳＳ／ＳＳＳが
送信される状態である。
【０２５５】
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　また、基地局装置３のアクティベーション状態およびデアクティベーション状態は、端
末装置１が所定のチャネルまたは所定の信号に対する処理（想定、動作）で関連付けられ
てもよい。ここで処理は、モニタリング、受信処理または送信処理などである。すなわち
、端末装置１は基地局装置３がアクティベーション状態またはデアクティベーション状態
であることを認識しなくてもよく、端末装置１は所定のチャネルまたは所定の信号に対す
る処理を切り替えればよい。本実施形態における説明において、基地局装置３における起
動の状態と停止の状態との遷移は、端末装置１における所定のチャネルまたは所定の信号
に対する処理の切り替えを含む。基地局装置３における起動の状態は、端末装置１におけ
る所定のチャネルまたは所定の信号に対する第１の処理に相当する。基地局装置３におけ
る停止の状態は、端末装置１における所定のチャネルまたは所定の信号に対する第２の処
理に相当する。
【０２５６】
　例えば、基地局装置３のアクティベーション状態は、端末装置１が従来の端末装置と同
様の処理が可能な状態である。基地局装置３のアクティベーション状態における具体的な
例は以下の通りである。端末装置１はＰＳＳ、ＳＳＳおよびＰＢＣＨを受信することを期
待する。端末装置１は所定のサブフレームにおいてＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣ
Ｈのモニタリングをする。端末装置１は設定されたＣＳＩ報告モードに基づいてＣＳＩ報
告を行なう。端末装置１はＣＳＩ報告のための参照信号（例えば、ＣＲＳまたはＣＳＩ－
ＲＳ）およびＣＳＩ参照リソースが存在することを期待する。
【０２５７】
　例えば、基地局装置３のデアクティベーション状態は、端末装置１が従来の端末装置と
は異なる処理を行う状態である。基地局装置３のデアクティベーション状態における具体
的な例は以下の通りである。端末装置１はＰＳＳ、ＳＳＳおよびＰＢＣＨを受信すること
を期待しない。端末装置１は全てのサブフレームにおいてＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰ
ＤＣＣＨのモニタリングをしない。端末装置１は設定されたＣＳＩ報告モードに関わらず
ＣＳＩ報告をしない。端末装置１はＣＳＩ報告のための参照信号（例えば、ＣＲＳまたは
ＣＳＩ－ＲＳ）およびＣＳＩ参照リソースが存在することを期待しない。
【０２５８】
　基地局装置３における起動の状態と停止の状態との遷移は、例えば、端末装置１の接続
状態、前記基地局装置３に接続された端末装置１のデータリクエスト状況、端末装置１か
らのＣＳＩ測定および／またはＲＲＭ測定の情報、などに基づいて決定される。
【０２５９】
　基地局装置３は、基地局装置３における起動の状態と停止の状態との遷移に関する情報
（セル状態情報）を、端末装置１に対して、明示的または黙示的に設定または通知するこ
とができる。例えば、基地局装置３は、セル状態情報を、ＲＲＣ、ＭＡＣ、ＰＤＣＣＨお
よび／またはＥＰＤＣＣＨを用いて、端末装置１に対して明示的に通知する。基地局装置
３は、セル状態情報を、所定のチャネルまたは信号の有無に応じて、端末装置１に対して
黙示的に通知する。
【０２６０】
　起動の状態の基地局装置３が停止の状態へ遷移する手続き（セル状態情報の通知）の一
例について説明する。
【０２６１】
　端末装置１が接続している基地局装置３（サービングセル）は、端末装置１の接続状態
、端末装置１のデータの状況、端末装置１の測定の情報に基づいて、起動の状態を停止の
状態に遷移させるか否かを決定する。停止の状態に遷移させると判断した基地局装置３は
、周囲セルの基地局装置３に停止の状態に遷移する情報を送信し、セルの停止準備を行う
。なお、起動の状態を停止の状態に遷移させるか否かの決定、および、停止の状態に遷移
する情報の送信は、サービングセルで行われなくてもよく、例えば、ＭＭＥ（Mobility M
anagement Entity）、Ｓ－ＧＷ（Serving Gateway）で決定および送信されてもよい。セ
ルの停止準備では、前記基地局装置３に端末装置１が接続されている場合に、端末装置１
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に対して周囲セルにハンドオーバーさせる指示を送信、もしくは、デアクティベーション
させる指示を送信、などを行う。セルの停止準備によって接続された端末装置１がいない
前記サービングセルは、起動の状態から停止の状態へ遷移する。
【０２６２】
　端末装置１が停止の状態の基地局装置３と通信を行う場合に、前記基地局装置３は、停
止の状態から起動の状態に遷移する。なお、停止から起動の状態に遷移するまでの時間お
よび起動から停止の状態に遷移するまでの時間を遷移時間（Transition Time）と称する
。遷移時間を短くすることによって、基地局装置３の消費電力や種々の干渉を低減するこ
とができる。
【０２６３】
　停止の状態の基地局装置３が起動の状態へ遷移するか否かは、例えば、端末装置１から
の上りリンク参照信号、端末装置１からのセルの検出情報、端末装置１からの物理層の測
定の情報、などに基づいて決定される。
【０２６４】
　物理層の測定の情報に基づく停止の状態の基地局装置３が起動の状態へ遷移する手続き
の一例について説明する。
【０２６５】
　端末装置１が接続している基地局装置３（サービングセル）と停止の状態の基地局装置
３（隣接セル）は、バックホールを介してＤＳの設定を共有する。また、サービングセル
は、前記端末装置１に前記ＤＳの設定を通知する。隣接セルは、ＤＳを送信する。端末装
置１は、隣接セルから送信されたＤＳを、サービングセルから通知されたＤＳの設定に基
づいて検出する。また、端末装置１は、隣接セルから送信されたＤＳを用いて物理層の測
定を行なう。端末装置１は、サービングセルに測定の報告を行う。サービングセルは、端
末装置１からの測定の報告に基づいて、停止の状態の基地局装置３を起動の状態に遷移さ
せるか否かの決定を行ない、起動の状態に遷移させることが決定した場合はバックホール
を介して起動を指示する情報を停止の状態の基地局装置３に通知する。なお、停止の状態
を起動の状態に遷移させるか否かの決定、および、起動を指示する情報の送信は、サービ
ングセルで行われなくてもよく、例えば、ＭＭＥ（Mobility Management Entity）、Ｓ－
ＧＷ（Serving Gateway）で決定および送信されてもよい。起動を指示する情報を受けた
隣接セルは、停止の状態から起動の状態へ遷移する。
【０２６６】
　物理層の測定の情報に基づく停止の状態の基地局装置３が起動の状態へ遷移する手続き
の一例が説明される。
【０２６７】
　端末装置が接続している基地局装置３（サービングセル）と停止の状態の基地局装置３
（隣接セル）は、バックホールを介して端末装置１のＳＲＳの設定を共有する。また、サ
ービングセルは、前記端末装置１に前記ＳＲＳの設定を通知する。端末装置１は、前記Ｓ
ＲＳの設定またはＳＲＳ要求の指示に基づいてＳＲＳを送信する。隣接セルは、端末装置
１から送信されたＳＲＳを検出する。また、隣接セルは、端末装置１から送信されたＳＲ
Ｓを用いて物理層の測定を行う。隣接セルは、ＳＲＳによる測定結果に基づいて、基地局
装置３を起動の状態に遷移させるか否かの決定を行い、停止の状態から起動の状態へ遷移
する。なお、停止の状態を起動の状態に遷移させるか否かの決定は、隣接セルで行われな
くてもよく、例えば、サービングセル、ＭＭＥ（Mobility Management Entity）、Ｓ－Ｇ
Ｗ（Serving Gateway）で決定および送信されてもよい。この場合、隣接セルは、ＳＲＳ
を用いて物理層の測定を行った後、サービングセル、ＭＭＥ、Ｓ－ＧＷに測定結果を送信
し、起動を指示する情報を受信する。
【０２６８】
　サービングセルは、端末装置１に対して周囲セルのアクティベーション／デアクティベ
ーションの状態を示す情報を通知してもよい。端末装置１は、セルの起動の状態または停
止の状態を認知することで、端末装置１の振る舞いを切り替える。前記端末装置１の振る
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舞いは、例えば、干渉の測定方法などである。
【０２６９】
　セル状態情報（セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報）
の通知方法の一例について説明する。
【０２７０】
　対象セルがアクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報は、Ｌ１シグ
ナリング（Layer 1 signalling）によって通知される。言い換えると、対象セルがアクテ
ィベーション／デアクティベーションの状態を示す情報は、ＰＤＣＣＨもしくはＥＰＤＣ
ＣＨによって通知される。対象セルに対応する１ビットが割り当てられ、０（false、dis
able）は停止を示し、１（true、enable）は起動を示す。対象セルに対応するビットは、
集合するビットマップとして構成し、同時に複数のセルに対してアクティベーション／デ
アクティベーションの状態を通知されてもよい。ビットと対象セルの紐付けは、専用ＲＲ
Ｃシグナリングによって通知される。
【０２７１】
　アクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報は、下りリンク制御情報
（DCI: Downlink Control Information）フォーマット１Ｃで通知される。なお、アクテ
ィベーション／デアクティベーションの状態を示す情報は、ＤＣＩフォーマット３／３Ａ
で通知されてもよい。なお、アクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情
報は、ＤＣＩフォーマット１Ｃと同じペイロードサイズ（ビット数）のフォーマットで通
知されてもよい。
【０２７２】
　次に、ＤＣＩフォーマットについて説明する。
【０２７３】
　ＤＣＩフォーマットは、上りリンクスケジューリングに関連するＤＣＩフォーマットと
下りリンクスケジューリングに関連するＤＣＩフォーマットがある。上りリンクスケジュ
ーリングに関連するＤＣＩフォーマットを上りリンクグラント、下りリンクスケジューリ
ングに関連するＤＣＩフォーマットを下りリンクグラント（下りリンクアサインメント）
と称する。また、１つのＤＣＩフォーマットを、複数の端末装置１に対して、送信しても
よい。例えば、送信電力制御コマンド（TPC command: Transmission Power Control comm
and）のみを送信する場合には、複数の端末装置１に対してまとめて送信してもよい。そ
のようなスケジューリング（またはトリガリング）をグループスケジューリング（グルー
プトリガリング）と称する。端末装置１は、個別にインデックスが割り当てられ、そのイ
ンデックスに基づくビットを検出する。
【０２７４】
　ＤＣＩフォーマット０は、１つの上りリンクセルにおけるＰＵＳＣＨのスケジューリン
グに対して用いられる。
【０２７５】
　ＤＣＩフォーマット１は、１つのセルにおける１つのＰＤＳＣＨコードワードのスケジ
ューリングに対して用いられる。
【０２７６】
　ＤＣＩフォーマット１Ａは、１つのセルにおける１つのＰＤＳＣＨコードワードのコン
パクトスケジューリングおよびＰＤＣＣＨオーダーによって開始されるランダムアクセス
処理に対して用いられる。なお、ＰＤＣＣＨオーダーに相当するＤＣＩは、ＰＤＣＣＨも
しくはＥＰＤＣＣＨによって伝送されてもよい。ＤＣＩフォーマット０とＤＣＩフォーマ
ット１Ａは、同じビット情報フィールドを用いて送信することができ、あるビットフィー
ルドに示される値に基づいて、端末装置１は、受信したビット情報フィールドにマッピン
グされたＤＣＩフォーマットがＤＣＩフォーマット０であるかＤＣＩフォーマット１Ａで
あるかを判別する。
【０２７７】
　ＤＣＩフォーマット１Ｂは、プリコーディング情報を伴う１つのセルにおける１つのＰ
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ＤＳＣＨコードワードのコンパクトスケジューリングに対して用いられる。
【０２７８】
　ＤＣＩフォーマット１Ｃは、マルチキャスト制御チャネル（MCCH: Multicast Control 
Channel）の変化（変更）を通知するため、および、１つのＰＤＳＣＨコードワードのコ
ンパクトスケジューリングを行なうために用いられる。また、ＤＣＩフォーマット１Ｃは
、ＲＡ－ＲＮＴＩ（Random Access - Radio Network Temporary Identifier）を用いてス
クランブルされることによって、ランダムアクセス応答を通知するために用いられてもよ
い。ここで、コンパクトスケジューリングとは、例えば、狭帯域幅のＰＤＳＣＨをスケジ
ューリングすることである。ＤＣＩフォーマットサイズは、スケジューリングを行なうＰ
ＤＳＣＨに用いられる帯域幅に依存して決定される。帯域幅が狭いと、必要なＤＣＩフォ
ーマットサイズも小さくすることができる。また、ＤＣＩフォーマット１Ｃは、ダイナミ
ックＴＤＤ（第１のタイプ（モード）のＴＤＤ）に関するＲＮＴＩ（例えば、ｅＩＭＴＡ
－ＲＮＴＩ）を用いてスクランブルされることによって、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定を示す
情報がセットされてもよい。ダイナミックＴＤＤを第１のタイプ（モード）のＴＤＤとす
ると、従来のＴＤＤは、第２のタイプ（モード）のＴＤＤと称する。
【０２７９】
　ダイナミックＴＤＤは、上りリンク／下りリンクの通信状況に応じて、ＴＤＤ　ＵＬ－
ＤＬ設定を、Ｌ１シグナリングを用いて、切り替えるＴＤＤのことである。また、ダイナ
ミックＴＤＤは、干渉管理およびトラフィックの適応制御を拡張するために用いられる。
ダイナミックＴＤＤをｅＩＭＴＡ（enhanced Interference Management and Traffic Ada
ptation）やＴＤＤ－ＭｏｄｅＡと称する場合もある。
【０２８０】
　ＤＣＩフォーマット１Ｄは、プリコーディングおよび電力オフセットに関する情報を伴
う１つのセルにおける１つのＰＤＳＣＨコードワードのコンパクトスケジューリングに対
して用いられる。
【０２８１】
　ＤＣＩフォーマット２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄは、１つのＰＤＳＣＨコードワードだ
けでなく、２つの（または複数の）ＰＤＳＣＨコードワードのスケジューリングに対して
用いられる。
【０２８２】
　ＤＣＩフォーマット３／３Ａは、複数の端末装置１に対して、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣ
ＣＨの送信電力を調整するための送信電力制御コマンドの値を示す。端末装置１は、自局
に割り当てられたインデックス（TPC-Index）に対応するビット情報を検出することによ
って、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨに対応する送信電力制御コマンドの値を検出すること
ができる。また、ＤＣＩフォーマット３／３Ａは、スクランブルされるＲＮＴＩの種類に
応じて、ＰＵＳＣＨに対する送信電力制御コマンドを示すかＰＵＣＣＨに対する送信電力
制御コマンドを示すかが判別される。
【０２８３】
　ＤＣＩフォーマット４は、マルチアンテナポート送信モードを伴う１つの上りリンクセ
ルにおけるＰＵＳＣＨのスケジューリングに対して用いられる。
【０２８４】
　巡回冗長検査（ＣＲＣ）は、ＤＣＩ送信のエラー検出のために用いられる。ＣＲＣは、
各ＲＮＴＩでスクランブルされる。
【０２８５】
　ＣＲＣパリティビットは、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identifier
）、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi Persistent Scheduling Cell-Radio Network Temporar
y Identifier）、ＳＩ－ＲＮＴＩ（Systemp Information-Radio Network Temporary Iden
tifier）、Ｐ－ＲＮＴＩ（Paging-Radio Network Temporary Identifier）、ＲＡ－ＲＮ
ＴＩ（Random Access-Radio Network Temporary Identifier）、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－Ｒ
ＮＴＩ（Transmit Power Control-Physical Uplink Control Channel-Radio Network Tem
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porary Identifier）、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ（Transmit Power Control-Physic
al Uplink Shared Channel-Radio Network Temporary Identifier）、一時的Ｃ－ＲＮＴ
Ｉ、Ｍ－ＲＮＴＩ（MBMS(Multimedia Broadcast Muticast Services)-Radio Network Tem
porary Identifier）、または、ｅＩＭＴＡ－ＲＮＴＩでスクランブルされる。
【０２８６】
　Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、セル内において端末装置１を識別するた
めの識別子である。Ｃ－ＲＮＴＩは、単一のサブフレームにおけるＰＤＳＣＨまたはＰＵ
ＳＣＨを制御するために用いられる。
【０２８７】
　ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソースを周期的に割り当て
るために用いられる。ＳＩ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネル
は、ＳＩＢ（System Information Block）を制御するために用いられる。
【０２８８】
　Ｐ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、ページングを制御
するために用いられる。
【０２８９】
　ＲＡ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、ＲＡＣＨに対す
るレスポンスを制御するために用いられる。
【０２９０】
　ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、
ＰＵＣＣＨの電力制御を行うために用いられる。ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩでスクラ
ンブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、ＰＵＳＣＨの電力制御を行なうために用い
られる。
【０２９１】
　一時的Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、Ｃ－ＲＮＴ
Ｉにより識別されていない端末装置のために用いられる。
【０２９２】
　Ｍ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、ＭＢＭＳを制御す
るために用いられる。
【０２９３】
　ｅＩＭＴＡ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、動的ＴＤ
Ｄにおいて各ＴＤＤサービングセルのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定の情報を端末装置１に通知
するために用いられる。
【０２９４】
　なお、上記のＲＮＴＩに限らず、新たなＲＮＴＩを用いてＤＣＩフォーマットをスクラ
ンブルされてもよい。
【０２９５】
　ＬＡＡセルに対して、下りリンクの送信電力制御は、下りリンクの通信効率を向上させ
る。ＬＡＡセルに対して、下りリンクの送信電力に係るパラメータがＤＣＩフォーマット
を介して、送信されてもよい。例えば、参照信号電力やＰＡ、ＰＢ、ｐ＿Ｃが送信されて
もよい。また、下りリンク送信電力に対する電力オフセットまたはＴＰＣコマンドが送信
されてもよい。ここで、参照信号電力は、ＣＲＳまたは基地局装置３の送信電力である。
ＰＡは、端末装置固有のパラメータであり、電力オフセットの１つとして用いられる。Ｐ

Ｂは、セル固有比（ρＢ／ρＡ）とアンテナポート数に関連するテーブルに用いられるイ
ンデックスの値である。ｐ＿Ｃは、ＰＤＳＣＨとＣＳＩ－ＲＳ間のＥＰＲＥ（Energy Per
Resource Element）比である。セル固有比が分かることによって、各ＯＦＤＭシンボルに
対するＰＤＳＣＨ　ＲＥｓ間のＣＲＳ　ＥＰＲＥに対するＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥの比が分
かる。つまり、ＰＤＳＣＨの送信電力が分かり、復調することができる。
【０２９６】
　下りリンクの送信電力制御に関するパラメータを、ＤＣＩフォーマットを介して、送信
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する場合、そのＤＣＩフォーマットはＬＡＡ－ＲＮＴＩまたはＤＬ－ＴＰＣ－ＲＮＴＩ（
Downlink Transmission Power Control RNTI）など特定のＲＮＴＩでスクランブルされて
もよい。上位層パラメータで参照信号電力やＰＡ、ＰＢ、ｐ＿Ｃが設定されていた場合、
一時的に上書きしてもよい。例えば、アクティブタイム中は、ＤＣＩフォーマットで指示
されたパラメータに基づいて下りリンク信号の送信電力は決定されてもよい。アクティブ
タイムが終了し、再びアクティブタイムになった場合には、上位層シグナリングで設定さ
れたパラメータに基づいて下りリンクの送信電力を決定してもよい。ただし、再アクティ
ブタイム中にＤＣＩフォーマットを介して、パラメータが送信された場合には、そのパラ
メータに基づいて、下りリンク信号の送信電力を決定してもよい。
【０２９７】
　基地局装置３は、下りリンクの送信電力制御が有効か否かを示すパラメータを、上位層
シグナリングを介して、送信してもよい。端末装置１は、下りリンク送信電力制御が有効
であると示されている場合には、特定のＤＣＩフォーマットにセットされた下りリンクの
送信電力制御に対応するフィールドからパラメータの値を検出する。
【０２９８】
　次に、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨの詳細について説明する。
【０２９９】
　各サービングセルの制御領域は、ＣＣＥのセットで構成される。ＣＣＥは０からＮＣＣ

Ｅ，ｋ－１で番号付けされる。ここで、ＮＣＣＥ，ｋは、サブフレームｋの制御領域内の
ＣＣＥの総数である。
【０３００】
　端末装置１は、制御情報に対して上位層シグナリングによって設定された１つまたは複
数のアクティベートされたサービングセルのＰＤＣＣＨ候補のセットをモニタする。ここ
で、モニタリングとは、全てのモニタされるＤＣＩフォーマットに対応するセット内の各
ＰＤＣＣＨのデコードを試みることである。
【０３０１】
　モニタするＰＤＣＣＨ候補のセットは、サーチスペースと呼称される。サーチスペース
には、共有サーチスペース（ＣＳＳ）と端末固有サーチスペース（ＵＳＳ）が定義される
。
【０３０２】
　ＣＳＳ（Common Search Space）は、基地局装置３（セル、送信点）に固有のパラメー
タおよび／または予め規定されたパラメータを用いて設定されるサーチスペースである。
例えば、ＣＳＳは、複数の端末装置で共通に用いることができるサーチスペースである。
そのため、基地局装置３は、複数の端末装置で共通の制御チャネルをＣＳＳにマッピング
することにより、制御チャネルを送信するためのリソースが低減できる。
【０３０３】
　ＵＳＳ（UE-specific Search Space）は、少なくとも端末装置１に固有のパラメータを
用いて設定されるサーチスペースである。そのため、ＵＳＳは、端末装置１に固有の制御
チャネルを個別に送信することができるため、基地局装置３は端末装置１に対して効率的
に制御できる。
【０３０４】
　なお、ＣＳＳは、端末装置１に固有のパラメータを用いて設定されてもよい。その場合
、端末装置１に固有のパラメータは、複数の端末装置の間で同じ値になるように設定され
ることが好ましい。ＣＳＳが端末装置１に固有のパラメータを用いて設定された場合でも
、そのＣＳＳは、同じパラメータに設定された複数の端末装置の間で共通になる。例えば
、複数の端末装置の間で同じパラメータに設定される単位は、セル、送信点、ＵＥグルー
プなどである。同じパラメータに設定された複数の端末装置は、そのＣＳＳにマッピング
される共通の制御チャネルを受信することができるため、制御チャネルを送信するための
リソースが低減できる。なお、そのようなサーチスペースは、ＣＳＳではなく、ＵＳＳと
呼称されてもよい。すなわち、複数の端末装置に共通のサーチスペースであるＵＳＳが設
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定されてもよい。１つの端末装置に固有のＵＳＳは第１のＵＳＳとも呼称され、複数の端
末装置に共通のＵＳＳは第２のＵＳＳとも呼称される。
【０３０５】
　アグリゲーションレベル毎のサーチスペースＳ（Ｌ）

ｋはＰＤＣＣＨ候補のセットによ
って定義される。１つのＰＤＣＣＨに用いられるＣＣＥの数は、アグリゲーションレベル
とも呼称される。１つのＰＤＣＣＨに用いられるＣＣＥの数は、１、２、４または８であ
る。ＰＤＣＣＨがモニタされる各サービングセルにおいて、サーチスペースＳ（Ｌ）

ｋの
ＰＤＣＣＨ候補に対応するＣＣＥは図１４の式（１）で与えられる。ここで、Ｙｋは、サ
ブフレームｋにおける値を示す。ＣＳＳにおいて、ｍ’＝ｍである。ＰＤＣＣＨのＵＳＳ
において、ＰＤＣＣＨがモニタされるサービングセルにおいて、モニタする端末装置１に
ＣＩＦが設定された場合、ｍ’＝ｍ＋Ｍ（Ｌ）・ｎＣＩであり、それ以外は、ｍ’＝ｍで
ある。ここで、ｍは０からＭ（Ｌ）－１の値であり、Ｍ（Ｌ）は所定のサーチスペースで
モニタするＰＤＣＣＨ候補の数である。
【０３０６】
　ＣＳＳにおいて、Ｙｋは予め規定された値、または、基地局装置３に固有のパラメータ
に基づいて決定される値であり、例えばアグリゲーションレベルＬ＝４およびＬ＝８に対
して０が設定される。アグリゲーションレベルＬの端末固有サーチスペースＳ（Ｌ）

ｋに
おいて、Ｙｋは端末装置１に固有の値であり、例えばＹｋ＝（Ａ・Ｙｋ－１）modＤで与
えられる。ここで、Ｙｋの初期値Ｙ－１は、ＲＮＴＩ（例えばＣ－ＲＮＴＩ）の値が用い
られる。
【０３０７】
　アグリゲーションレベルはサーチスペース毎に定義される。例えば、ＣＳＳにおいて、
アグリゲーションレベル４および８が定義される。例えば、ＵＳＳにおいて、アグリゲー
ションレベル１、２、４および８が定義される。
【０３０８】
　ＰＤＣＣＨ候補の数は、各サーチスペースの各アグリゲーションレベルで定義される。
例えば、ＣＳＳにおいて、アグリゲーションレベル４ではＰＤＣＣＨ候補の数は４であり
、アグリゲーションレベル８ではＰＤＣＣＨ候補の数は２である。例えば、ＵＳＳにおい
て、アグリゲーション１ではＰＤＣＣＨ候補の数は６であり、アグリゲーションレベル２
ではＰＤＣＣＨ候補の数は６であり、アグリゲーションレベル４ではＰＤＣＣＨ候補の数
は２であり、アグリゲーションレベル８ではＰＤＣＣＨ候補の数は２である。
【０３０９】
　ＥＰＤＣＣＨは、１つ以上のＥＣＣＥ（Enhanced control channel element）の集合を
用いて送信される。それぞれのＥＣＣＥは、複数のＥＲＥＧ（Enhanced resource elemen
t group）で構成される。ＥＲＥＧは、ＥＰＤＣＣＨのリソースエレメントに対するマッ
ピングを定義するために用いられる。各ＲＢペアにおいて、０から１５に番号付けされる
、１６個のＥＲＥＧが定義される。すなわち、各ＲＢペアにおいて、ＥＲＥＧ０～ＥＲＥ
Ｇ１５が定義される。各ＲＢペアにおいて、ＥＲＥＧ０～ＥＲＥＧ１５は、所定の信号お
よび／またはチャネルがマッピングされるリソースエレメント以外のリソースエレメント
に対して、周波数方向を優先して、周期的に定義される。例えば、アンテナポート１０７
～１１０で送信されるＥＰＤＣＣＨに関連付けられる復調用参照信号がマッピングされる
リソースエレメントは、ＥＲＥＧを定義しない。
【０３１０】
　１つのＥＰＤＣＣＨに用いられるＥＣＣＥの数は、ＥＰＤＣＣＨフォーマットに依存し
、他のパラメータに基づいて決定される。１つのＥＰＤＣＣＨに用いられるＥＣＣＥの数
は、アグリゲーションレベルとも呼称される。例えば、１つのＥＰＤＣＣＨに用いられる
ＥＣＣＥの数は、１つのＲＢペアにおけるＥＰＤＣＣＨ送信に用いることができるリソー
スエレメントの数、ＥＰＤＣＣＨの送信方法などに基づいて、決定される。例えば、１つ
のＥＰＤＣＣＨに用いられるＥＣＣＥの数は、１、２、４、８、１６または３２である。
また、１つのＥＣＣＥに用いられるＥＲＥＧの数は、サブフレームの種類およびサイクリ
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ックプレフィックスの種類に基づいて決定され、４または８である。ＥＰＤＣＣＨの送信
方法として、分散送信（Distributed transmission）および局所送信（Localized transm
ission）がサポートされる。
【０３１１】
　ＥＰＤＣＣＨは、分散送信または局所送信を用いることができる。分散送信および局所
送信は、ＥＲＥＧおよびＲＢペアに対するＥＣＣＥのマッピングが異なる。例えば、分散
送信において、１つのＥＣＣＥは、複数のＲＢペアのＥＲＥＧを用いて構成される。局所
送信において、１つのＥＣＣＥは、１つのＲＢペアのＥＲＥＧを用いて構成される。
【０３１２】
　基地局装置３は、端末装置１に対して、ＥＰＤＣＣＨに関する設定を行う。端末装置１
は、基地局装置３からの設定に基づいて、複数のＥＰＤＣＣＨをモニタリングする。端末
装置１がＥＰＤＣＣＨをモニタリングするＲＢペアのセットが、設定されることができる
。そのＲＢペアのセットは、ＥＰＤＣＣＨセットまたはＥＰＤＣＣＨ－ＰＲＢセットとも
呼称される。１つの端末装置１に対して、１つ以上のＥＰＤＣＣＨセットが設定できる。
各ＥＰＤＣＣＨセットは、１つ以上のＲＢペアで構成される。また、ＥＰＤＣＣＨに関す
る設定は、ＥＰＤＣＣＨセット毎に個別に行うことができる。
【０３１３】
　基地局装置３は、端末装置１に対して、所定数のＥＰＤＣＣＨセットを設定できる。例
えば、２つまでのＥＰＤＣＣＨセットが、ＥＰＤＣＣＨセット０および／またはＥＰＤＣ
ＣＨセット１として、設定できる。ＥＰＤＣＣＨセットのそれぞれは、所定数のＲＢペア
で構成できる。各ＥＰＤＣＣＨセットは、複数のＥＣＣＥの１つのセットを構成する。１
つのＥＰＤＣＣＨセットに構成されるＥＣＣＥの数は、そのＥＰＤＣＣＨセットとして設
定されるＲＢペアの数、および、１つのＥＣＣＥに用いられるＥＲＥＧの数に基づいて、
決定される。１つのＥＰＤＣＣＨセットに構成されるＥＣＣＥの数がＮである場合、各Ｅ
ＰＤＣＣＨセットは、０～Ｎ－１で番号付けされたＥＣＣＥを構成する。例えば、１つの
ＥＣＣＥに用いられるＥＲＥＧの数が４である場合、４つのＲＢペアで構成されるＥＰＤ
ＣＣＨセットは１６個のＥＣＣＥを構成する。
【０３１４】
　端末装置１がモニタリングするＥＰＤＣＣＨの候補は、ＥＰＤＣＣＨセットに構成され
るＥＣＣＥに基づいて、定義される。ＥＰＤＣＣＨの候補のセットは、サーチスペース（
探索領域）として定義される。端末装置１に固有のサーチスペースである端末固有サーチ
スペース、および、基地局装置３（セル、送信点、ＵＥグループ）に固有のサーチスペー
スである共通サーチスペースが、定義される。ＥＰＤＣＣＨのモニタリングは、モニタリ
ングされるＤＣＩフォーマットに従って、端末装置１がサーチスペース内のＥＰＤＣＣＨ
の候補のそれぞれに対して復号を試みることを含む。
【０３１５】
　アグリゲーションレベルＬ∈｛１、２、４、８、１６、３２｝におけるＥＰＤＣＣＨの
端末固有サーチスペースＥＳ（Ｌ）

ｋは、ＥＰＤＣＣＨ候補のセットによって定義される
。
【０３１６】
　ＥＰＤＣＣＨセットにおいて、サーチスペースＥＳ（Ｌ）

ｋのＥＰＤＣＣＨ候補ｍに対
応するＥＣＣＥは図１４の式（２）で与えられる。
【０３１７】
　ここで、Ｙｐ，ｋは、ＥＰＤＣＣＨセットｐおよびサブフレームｋにおける値を示す。
Ｙｐ，ｋは、サーチスペースによって独立に設定することができる。共通サーチスペース
の場合、Ｙｐ，ｋは基地局装置３（セル）に固有の値である。例えば、共通サーチスペー
スの場合、Ｙｐ，ｋは、予め規定された値、または、基地局装置３に固有のパラメータに
基づいて決定される値である。端末固有サーチスペースの場合、Ｙｐ，ｋは、端末装置１
に固有の値であり、Ｙｐ，ｋ＝（Ａ・Ｙｐ，ｋ－１）modＤで与えられる。例えば、Ｙｐ

，ｋは、所定の値、サブフレームｋおよび端末装置１のＲＮＴＩ（例えば、Ｃ－ＲＮＴＩ
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）に基づいて、決定される。なお、複数の共通サーチスペースおよび／または複数の端末
固有サーチスペースが、１つのＥＰＤＣＣＨセットに設定されてもよい。
【０３１８】
　ここで、ｂは、ＥＰＤＣＣＨがモニタされるサービングセルに対するＣＩＦが端末装置
１に設定された場合、ｂ＝ｎＣＩであり、それ以外は、ｂ＝０である。
【０３１９】
　端末装置１がモニタするＤＣＩフォーマットは、サービングセル毎に設定された送信モ
ードに依存する。言い換えると、端末装置１がモニタするＤＣＩフォーマットは、送信モ
ードによって異なる。例えば、下りリンク送信モード１が設定された端末装置１は、ＤＣ
Ｉフォーマット１ＡとＤＣＩフォーマット１をモニタする。例えば、下りリンク送信モー
ド４が設定された端末装置１は、ＤＣＩフォーマット１ＡとＤＣＩフォーマット２をモニ
タする。例えば、下りリンク送信モード１０が設定された端末装置１は、ＤＣＩフォーマ
ット１ＡとＤＣＩフォーマット２Ｄをモニタする。例えば、上りリンク送信モード１が設
定された端末装置１は、ＤＣＩフォーマット０をモニタする。例えば、上りリンク送信モ
ード２が設定された端末装置１は、ＤＣＩフォーマット０とＤＣＩフォーマット４をモニ
タする。
【０３２０】
　端末装置１に対するＰＤＣＣＨが配置される制御領域は通知されず、端末装置１は、各
サーチスペースで定義される全てのアグリゲーションレベルに対する全てのＰＤＣＣＨ候
補および送信モードに対応する全てのＤＣＩフォーマットのデコードを試みる。言い換え
ると、端末装置１は、端末装置１宛に送信される可能性がある全てのアグリゲーションレ
ベル、ＰＤＣＣＨ候補、および、ＤＣＩフォーマットにおいてデコードを試みる。そして
、端末装置１は、デコードが成功したＰＤＣＣＨを端末装置１宛の制御情報として認識す
る。これはブラインドデコーディングと称される。
【０３２１】
　なお、ＤＣＩフォーマットが異なっても同じビットサイズであれば、デコード回数は増
加しない。例えば、ＤＣＩフォーマット０とＤＣＩフォーマット１Ａは同じビットサイズ
であるため、１回のデコード回数で２種類のＤＣＩフォーマットをデコードできる。
【０３２２】
　例えば、上りリンク送信モード１が設定された端末装置１は、ＣＳＳにおいて、アグリ
ゲーション４において６つのＰＤＣＣＨ候補と２種類のビットサイズのＤＣＩフォーマッ
トのデコードを試み、また、アグリゲーション８において２つのＰＤＣＣＨ候補と２種類
のビットサイズのＤＣＩフォーマットのデコードを試みる。端末装置１は、ＵＳＳにおい
て、アグリゲーション１において６つのＰＤＣＣＨ候補と２種類のビットサイズのＤＣＩ
フォーマットのデコードを試み、アグリゲーション２において６つのＰＤＣＣＨ候補と２
種類のビットサイズのＤＣＩフォーマットのデコードを試み、アグリゲーション４におい
て２つのＰＤＣＣＨ候補と２種類のビットサイズのＤＣＩフォーマットのデコードを試み
、また、アグリゲーション８において２つのＰＤＣＣＨ候補と２種類のビットサイズのＤ
ＣＩフォーマットのデコードを試みる。すなわち、端末装置１は、１つのサブフレームに
おいてＰＤＣＣＨのデコードを４４回試みる。
【０３２３】
　例えば、上りリンク送信モード２が設定された端末装置１は、ＣＳＳにおいて、アグリ
ゲーション４において６つのＰＤＣＣＨ候補と２種類のビットサイズのＤＣＩフォーマッ
トのデコードを試み、また、アグリゲーション８において２つのＰＤＣＣＨ候補と２種類
のビットサイズのＤＣＩフォーマットのデコードを試みる。端末装置１は、ＵＳＳにおい
て、アグリゲーション１において６つのＰＤＣＣＨ候補と３種類のビットサイズのＤＣＩ
フォーマットのデコードを試み、アグリゲーション２において６つのＰＤＣＣＨ候補と３
種類のビットサイズのＤＣＩフォーマットのデコードを試み、アグリゲーション４におい
て２つのＰＤＣＣＨ候補と３種類のビットサイズのＤＣＩフォーマットのデコードを試み
、また、アグリゲーション８において２つのＰＤＣＣＨ候補と３種類のビットサイズのＤ
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ＣＩフォーマットのデコードを試みる。すなわち、端末装置１は、１つのサブフレームに
おいてＰＤＣＣＨのデコードを６０回試みる。
【０３２４】
　ブラインドデコーディングにより、端末装置１は、符号化率の異なるＰＤＣＣＨを事前
情報無しで復号することが可能となり、基地局装置３と端末装置１間で効率よく制御情報
を送信することができる。
【０３２５】
　アクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報は、共有サーチスペース
によって通知される。共有サーチスペースとは、セルで共通のサーチスペースである。ま
た、アクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報は、端末グループ共有
サーチスペースによって通知される。ここで、端末グループ共有サーチスペースとは、端
末グループで共通に割り当てられるＲＮＴＩ（ＵＥ－ｇｒｏｕｐ　Ｃ－ＲＮＴＩ、ＴＰ－
ｓｐｅｃｉｆｉｃ－ＲＮＴＩ、ＳＣＥ－ＲＮＴＩ）を用いてＰＤＣＣＨ候補が配置される
ＣＣＥの開始点が決定されるサーチスペースである。端末グループＲＮＴＩが設定された
複数の端末装置１は、同じサーチスペースに配置されたＰＤＣＣＨを用いて、ＤＣＩフォ
ーマットを検出する。
【０３２６】
　アクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報の通知は、予め規定され
たタイミングまたは設定されたタイミングで行なわれる。例えば、その通知のタイミング
は１無線フレーム単位である。
【０３２７】
　アクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報の通知は、Ｌ１シグナリ
ングを受信した次の無線フレームの情報を示す。なお、無線フレーム内で最初のサブフレ
ーム（サブフレーム０）でＬ１シグナリングを受信した場合は、受信した無線フレームの
情報を示してもよい。
【０３２８】
　セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報の通知方法の一例
について説明する。
【０３２９】
　対象セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態は、ＤＳの構成が変化（
変更）することによって、暗示的に示されてもよい。対象セルがアクティベーション／デ
アクティベーションの状態を示す情報は、ＤＳの構成が起動の状態と停止の状態とで異な
る構成になることによって暗示的に示されてもよい。起動の状態と停止の状態で、対象セ
ルから送信されるＤＳの構成が異なって送信されてもよい。端末装置１は、起動の状態で
送信されるＤＳの構成に関する情報と、停止の状態で送信されるＤＳの構成に関する情報
をそれぞれ基地局装置３から受信してもよい。
【０３３０】
　対象セルがアクティベーション／デアクティベーションの状態は、ＤＳのある構成のパ
ラメータ（またはパラメータの値）が変化（変更）することによって示されてもよい。言
い換えると、ＤＳの設定に含まれるあるパラメータが起動の状態と停止の状態で異なって
もよい（または個別に設定されてもよい）。例えば、起動の状態で送信されるＤＳと停止
の状態で送信されるＤＳは、リソースエレメントの配置が異なってもよい。また、起動の
状態で送信されるＤＳと停止の状態で送信されるＤＳは、アンテナポートが異なってもよ
い。また、起動の状態で送信されるＤＳと停止の状態で送信されるＤＳは、スクランブル
系列が異なってもよい。また、起動の状態で送信されるＤＳと停止の状態で送信されるＤ
Ｓは、スクランブル系列の初期値または初期値を生成するための方法（式）が異なっても
よい。また、起動の状態で送信されるＤＳと停止の状態で送信されるＤＳは、送信電力が
異なってもよい。また、起動の状態で送信されるＤＳと停止の状態で送信されるＤＳは、
送信されるサブフレーム間隔が異なってもよい。また、起動の状態で送信されるＤＳと停
止の状態で送信されるＤＳは、送信帯域幅またはリソースブロック数が異なってもよい。
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すなわち、起動の状態で送信されるＤＳの設定に関する情報と、停止の状態で送信される
ＤＳの設定に関する情報が、個別にセットされてもよい。それらの情報は、上位層シグナ
リングを用いて、基地局装置３から端末装置１へ送信されてもよい。つまり、対象セルの
アクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報は、ＤＳの構成に関するパ
ラメータの設定情報であってもよい。言い換えると、あるパラメータが、起動の状態と停
止の状態のそれぞれに対して設定される。
【０３３１】
　また、端末装置１は、起動の状態を示すＤＳの構成と停止の状態を示すＤＳの構成の２
通りをモニタしてもよい。端末装置１は、起動の状態を示すＤＳの構成のモニタリングの
パターンと停止の状態を示すＤＳの構成のモニタリングのパターンを用いて、２通りをモ
ニタしてもよい。この場合、端末装置１に対して、２つのＤＳの構成のモニタリングのパ
ターンに関する情報が通知される。つまり、１つのＤＳの構成のモニタリングのパターン
に関する情報が通知されなかった場合、２つの構成のＤＳを１つのモニタリングパターン
に基づいてモニタすることになってもよい。
【０３３２】
　停止の状態のＤＳの測定サブフレーム中において、起動の状態のＤＳを測定した場合、
端末装置１は、停止の状態のスモールセルを起動の状態であると認識する。
【０３３３】
　また、端末装置１は、ＤＳを検出したモニタリングパターンによって対象セルのアクテ
ィベーション／デアクティベーションの状態の情報を暗示的に取得してもよい。起動の状
態を示すＤＳの構成のモニタリングのパターンと停止の状態を示すＤＳの構成のモニタリ
ングのパターンは、予め定義されても良い。起動の状態を示すＤＳの構成のモニタリング
のパターンと停止の状態を示すＤＳの構成のモニタリングのパターンは、基地局装置３か
ら専用ＲＲＣシグナリング（上位層シグナリング）によって通知されても良い。
【０３３４】
　セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報の通知方法の別の
一例について説明する。
【０３３５】
　対象セルがアクティベーション／デアクティベーションの状態は、対象セルの起動の状
態と停止の状態のＣＲＳの構成（ＣＲＳの設定）が異なることによって暗示的に示されて
もよい。この場合、起動の状態と停止の状態で、対象セルから送信されるＣＲＳの構成が
異なって送信される。その際、異なる構成のＣＲＳの設定情報が端末装置１に通知される
。
【０３３６】
　対象セルがアクティベーション／デアクティベーションの状態は、ＣＲＳの構成に係る
あるパラメータ（またはパラメータの値）が変化することによって示されてもよい。例え
ば、起動の状態で送信されるＣＲＳと停止の状態で送信されるＣＲＳは、リソースエレメ
ントの配置が異なってもよい。また、起動の状態で送信されるＣＲＳと停止の状態で送信
されるＣＲＳは、アンテナポートが異なってもよい。また、起動の状態で送信されるＣＲ
Ｓと停止の状態で送信されるＣＲＳは、スクランブル系列が異なってもよい。また、起動
の状態で送信されるＣＲＳと停止の状態で送信されるＣＲＳは、スクランブル系列の初期
値が異なってもよい。また、起動の状態で送信されるＣＲＳと停止の状態で送信されるＣ
ＲＳは、送信電力が異なってもよい。また、起動の状態で送信されるＣＲＳと停止の状態
で送信されるＣＲＳは、送信されるサブフレーム間隔が異なってもよい。また、起動の状
態で送信されるＣＲＳと停止の状態で送信されるＣＲＳは、送信帯域幅またはリソースブ
ロック数が異なってもよい。つまり、対象セルのアクティベーション／デアクティベーシ
ョンの状態を示す情報は、ＣＲＳの構成に関するパラメータの設定情報であってもよい。
その際、あるパラメータが、起動の状態と停止の状態のそれぞれに対して個別に設定され
る。ここでは、ＣＲＳについて例を挙げたが、ＰＳＳやＳＳＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＰＲＳな
どでも同様に示されてもよい。
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【０３３７】
　端末装置１は、起動の状態を示すＣＲＳの構成と停止の状態を示すＣＲＳの構成の２通
りをモニタする。端末装置１は、起動の状態を示すＣＲＳの構成のモニタリングのパター
ンと停止の状態を示すＣＲＳの構成のモニタリングのパターンを用いて、２通りをモニタ
する。端末装置１は、ＣＲＳを検出したモニタリングパターンによって対象セルのアクテ
ィベーション／デアクティベーションの状態の情報を暗示的に取得する。停止の状態を示
すＣＲＳの構成のモニタリングのパターンは、予め定義されても良い。停止の状態を示す
ＣＲＳの構成のモニタリングのパターンは、基地局装置３から専用ＲＲＣシグナリングに
よって通知されてもよい。
【０３３８】
　セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報の通知方法の別の
一例について説明する。
【０３３９】
　セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情報は、専用ＲＲＣシ
グナリングによって通知されてもよい。セルのアクティベーション／デアクティベーショ
ンの状態を示す情報は、中心周波数（キャリア周波数）とセルＩＤに紐付いてリスト化さ
れて通知されてもよい。
【０３４０】
　端末装置１は、上記の通知方法によって対象セルのアクティベーション／デアクティベ
ーションの状態を認知することが可能となる。以下、端末装置１が対象セルのアクティベ
ーション／デアクティベーションの状態によって振る舞いが切り替わる際、上記の通知方
法のいずれかが適用される。
【０３４１】
　次に、セル（基地局装置３）の検出について説明する。
【０３４２】
　セルの検出とは、当該セルを構成する基地局装置３から送信された同期信号（ＰＳＳや
ＳＳＳなど）または／および参照信号（ＣＲＳやＣＳＩ－ＲＳなど）を端末装置１で検出
することである。セルの検出に用いられる同期信号または／および参照信号には、セルＩ
Ｄの情報が含まれる。端末装置１は、当該セルのセルＩＤと同期信号または／および参照
信号の検出基準によって、当該セルを検出する。
【０３４３】
　セルの検出とは、基地局装置３の検出が含まれてもよい。プライマリーセルの検出には
、マスター基地局装置の検出が含まれてもよい。また、プライマリーセカンダリーセルの
検出には、セカンダリー基地局装置の検出が含まれてもよい。
【０３４４】
　また、セルの検出とは、セルサーチと称されてもよい。セルサーチは、セルの時間およ
び周波数同期が含まれてもよい。また、セルサーチは、そのセルのセルＩＤの検出が含ま
れてもよい。セルＩＤは、ＰＳＳおよびＳＳＳに基づいて検出されてもよい。
【０３４５】
　ＤＳまたはＤＭＴＣが設定されたセルにおいては、ＤＳに基づくＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲ
Ｓ／ＣＳＩ－ＲＳに基づいて、そのセルの検出および同期が行なわれてもよい。
【０３４６】
　同期信号または／および参照信号の検出基準の一例について説明する。
【０３４７】
　端末装置１は、セルからの同期信号または／および参照信号の受信電力強度または／お
よび受信電力品質に基づいて検出を決定する。端末装置１は、同期信号または／および参
照信号の受信電力強度または／および受信電力品質と閾値を比較し、受信強度または／お
よび受信品質が高い場合は前記セルを検出したと判断する。受信電力強度は、例えば、Ｒ
ＳＲＰなどである。受信品質は、例えば、干渉量、ＲＳＲＱ、ＳＩＮＲなどである。また
、セルの検出は、後述する測定のイベントによって判断してもよい。
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【０３４８】
　同期信号または／および参照信号の検出基準の一例について説明する。
【０３４９】
　端末装置１は、セルからの同期信号または／および参照信号の情報の復号成否に基づい
て検出を決定する。例えば、セル（セルを構成する基地局装置３）は、同期信号または／
および参照信号にＣＲＣなどのパリティ符号を載せて送信する。端末装置１は、同期信号
または／および参照信号に含まれた前記パリティ符号を用いて復号を行い、パリティ検出
によって正しく復号できたと判断した場合、前記セルを検出したと判断する。
【０３５０】
　端末装置１においてセルを検出した後、端末装置１は、接続／活性化するセルの選択、
および、切断／非活性化するセルの選択を行う。
【０３５１】
　または、端末装置１においてセルを検出した後、端末装置１は、検出したセルの情報を
接続している基地局装置３に報告する。検出したセルの情報は、セルＩＤ、測定の情報を
含む。
【０３５２】
　以下では、ＣＲＳの詳細について説明するＣＲＳは、アンテナポート０～３で送信され
る。ＣＲＳは、非ＭＢＳＦＮサブフレーム（non-MBSFN subframe）である全ての下りリン
クサブフレームに配置される。言い換えると、ＣＲＳは、ＭＢＳＦＮサブフレームを除く
全ての下りリンクサブフレームに配置される。ＣＲＳは、物理セル識別子（ＰＣＩ）に基
づいてリソースエレメントおよび信号系列が決定される。
【０３５３】
　図１０は、ＣＲＳの構成の一例を示す図である。ＣＲＳの信号は、擬似乱数系列を用い
て生成される。前記擬似乱数系列は、例えばGold系列である。前記擬似乱数系列は、物理
セル識別子（ＰＣＩ）に基づいて計算される。前記擬似乱数系列は、ＣＰのタイプに基づ
いて計算される。前記擬似乱数系列は、スロット番号とスロット内のＯＦＤＭシンボル番
号に基づいて計算される。ノーマルＣＰの場合のＣＲＳのリソースエレメントは、図１０
のＲ０～Ｒ３を用いられる。Ｒ０はアンテナポート０のＣＲＳの配置に対応し、Ｒ１はア
ンテナポート１のＣＲＳの配置に対応し、Ｒ２はアンテナポート２のＣＲＳの配置に対応
し、Ｒ３はアンテナポート３のＣＲＳの配置に対応する。１つのアンテナポートで送信さ
れるＣＲＳのリソースエレメントは、周波数軸上で６サブキャリアの周期で配置される。
アンテナポート０で送信されるＣＲＳとアンテナポート１で送信されるＣＲＳのリソース
エレメントは、３サブキャリア離れて配置される。ＣＲＳは、セルＩＤに基づいて周波数
上をセル固有にシフトされる。アンテナポート０で送信されるＣＲＳとアンテナポート１
で送信されるＣＲＳのリソースエレメントは、ノーマルＣＰの場合はＯＦＤＭシンボル０
、４に配置され、拡張ＣＰの場合はＯＦＤＭシンボル０、３に配置される。アンテナポー
ト２で送信されるＣＲＳとアンテナポート３で送信されるＣＲＳのリソースエレメントは
、ＯＦＤＭシンボル１に配置される。ＣＲＳは下りリンクで設定された帯域幅で、広帯域
に送信される。なお、ＤＳは、ＣＲＳと同様の構成であってもよい。
【０３５４】
　次に、ＤＳ（Discovery Signal）の詳細について説明する。
【０３５５】
　ＤＳは、下りリンクの時間領域の同期（time synchronization）、下りリンクの周波数
の同期（frequency synchronization）、セル／送信ポイントの特定（cell/transmission
point identification）、ＲＳＲＰの測定（RSRP measurement）、ＲＳＲＱの測定（RSRQ
 measurenet）、端末装置１の地理的な位置の測定（UE Positioning）、ＣＳＩの測定（C
SI measurement）など様々な用途を目的として、基地局装置３から送信される。ＤＳは、
基地局装置３のアクティベーション状態およびデアクティベーション状態をサポートする
ために用いられる参照信号とすることができる。ＤＳは、端末装置１がアクティベーショ
ン状態および／またはデアクティベーション状態の基地局装置３を検出するために用いら
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れる参照信号とすることができる。
【０３５６】
　ＤＳは、複数の信号により構成される。一例として、ＤＳは、ＰＳＳ、ＳＳＳおよびＣ
ＲＳにより構成される。ＤＳに含まれるＰＳＳおよびＳＳＳは、時間同期、周波数同期、
セルの特定および送信ポイントの特定のために用いられるかもしれない。ＤＳに含まれる
ＣＲＳは、ＲＳＲＰの測定、ＲＳＲＱの測定およびＣＳＩの測定のために用いられてもよ
い。別の一例として、ＤＳは、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳおよびＣＳＩ－ＲＳにより構成さ
れる。ＤＳに含まれるＰＳＳおよびＳＳＳは、時間同期、周波数同期、セルの特定および
送信ポイントの特定のために用いられてもよい。ＤＳに含まれるＣＳＩ－ＲＳは、送信ポ
イントの特定、ＲＳＲＰの測定、ＲＳＲＱの測定およびＣＳＩの測定のために用いられて
もよい。ＣＲＳは、ＲＳＳＩを計算するために用いられてもよい。なお、複数の信号によ
り構成されるＤＳは検出バースト（Discovery burst）と呼称されてもよい。なお、ＲＳ
ＲＰの測定および／またはＲＳＲＱの測定を行なう参照信号がＤＳと呼称されてもよい。
【０３５７】
　基地局装置３は、ＰＳＳ、ＳＳＳおよびＣＲＳにより構成される第１のＤＳと、ＰＳＳ
、ＳＳＳ、ＣＲＳおよびＣＳＩ－ＲＳにより構成される第２のＤＳとを、切り替えて送信
してもよい。その場合、基地局装置３は、端末装置１に第１のＤＳまたは第２のＤＳを設
定してもよい。また、端末装置１は、ＣＳＩ－ＲＳに関するパラメータが設定された場合
に、第２のＤＳが設定されたと認識してもよい。
【０３５８】
　ＤＳは、下りリンクサブフレームまたはスペシャルサブフレームで送信される。また、
ＤＳは、下りリンクコンポーネントキャリアで送信される。
【０３５９】
　ＤＳは、基地局装置３が停止の状態（off state, dormant mode, deactivation）で送
信される。また、ＤＳは、基地局装置３が起動の状態（on state, active mode, activat
ion）であっても送信されてもよい。
【０３６０】
　ＤＳは、それぞれの基地局装置（セル、送信ポイント）で独立に設定できる。例えば、
複数のスモールセルは、互いに異なる設定のＤＳを、互いに異なるリソースを用いて送信
される。
【０３６１】
　基地局装置３は、端末装置１に対して、ＤＳに関するリストと、ＤＳの測定（検出、モ
ニタリング、送信）タイミングを設定する。ＤＳに関するリストは、端末装置１が受信す
る可能性のあるＤＳを送信する基地局装置に関連する情報のリストである。例えば、ＤＳ
に関するリストは、ＤＳを送信する送信ポイントの送信ポイントＩＤのリストである。複
数の送信ポイントは、端末装置１に対して設定されたＤＳの測定タイミングに基づいて、
それぞれの送信ポイントに固有のＤＳを送信する。端末装置１は、基地局装置３に設定さ
れたＤＳに関するリストと、ＤＳの測定タイミングに基づいて、ＤＳの測定を行なう。例
えば、端末装置１は、ＤＳの測定タイミングに基づいて決まるサブフレームまたはリソー
スで、ＤＳに関するリストに基づいて決まるＤＳを測定する。また、端末装置１は、ＤＳ
の測定による測定結果を基地局装置３に報告する。
【０３６２】
　それぞれの送信ポイントは、ＤＳを１つのサブフレームで送信する。すなわち、それぞ
れの送信ポイントは、１つのＤＳに関連するＰＳＳと、ＳＳＳと、ＣＲＳおよび／または
ＣＳＩ－ＲＳとを、１つのサブフレームで送信する。端末装置１は、１つの送信ポイント
に対応するＤＳが１つのサブフレームで送信されることを期待する。なお、１つのＤＳは
、複数のサブフレームで送信されてもよい。
【０３６３】
　ＤＳの送信、または、ＤＳの測定タイミングは、時間軸上で周期的に設定される。また
、ＤＳの送信またはＤＳの測定タイミングは、連続のサブフレームで設定されてもよい。



(50) JP WO2016/072495 A1 2016.5.12

10

20

30

40

50

言い換えると、ＤＳは、バースト送信されてもよい。例えば、ＤＳの送信またはＤＳの測
定タイミングは、Ｍサブフレーム周期で、連続するＮサブフレームで設定される。周期内
でＤＳが配置されるサブフレームＬが設定されてもよい。Ｍ、Ｎおよび／またはＬの値は
、上位層で設定される。なお、周期内で連続に送信されるサブフレーム数Ｎは予め規定さ
れてもよい。サブフレーム周期Ｍを長期で設定すると、停止の状態の基地局装置３からＤ
Ｓが送信される回数が減少し、セル間干渉を低減させることができる。なお、Ｍ、Ｎおよ
び／またはＬの値は、停止の状態と起動の状態とで異なる設定が適用されてもよい。また
、Ｍ、Ｎおよび／またはＬの値に対応するパラメータは、上位層シグナリングによって、
通知されてもよい。
【０３６４】
　なお、Ｍに対応するパラメータは、周期だけでなく、サブフレームオフセット（または
開始サブフレーム）が示されてもよい。つまり、Ｍに対応するパラメータは、周期および
／またはサブフレームオフセットと対応付けられたインデックスであってもよい。
【０３６５】
　なお、Ｎに対応するパラメータは、テーブル管理されてもよい。Ｎに対応するパラメー
タの値がそのままサブフレーム数を表さなくてもよい。また、Ｎに対応するパラメータは
、サブフレーム数だけでなく、開始サブフレームが含まれて示されてもよい。
【０３６６】
　なお、Ｌに対応するパラメータは、テーブル管理されてもよい。Ｌに対応するパラメー
タは、周期と対応付けられてもよい。Ｌに対応するパラメータの値が、そのままサブフレ
ームのオフセットを示さなくてもよい。
【０３６７】
　ＤＳが送信される可能性のあるサブフレームまたはＤＳの測定サブフレームにおいて、
端末装置１は、ＤＳの測定に加えて、ＰＤＣＣＨのモニタを行なってもよい。例えば、上
記Ｎに対応するパラメータにおいて、端末装置１は、ＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。そ
の際、端末装置１には、停止の状態のスモールセルに対して、ＰＤＣＣＨをモニタする機
能をサポートしていることが条件であってもよい。
【０３６８】
　ＤＳは、送信ポイントＩＤの情報を含んで送信されてもよい。ここで、送信ポイントＩ
Ｄの情報とは、ＤＳを送信する送信ポイント（セル）を識別するための情報である。例え
ば、送信ポイントＩＤは、物理セル識別子（physical cell ID, physCellID, physical l
ayer cell ID）、ＣＧＩ（Cell Global Identity）、新しいセル識別子（スモールセルＩ
Ｄ（small cell ID）、発見ＩＤ（Discovery ID）、拡張セルＩＤ（extended cell IDな
ど））である。また、送信ポイントＩＤは、ＤＳに含まれるＰＳＳおよびＳＳＳで認識さ
れる物理セル識別子とは異なるＩＤであってもよい。送信ポイントＩＤは、ＤＳに含まれ
るＰＳＳおよびＳＳＳで認識される物理セル識別子に関連付けられるＩＤであってもよい
。例えば、ある送信ポイントＩＤは、ＤＳに含まれるＰＳＳおよびＳＳＳで認識される物
理セル識別子のいずれか１つに関連付けられてもよい。なお、上記のセルに関するＩＤを
ＤＳによって複数送信されてもよい。例えば、物理セル識別子では足りない数のセルを配
置する環境では、ＤＳで物理セル識別子と新しいセル識別子を組み合わせて送信すること
で、実質的に物理セル識別子を拡張させることができる。
【０３６９】
　ＤＳはアンテナポートｐ、・・・、ｐ＋ｎ－１で送信される。ここで、ｎはＤＳを送信
するアンテナポートの総数が示される。ｐ、・・・、ｐ＋ｎ－１の値は、０～２２、１０
７～１１０以外の値が適用されてもよい。すなわち、ＤＳは、他の参照信号に用いられる
アンテナポートとは異なるアンテナポートを用いて送信されてもよい。
【０３７０】
　次に、ＤＳの構成（または設定）の一例について説明する。
【０３７１】
　ＤＳは、複数の構成（structure）および／または設定（configuration）が適用されて
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もよい。ここで、複数の構成とは、複数の信号の構成や設定であってもよい。また、複数
の構成とは、複数の構成を有する信号であってもよい。言い換えると、ＤＳは、複数の信
号から構成されてもよい。例えば、ＤＳは、ＰＳＳと同様の構成（または設定）が適用さ
れてもよい。また、ＤＳは、ＳＳＳと同様の構成（または設定）が適用されてもよい。ま
た、ＤＳは、ＣＲＳと同様の構成（または設定）が適用されてもよい。また、ＤＳは、Ｃ
ＳＩ－ＲＳと同様の構成（または設定）が適用されてもよい。つまり、ＤＳは、第１の信
号から第ｎの信号（ｎは自然数）の構成（または設定）に基づいてもよい。言い換えると
、ＤＳは、第１の構成の信号から第ｎの構成の信号に基づいてもよい。なお、信号の構成
には、無線リソース配置（リソース設定）やサブフレーム設定が含まれてもよい。
【０３７２】
　ＤＳは、目的に応じて、それぞれの構成の信号（無線リソース）が、使い分けられても
よい。例えば、時間領域や周波数領域の同期と、セル識別、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ／ＲＳＳ
Ｉ測定（ＲＲＭ測定）に用いられる信号は、異なる構成の信号を用いて、行なわれてもよ
い。つまり、端末装置１は、第１の信号を用いて、時間領域や周波数領域の同期を行ない
、第２の信号を用いて、セル識別を行ない、第３の信号を用いて、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ測
定を行なってもよい。また、第１の信号および第２の信号を用いて、時間領域や周波数領
域の同期およびセル識別を行ない、第３の信号を用いて、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ／ＲＳＳＩ
測定（ＲＲＭ測定）を行なってもよい。
【０３７３】
　また、ＤＳが複数の構成に基づく信号から生成される場合、特定の構成の信号が送信さ
れることによって、スモールセルのアクティベーション／デアクティベーションの状態が
示されてもよい。例えば、第４の信号（第４の構成の信号）が送信される場合、スモール
セルは、起動の状態にあると端末装置１は、認識し、処理を行なってもよい。つまり、端
末装置１は、第４の信号（第４の構成の信号）を検出することによって、スモールセルを
起動の状態にあると認識してもよい。
【０３７４】
　さらに、第５の信号（第５の構成の信号）を用いて、ＣＳＩ測定を行なってもよい。端
末装置１は、ＣＳＩ測定を行なった場合、ＣＳＩ測定を行なったサブフレームから所定の
サブフレーム後の最初の上りリンクサブフレームで、ＣＳＩ報告を行なってもよい。なお
、ＣＳＩ測定は、第５の信号ではなく、他の信号を用いて、行なってもよい。停止の状態
で、ＣＳＩ測定を行なう場合には、基地局装置３から端末装置１に対して、停止の状態で
ＣＳＩ測定／ＣＳＩ報告を行なうための設定情報が上位層シグナリングを用いて通知され
る。
【０３７５】
　また、スモールセルの起動の状態と停止の状態で、スモールセル（スモールセルを構成
する基地局装置３）から送信されるＤＳの構成が異なってもよい。例えば、停止の状態で
あれば、第１の構成から第３の構成の信号を送信し、起動の状態であれば、第１の構成か
ら第４の構成の信号を送信してもよい。また、起動の状態では、第３の構成の信号ではな
く、第４の構成の信号が送信されてもよい。また、ＳＳＳと同様の構成の信号が複数設定
される場合、スモールセルの停止の状態では、複数の信号が送信されるが、スモールセル
の起動の状態では、１つしか送信されなくてもよい。つまり、ＤＳは、スモールセルの状
態に応じて、その構成が切り替わってもよい。
【０３７６】
　また、ＤＳは、拡張した物理層セル識別子（PCI: Physiccal layer Cell Identity）を
送信するために、複数の信号から構成されてもよい。また、複数の信号を用いて、物理層
セル識別子および送信ポイント識別子（TP ID: Transmission Point Identity）を送信し
てもよい。ここで、複数の信号とは、複数のＳＳＳまたはＳＳＳと同様の構成の信号であ
ってもよい。ここで、複数の信号とは、ＰＳＳとＳＳＳと同様の構成の信号であってもよ
い。また、複数の信号とは、ＰＳＳと複数のＳＳＳと同様の構成の信号であってもよい。
なお、ＴＰＩＤは、仮想セル識別子（VCID: Virtual Cell Identity）であってもよい。
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ＴＰＩＤは、送信ポイント、すなわち、基地局装置３を識別するためのＩＤであってもよ
い。なお、ＶＣＩＤは、信号系列に用いられる識別子であってもよい。言い換えると、Ｄ
Ｓは、第１の構成の信号によって、セルＩＤグループが識別され、第１の構成の信号と第
２の構成の信号によって、セルＩＤが識別され、第１の構成の信号、第２の構成の信号、
第３の構成の信号によって、ＴＰＩＤが識別されてもよい。また、第４の構成の信号によ
って、ＴＰＩＤが拡張されてもよい。
【０３７７】
　なお、ＤＳは、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳとは、個別に設定されてもよい
。すなわち、ＤＳのリソース設定やサブフレーム設定、アンテナポートインデックス、ア
ンテナポート数、系列生成のためのＩＤなどは、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ
とは、独立に（個別に）設定されてもよい。
【０３７８】
　図９は、ＤＳの構成の一例を示す図である。ここで、ＤＳに用いられる系列（信号系列
、参照信号系列）は、周波数軸上のZadoff-Chu系列によって生成されてもよい。また、Ｄ
Ｓは、周波数軸上で連続に配置されてもよい。ＤＳは、６リソースブロックを用い、その
うちの６２サブキャリアを用いて送信されてもよい。ＤＳは、前記６リソースブロックの
うちの１０サブキャリアをゼロ電力（Zero power）で送信されてもよい。言い換えると、
ＤＳは、前記６リソースブロックのうちの１０サブキャリアを予約し、信号を送信しなく
てもよい。ＤＳは、ＦＤＤ（フレーム構成タイプ１）の場合にスロット番号０とスロット
番号１０の最後のＯＦＤＭシンボルに配置され、ＴＤＤ（フレーム構成タイプ２）の場合
にサブフレーム１とサブフレーム６の３番目のＯＦＤＭシンボルにマップされる。ＤＳは
、セルＩＤを特定する情報の一部を含んで送信されてもよい。
【０３７９】
　なお、ＤＳは、ＰＳＳと異なるリソースブロック（異なる周波数ポジション）に配置さ
れてもよい。なお、ＤＳは、ＰＳＳと異なるリソースブロック数を用いて送信されてもよ
い。なお、ＤＳは、ＰＳＳと異なるサブキャリア数を用いて送信されてもよい。なお、Ｄ
Ｓは、ＰＳＳと異なるＯＦＤＭシンボルに配置されてもよい。なお、ＤＳはセルＩＤ（Ｐ
ＣＩやＶＣＩＤ）と異なる情報を含んで送信されてもよい。
【０３８０】
　ＤＳの構成の別の一例について説明する。
【０３８１】
　さらに、図９には、ＤＳの構成の別の一例が示されている。ＤＳに用いられる系列（信
号系列、参照信号系列）は、２つの長さ３１のバイナリ系列を連結してインタリーブされ
てもよい。ＤＳの系列は、Ｍ系列に基づいて生成されてもよい。ＤＳは、サブフレーム０
に配置される信号とサブフレーム５に配置される信号と異なる。ＤＳは、ＦＤＤの場合に
スロット番号０とスロット番号１０の６番目のＯＦＤＭシンボルに配置され、ＴＤＤの場
合にスロット番号１とスロット番号１１の７番目のＯＦＤＭシンボルに配置される。言い
換えると、ＦＤＤの場合にスロット番号０とスロット番号１０の最後から２番目のＯＦＤ
Ｍシンボルに配置され、ＴＤＤの場合にスロット番号１とスロット番号１１の最後のＯＦ
ＤＭシンボルに配置される。その際、ＤＳは、セルＩＤを特定する情報の一部を含んで送
信されてもよい。
【０３８２】
　なお、ＤＳは、ＳＳＳと異なるリソースブロック（異なる周波数ポジション）に配置さ
れてもよい。なお、ＤＳは、ＳＳＳと異なるリソースブロック数を用いて送信されてもよ
い。なお、ＤＳは、ＳＳＳと異なるサブキャリア数を用いて送信されてもよい。なお、Ｄ
Ｓは、ＳＳＳと異なるＯＦＤＭシンボルに配置されてもよい。なお、ＤＳはセルＩＤと異
なる情報を含んで送信されてもよい。
【０３８３】
　なお、前記ＤＳが送信されるサブフレーム数は限定されない。例えば、前記ＤＳはサブ
フレーム０、１、５、６に送信されてもよい。すなわち、ＳＳＳの構成に基づく複数のＤ
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Ｓが送信されてもよい。この場合、多くの情報を前記ＤＳに含めて送信することができる
。また、この場合、直交系列数が増加するため、セル間干渉を抑圧する効果がある。
【０３８４】
　さらに、図１０には、ＤＳの構成の別の一例が示されている。ＤＳの信号は、擬似乱数
系列（Pseudo-random sequence）を用いて生成される。前記擬似乱数系列は、例えばGold
系列である。前記擬似乱数系列は、セルＩＤ（ＰＣＩ、ＶＣＩＤ、スクランブル識別子（
scramble ID）、スクランブリング識別子（scrambling Identity）、スクランブリング初
期化識別子（scrambling initialization ID））に基づいて計算される。前記擬似乱数系
列は、ＣＰのタイプに基づいて計算される。前記擬似乱数系列は、スロット番号とスロッ
ト内のＯＦＤＭシンボル番号に基づいて計算される。１つのアンテナポートで送信される
ＤＳのリソースエレメントは、周波数軸上で６サブキャリアの周期で配置される。アンテ
ナポートｐで送信されるＤＳとアンテナポートｐ＋１で送信されるＤＳのリソースエレメ
ントは、３サブキャリア離れて配置される。ＤＳは、セルＩＤに基づいて周波数上をセル
固有にシフトされる。アンテナポートｐで送信されるＤＳとアンテナポートｐ＋１で送信
されるＤＳのリソースエレメントは、ノーマルＣＰの場合はＯＦＤＭシンボル０、４に配
置され、拡張ＣＰの場合はＯＦＤＭシンボル０、３に配置される。アンテナポートｐ＋２
で送信されるＤＳとアンテナポートｐ＋３で送信されるＤＳのリソースエレメントは、Ｏ
ＦＤＭシンボル１に配置される。ＤＳは下りリンクで設定された帯域幅で、広帯域に送信
される。なお、ＤＳの送信帯域幅は、上位層シグナリングを用いて設定されてもよい。Ｄ
Ｓの送信帯域幅は、測定帯域幅と同じであるとみなされてもよい。
【０３８５】
　なお、ＤＳは、ＣＲＳと異なる擬似乱数系列を用いて送信されてもよい。なお、ＤＳは
、ＣＲＳと異なる系列の計算方法を用いてもよい。なお、ＤＳは、ＣＲＳと異なるサブキ
ャリア周期で周波数上に配置されてもよい。なお、ＤＳが送信されるアンテナポートｐと
ＤＳが送信されるアンテナポートｐ＋１のリソースエレメントの配置関係は、アンテナポ
ート０とアンテナポート１の配置関係と異なってもよい。ＤＳは、ＣＲＳと異なる情報に
基づいて周波数上に配置をシフトさせてもよい。なお、ＤＳは、ＣＲＳと異なるＯＦＤＭ
シンボルに配置されてもよい。なお、ＤＳは、ＣＲＳと異なる帯域幅で配置されてもよく
、上位層で設定された帯域幅で配置され、狭帯域に送信してもよい。
【０３８６】
　さらに、図１０には、ＤＳの構成の別の一例が示されている。ＤＳ（図１０のＤ１，Ｄ
２）の系列（信号系列、参照信号系列）は、擬似乱数系列を用いて生成される。前記擬似
乱数系列は、例えば，Gold系列である。前記擬似乱数系列は、上位層からの情報に基づい
て計算される。前記擬似乱数系列は、上位層からの情報が設定されない場合にセルＩＤに
基づいて計算される。前記擬似乱数系列は、ＣＰのタイプに基づいて計算される。前記擬
似乱数系列は、スロット番号とスロット内のＯＦＤＭシンボル番号に基づいて計算される
。ＤＳが配置されるリソースエレメントは、リソース設定番号（DS resource configurat
ion index）によって定められ、図１２の表を用いて算出されてもよい。ここで、ｋ’は
サブキャリア番号、ｌ’はＯＦＤＭシンボル番号、ｎｓはスロット番号を示し、ｎｓｍｏ
ｄ２はサブフレーム内のスロット番号を示す。例えば、設定番号０の場合、ＤＳは、スロ
ット番号０、サブキャリア番号９、ＯＦＤＭシンボル番号５および６のリソースエレメン
トに配置される。ＤＳは下りリンクに対して設定された帯域幅で、広帯域に送信される。
【０３８７】
　なお、ＤＳの系列は、ＣＳＩ－ＲＳと異なる擬似乱数系列を用いてもよい。なお、ＤＳ
の系列は、ＣＳＩ－ＲＳと異なる系列の計算方法に基づいて生成されてもよい。なお、Ｄ
Ｓは、図１２の表に限らず、ＣＳＩ－ＲＳと異なるリソースエレメントに配置できる。な
お、ＤＳは、ＣＳＩ－ＲＳと異なる帯域幅で配置されてもよく、上位層で設定された帯域
幅で配置され、狭帯域に送信してもよい。
【０３８８】
　さらに、図１０には、ＤＳの構成の別の一例が示されている。ＤＳが配置されるリソー
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スエレメントは、リソース設定番号（DS resource configuration index）によって定め
られ、図１２の表を用いて算出される。ここで、ｋ’はサブキャリア番号、ｌ’はＯＦＤ
Ｍシンボル番号、ｎｓはスロット番号を示し、ｎｓｍｏｄ２はサブフレーム内のスロット
番号を示す。例えば、設定番号０の場合、ＤＳは、スロット番号０、サブキャリア番号９
、ＯＦＤＭシンボル番号５および６のリソースエレメントに配置される。ＤＳは下りリン
クに対して設定された帯域幅で、広帯域に送信される。ＤＳは、設定されたリソースエレ
メントにおいてゼロ出力で送信してもよい。言い換えると、基地局装置３は、設定された
リソースエレメントにおいて、ＤＳを送信しなくてもよい。端末装置１の観点から、基地
局装置３からＤＳが送信されないリソースエレメントは、隣接セル（または隣接の基地局
装置）からの干渉測定に用いることができる。また、ＤＳは、図１１のＲ６と同様の構成
であってもよい。
【０３８９】
　図１１には、ＤＳの構成の一例が示される。ＤＳの系列は、擬似乱数系列を用いて生成
される。前記擬似乱数系列は、例えばGold系列である。前記擬似乱数系列は、セルＩＤに
基づいて計算される。前記擬似乱数系列は、ＣＰのタイプに基づいて計算される。前記擬
似乱数系列は、スロット番号とスロット内のＯＦＤＭシンボル番号に基づいて計算される
。１つのアンテナポートで送信されるＤＳは、周波数軸上で６サブキャリアの周期で配置
される。ＤＳは、セルＩＤに基づいて周波数上をセル固有にシフトされる。ＤＳは、ノー
マルＣＰの場合は、スロット０番目のＯＦＤＭシンボル３、５、６に、スロット１番目の
ＯＦＤシンボル１、２、３、５、６に配置され、拡張ＣＰの場合は、スロット０番目のＯ
ＦＤＭシンボル４、５に、スロット１番目のＯＦＤＭシンボル１、２、４、５に配置され
る。ＤＳのリソースエレメントは、ｌ番目のＯＦＤＭシンボルとｌ＋Ｌ番目のＯＦＤＭシ
ンボルで周波数上にＬ分シフトして配置される。ＤＳは下りリンクで設定された帯域幅で
、広帯域に送信される。
【０３９０】
　なお、ＤＳの系列は、ＰＲＳと異なる擬似乱数系列を用いてもよい。なお、ＤＳの系列
は、ＰＲＳと異なる系列の計算方法を用いてもよい。なお、ＤＳは、ＰＲＳと異なるサブ
キャリア周期で周波数上に配置されてもよい。
【０３９１】
　なお、ＤＳは、ＰＲＳと異なるＯＦＤＭシンボルに配置されてもよい。
【０３９２】
　なお、ＤＳは、ＰＲＳと異なる帯域幅で配置されてもよく、上位層で設定された帯域幅
で配置され、狭帯域に送信してもよい。つまり、ＤＳの送信帯域幅または測定帯域幅は、
上位層で設定されてもよい。
【０３９３】
　ＤＳは、ＣＳＩ－ＩＭリソースを含んで構成されてもよい。ＣＳＩ－ＩＭリソースは、
端末装置１が干渉を測定するために用いられるリソースである。例えば、端末装置１は、
ＣＳＩ－ＩＭリソースを、ＣＳＩ測定において干渉を測定するためのリソースまたはＲＳ
ＲＱ測定において干渉を測定するためにリソースとして用いる。ＣＳＩ－ＩＭリソースは
、ＣＳＩ－ＲＳの設定方法と同じ方法を用いて設定される。ＣＳＩ－ＩＭリソースは、ゼ
ロパワーＣＳＩ－ＲＳとして設定されたリソースであるかもしれない。
【０３９４】
　以上、ＤＳの構成について説明したが、上記の一例のみに限らず、ＤＳは、上記の例を
複数組み合わせて構成されてもよい。
【０３９５】
　好ましい組み合わせの具体的な一例を挙げる。ＤＳは、Zadoff-Chu系列で構成された信
号とＭ系列に基づいて構成された信号とGold系列に基づいて構成された信号とを組み合わ
せて構成されてもよい。また、Gold系列に基づいて構成された信号は、Zadoff-Chu系列で
構成された信号と比べて広帯域で構成され、Zadoff-Chu系列に基づいて構成された信号は
、６リソースブロックを用いて送信され、Gold系列に基づいて構成された信号はサブフレ
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ームの全帯域で送信されてもよい。つまり、ＤＳが送信される帯域幅は、上位層によって
設定（configurable）されてもよい。つまり、ＤＳは、異なる系列で異なる構成を有する
信号で構成されることが望ましい。
【０３９６】
　また、ＤＳは、Zadoff-Chu系列で構成された信号とＭ系列に基づいて構成された信号と
Gold系列に基づいて構成された信号とゼロパワーで送信される信号とを組み合わせて構成
されてもよい。また、Gold系列に基づいて構成された信号およびゼロ出力で送信される信
号は、ＤＳの設定情報によってリソースエレメントが指定されてもよい。また、Gold系列
に基づいて構成された信号は、Zadoff-Chu系列で構成された信号と比べて広帯域で構成さ
れ、Zadoff-Chu系列で構成された信号は６リソースブロックを用いて送信され、Gold系列
に基づいて構成された信号はサブフレームの全帯域で送信されてもよい。
【０３９７】
　端末装置１は、ＤＳの設定を専用ＲＲＣシグナリングによって通知されてもよい。ＤＳ
の設定は、ＲＳを送信するセル間で共通の情報と、ＤＳを送信するセル個別の情報が含ま
れる。なお、ＤＳの設定は、後述する測定対象の設定情報に含めて通知されてもよい。
【０３９８】
　ＤＳを送信するセル間で共通の情報には、帯域の中心周波数の情報、帯域幅の情報、サ
ブフレームの情報などが含まれる。
【０３９９】
　ＤＳを送信するセル個別の情報には、帯域の中心周波数の情報、帯域幅の情報、サブフ
レームの情報、リソースエレメントを指定する情報、セルを特定する情報（セルＩＤ、Ｐ
ＣＩ、ＶＣＩＤ）、などが含まれる。
【０４００】
　端末装置１は、ＤＳの設定により、ＤＳが含まれるサブフレームを認知することができ
るため、ＤＳが含まれないサブフレームでは、ＤＳの検出処理を行わなくてもよい。これ
により、端末装置１の消費電力を低減することができる。
【０４０１】
　ＤＳの設定には、第１の構成の信号の設定から第ｎの構成の信号の設定が含まれてもよ
い。例えば、各構成の信号のリソース設定は、個別にセットされてもよい。また、各構成
の信号のサブフレーム設定や送信電力は、共通（または共通の値）であってもよい。また
、ある構成の信号に対してのみ、セルＩＤやアンテナポートインデックス、アンテナポー
ト数がセットされてもよい。また、ＤＳの設定には、ある構成の信号に対して、リソース
設定やサブフレーム設定などが複数セットされてもよい。
【０４０２】
　ＤＳの設定には、ＤＳが送信される周波数を示す情報（パラメータ）が含まれてもよい
。
【０４０３】
　また、ＤＳの設定には、ＤＳが送信される可能性のあるサブフレームのオフセット（オ
フセットの値）を示す情報が含まれてもよい。
【０４０４】
　また、ＤＳの設定には、ＤＳが送信される可能性のあるサブフレーム周期を示す情報が
含まれてもよい。
【０４０５】
　また、ＤＳの設定には、ＤＳの系列を生成するための識別子が含まれてもよい。
【０４０６】
　また、ＤＳの設定には、ＤＳが送信されるアンテナポートを示す情報が含まれてもよい
。
【０４０７】
　また、ＤＳの設定には、ＤＳのバースト送信期間（ＤＳが送信され可能性のあるサブフ
レーム期間）を示す情報が含まれてもよい。
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【０４０８】
　また、ＤＳの設定には、ＤＳをサブフレーム周期中に一度に測定するサブフレーム期間
を示す情報が含まれてもよい。
【０４０９】
　つまり、ＤＳの設定には、ＤＳの送信に必要な情報／パラメータ、および／または、Ｄ
Ｓの受信に必要な情報／パラメータ、および／または、ＤＳの測定に必要な情報／パラメ
ータが含まれてもよい。
【０４１０】
　上記のＤＳの設定に含まれる情報は、各構成の信号毎にセットされてもよい。つまり、
異なる構成の信号毎に、上記の情報が設定されてもよい。
【０４１１】
　ＤＳの設定に関する情報またはパラメータは、上位層シグナリングを用いて送信されて
もよい。また、ＤＳの設定に関する情報またはパラメータは、システムインフォメーショ
ンを用いて送信されてもよい。また、ＤＳの設定の一部の情報／パラメータは、Ｌ１シグ
ナリング（ＤＣＩフォーマット）やＬ２シグナリング（ＭＡＣ　ＣＥ）を用いて送信され
てもよい。
【０４１２】
　ＤＳは、同一周波数における無線インターフェースによる基地局装置間同期（NL：netw
ork listening）のための参照信号（ＬＲＳ：Listening Rerefence Signal）に用いられ
てもよい。
【０４１３】
　以下、ＤＳを用いた無線インターフェースによる基地局装置間同期について説明する。
【０４１４】
　基地局装置間で送信タイミングが同期されることで、ＴＤＤシステムの適用、ｅＩＣＩ
Ｃ、ＣｏＭＰなどのセル間干渉抑圧技術の適用、送信ポイントが異なる基地局間のキャリ
アアグリゲーションの適用が可能となる。しかしながら、スモールセルがバックホールの
遅延が大きい環境、かつ、建物内に配置される場合、バックホールや衛星測位システム（
ＧＳＮＮ：Global Navigation Satellite System）による時刻同期を行うことが困難であ
る。そのため、下りリンクの送信タイミングの同期を行うために、無線インターフェース
を用いる。
【０４１５】
　無線インターフェースによる基地局装置間同期の手順について説明する。初めに、バッ
クホールにより、送信タイミングの基準となる基地局装置３の決定、および、ＬＲＳの送
信タイミングの指定が行われる。また同時に、バックホールにより、送信タイミングの同
期を行う基地局装置３の決定、および、ＬＲＳの受信タイミングの指定が行われる。送信
タイミングの基準となる基地局装置３、送信タイミングの同期を行なう基地局装置３、お
よびＬＲＳの送信／受信タイミングの決定は、基地局装置、ＭＭＥ、またはＳ－ＧＷが行
ってもよい。送信タイミングの基準となる基地局装置３は、バックホールによって通知さ
れた送信タイミングに基づいて下りリンクコンポーネントキャリアまたは下りリンクサブ
フレームでＬＲＳの送信を行う。送信タイミングの同期を行う基地局装置３は、通知され
た受信タイミングでＬＲＳの受信を行い、送信タイミングの同期を行う。なお、ＬＲＳは
、送信タイミングの基準となる基地局装置３が停止の状態であっても送信してもよい。な
お、ＬＲＳは、送信タイミングの同期を行う基地局装置３がアクティベーション／デアク
ティベーションの状態であっても受信してもよい。
【０４１６】
　ＴＤＤにおいて、送信タイミングの同期を行う基地局装置３は、ＬＲＳを受信する間は
下りリンク信号の送信を停止し、無線信号の受信処理を行う。言い換えると、送信タイミ
ングの同期を行う基地局装置３は、ＬＲＳを受信する間は上りリンクサブフレームで設定
される。ここで、送信タイミングの同期を行う基地局装置３に接続される端末装置１は、
送信タイミングの同期を行う基地局装置３がリスニングＲＳを受信する間は停止の状態だ
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と認識する。すなわち、端末装置１は、送信タイミングの同期を行う基地局装置３からＰ
ＳＳ／ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、ＣＲＳ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨおよびＰＤＣＣＨが送信さ
れないと認識する。端末装置１は、基地局装置３よりリスニングＲＳを受信するタイミン
グが通知される。言い換えると、端末装置１は、基地局装置３より停止の状態が通知され
る。端末装置１は、ＬＲＳを受信するタイミングにおいて、基地局装置３に対する測定を
行わない。なお、送信タイミングの同期を行う基地局装置３に接続される端末装置１は、
送信タイミングの同期を行う基地局装置３がＬＲＳを受信する間は上りリンクサブフレー
ムと認識してもよい。
【０４１７】
　ＦＤＤにおいて、送信タイミングの同期を行う基地局装置３は、ＬＲＳを受信する間は
下りリンク信号の送信を停止し、下りリンクコンポーネントキャリアで受信処理を行う。
ここで、送信タイミングの同期を行う基地局装置３に接続される端末装置１は、送信タイ
ミングの同期を行う基地局装置３がＬＲＳを受信する間は停止の状態だと認識する。すな
わち、端末装置１は、送信タイミングの同期を行う基地局装置３からＰＳＳ／ＳＳＳ、Ｐ
ＢＣＨ、ＣＲＳ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨおよびＰＤＣＣＨが送信されないと認識する
。端末装置１は、基地局装置３よりＬＲＳを受信するタイミングが通知される。言い換え
ると、端末装置１は、基地局装置３より停止の状態が通知される。端末装置１は、ＬＲＳ
を受信するタイミングにおいて、基地局装置３に対する測定を行なわない。
【０４１８】
　なお、端末装置１は、送信タイミングの基準となる基地局装置３から送信されたリスニ
ングＲＳを用いて、セルの検出を行なってもよい。
【０４１９】
　次に、物理層の測定の詳細について説明する。端末装置１は、上位層に報告する物理層
の測定を行なう。物理層の測定には、ＲＳＲＰ（Reference Signal Received Power）、
ＲＳＳＩ（Received Signal Strength Indicator）、ＲＳＲＱ（Reference Signal Recei
ved Quality）などがある。
【０４２０】
　次に、ＲＳＲＰの詳細について説明する。ＲＳＲＰは参照信号の受信電力として定義さ
れる。ＲＳＲＱは、参照信号の受信品質として定義される。
【０４２１】
　ＲＳＲＰの一例について説明する。
【０４２２】
　ＲＳＲＰは、考慮される測定周波数帯域幅の中に含まれるＣＲＳが送信されるリソース
エレメントの電力を線形平均した値として定義される。ＲＳＲＰの決定において、アンテ
ナポート０のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントが用いられる。端末装置がア
ンテナポート１のＣＲＳを検出可能であれば、ＲＳＲＰの決定のためにアンテナポート０
のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメント（アンテナポート０に割り当てられたリ
ソースエレメントにマッピングされた無線リソース）に加えてアンテナポート１のＣＲＳ
がマッピングされるリソースエレメント（アンテナポート１に割り当てられたリソースエ
レメントにマッピングされた無線リソース）も用いることができる。以下、アンテナポー
ト０のＣＲＳがマッピングされるリソースエレメントを用いて計算されたＲＳＲＰをＣＲ
ＳベースＲＳＲＰまたは第１のＲＳＲＰと称する。
【０４２３】
　端末装置１は、ＲＲＣアイドル（ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ）状態でイントラ周波数のセルおよ
び／またはインター周波数のセルのＲＳＲＰを測定する。ここで、ＲＲＣアイドル状態の
イントラ周波数のセルとは、端末装置がブロードキャストによってシステム情報が受信さ
れたセルと同じ周波数帯域のセルである。ここで、ＲＲＣアイドル状態のインター周波数
のセルとは、端末装置１がブロードキャストによってシステム情報が受信されたセルと異
なる周波数帯域のセルである。端末装置１は、ＲＲＣ接続（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ
）状態でイントラ周波数のセルおよび／またはインター周波数のセルのＲＳＲＰを測定す
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る。ここで、ＲＲＣ接続状態のイントラ周波数のセルとは、端末装置１がＲＲＣシグナリ
ングまたはブロードキャストによるシステム情報が受信されたセルと同じ周波数帯域のセ
ルである。ここで、ＲＲＣ接続状態のインター周波数のセルとは、端末装置１がＲＲＣシ
グナリングまたはブロードキャストによってシステム情報が受信されたセルと異なる周波
数帯域のセルである。
【０４２４】
　ＲＳＲＰの一例について説明する。
【０４２５】
　ＲＳＲＰは、考慮される測定周波数帯域幅の中に含まれるＤＳが送信されるリソースエ
レメントの電力を線形平均した値として定義される。ＲＳＲＰの決定において、ＤＳがマ
ッピングされるリソースエレメントが用いられる。ＤＳが送信されるリソースエレメント
およびアンテナポートは、上位層で通知される。
【０４２６】
　端末装置１は、ＲＲＣ接続（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）状態でイントラ周波数のセ
ルおよび／またはインター周波数のセルのＲＳＲＰを測定する。
【０４２７】
　ＲＳＳＩの詳細について説明する。ＲＳＳＩは、受信アンテナを用いて観測される総受
信電力で定義される。
【０４２８】
　ＲＳＳＩの一例について説明する。
【０４２９】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、アンテナポート０に対する
参照信号を含んでいると想定したＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均
した値で構成する。言い換えると、ＲＳＳＩは、アンテナポート０のＣＲＳを含んでいる
ＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩは、
リソースブロック数Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルの
サービングセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電
力、などを含む。
【０４３０】
　ＲＳＳＩの一例について説明する。
【０４３１】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、全てのＯＦＤＭシンボルを
観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネ
ルのサービングセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑
音電力、などを含む。
【０４３２】
　ＲＳＳＩの一例について説明する。
【０４３３】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、ＤＳを含んでいないＯＦＤ
Ｍシンボルを観測した総受信電力を線形平均した値で構成される。ＲＳＳＩは、リソース
ブロック数Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルのサービン
グセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電力、など
を含む。ＤＳが送信されるリソースエレメントおよび／またはアンテナポートは、上位層
で通知される。
【０４３４】
　ＲＳＳＩの一例について説明する。
【０４３５】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、ＤＳ（ＣＲＳおよび／また
はＣＳＩ－ＲＳ）を含まないＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した
値で構成する。言い換えると、ＲＳＳＩは、ＤＳ（ＣＲＳおよび／またはＣＳＩ－ＲＳ）
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を含まないＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。Ｒ
ＳＳＩは、リソースブロック数Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一
チャネルのサービングセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力
、熱雑音電力、などを含む。
【０４３６】
　ＲＳＳＩの一例について説明する。
【０４３７】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、ＤＳ（ＣＲＳおよび／また
はＣＳＩ－ＲＳ）を含まないＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した
値と、ＲＳＲＰの値との合計値で構成する。言い換えると、ＲＳＳＩは、ＤＳ（ＣＲＳお
よび／またはＣＳＩ－ＲＳ）を含まないＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線
形平均した値と、ＲＳＲＰの値との合計値で構成する。ＲＳＳＩは、リソースブロック数
Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルのサービングセルや非
サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電力、などを含む。
【０４３８】
　以下では、ＲＳＲＱの詳細について説明する。ＲＳＲＱは、ＲＳＲＰとＲＳＳＩの比で
定義され、通信品質の指標である測定対象セルの信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）と同等の
目的で用いられる。ＲＳＲＱにおける、ＲＳＲＰとＲＳＳＩの組み合わせは以下の限りで
はないが、本実施形態において、ＲＳＲＱにおける、ＲＳＲＰとＲＳＳＩの好ましい組み
合わせについて記載する。
【０４３９】
　ＲＳＲＱの一例について説明する。
【０４４０】
　ＲＳＲＱは、Ｎ×ＲＳＲＰ／ＲＳＳＩの式で計算される比として定義される。ここで、
Ｎは、ＲＳＳＩの測定帯域幅に相当するリソースブロック数であり、ＲＳＲＱの分子と分
母は、同じリソースブロックのセットで構成される。ここで、ＲＳＲＰは、第１のＲＳＲ
Ｐである。以下、第１のＲＳＲＰを用いて計算されたＲＳＲＱを用いて計算されたＲＳＲ
ＱをＣＲＳベースＲＳＲＱまたは第１のＲＳＲＱと呼称する。
【０４４１】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、アンテナポート０に対する
参照信号を含んでいるＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構
成される。言い換えると、ＲＳＳＩは、アンテナポート０のＣＲＳ（アンテナポート０に
マップされた無線リソース）を含んでいるＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を
線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩは、リソースブロック数Ｎの帯域幅で観測される。
ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルのサービングセルや非サービングセルからの電力
、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電力、などを含む。ＲＳＲＱの測定を行うための
所定のサブフレームが上位層のシグナリングから指定された場合、ＲＳＳＩは前記指定さ
れたサブフレームにおける全てのＯＦＤＭシンボルから測定される。
【０４４２】
　端末装置１は、ＲＲＣアイドル状態でイントラ周波数のセルおよび／またはインター周
波数のセルのＲＳＲＱを測定する。端末装置１は、ＲＲＣ接続状態でイントラ周波数のセ
ルおよび／またはインター周波数のセルのＲＳＲＱを測定する。
【０４４３】
　ＲＳＲＱの一例について説明する。
【０４４４】
　ＲＳＲＱは、Ｎ×ＲＳＲＰ／ＲＳＳＩの式で計算される比として定義される。ここでＮ
はＲＳＳＩの測定帯域幅のリソースブロック数であり、ＲＳＲＱの分子と分母は同じリソ
ースブロックのセットで構成されなければならない。ここで、ＲＳＲＰは、第２のＲＳＲ
Ｐである。以下、第２のＲＳＲＰを用いて計算されたＲＳＲＱを用いて計算されたＲＳＲ
Ｑを第２のＲＳＲＱと呼称する。
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【０４４５】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、アンテナポート０に対する
参照信号を含んでいると想定したＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均
した値で構成する。言い換えると、ＲＳＳＩは、アンテナポート０のＣＲＳを含んでいる
ＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した値で構成する。ＲＳＳＩは、
リソースブロック数Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルの
サービングセルや非サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電
力、などを含む。ＲＳＲＱの測定を行うための所定のサブフレームが上位層のシグナリン
グから指定された場合、ＲＳＳＩは前記指定されたサブフレームにおける全てのＯＦＤＭ
シンボルから測定される。
【０４４６】
　ＲＳＲＱの一例について説明する。
【０４４７】
　ＲＳＲＱは、Ｎ×ＲＳＲＰ／ＲＳＳＩの式で計算される比として定義される。ここで、
Ｎは、ＲＳＳＩの測定帯域幅に相当するリソースブロック数であり、ＲＳＲＱの分子と分
母は、同じリソースブロックのセットで構成される。ここで、ＲＳＲＰは、ＤＳ（ＰＳＳ
／ＳＳＳ／ＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ）に基づいて測定される。
【０４４８】
　ＲＳＳＩ（Ｅ－ＵＴＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ）は、ＤＳ（ＣＲＳおよび／また
はＣＳＩ－ＲＳ）を含まないＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線形平均した
値と、ＲＳＲＰの値との合計値で構成する。言い換えると、ＲＳＳＩは、ＤＳ（ＣＲＳお
よび／またはＣＳＩ－ＲＳ）を含まないＯＦＤＭシンボルのみを観測した総受信電力を線
形平均した値と、ＲＳＲＰの値との合計値で構成する。ＲＳＳＩは、リソースブロック数
Ｎの帯域幅で観測される。ＲＳＳＩの総受信電力は、同一チャネルのサービングセルや非
サービングセルからの電力、隣接チャネルからの干渉電力、熱雑音電力、などを含む。
【０４４９】
　また、ＲＳＲＱに用いられるＲＳＳＩは、ＲＳＲＰと、測定帯域幅内のＤＳを含まない
ＯＦＤＭシンボルで得られた総受信電力の線形平均値に基づいて得られてもよい。
【０４５０】
　また、ＲＳＲＱに用いられるＲＳＳＩは、測定帯域幅のすべてのＯＦＤＭシンボルで得
られた総受信電力の線形平均値から得られてもよい。
【０４５１】
　また、ＲＳＲＱに用いられるＲＳＳＩは、測定帯域幅内のＤＳを含まないＯＦＤＭシン
ボルで得られた総受信電力の線形平均値から得られてもよい。
【０４５２】
　また、ＲＳＲＱに用いられるＲＳＳＩは、ＤＳを構成するＣＲＳに対するＲＳＳＩ測定
から得られてもよい。
【０４５３】
　測定帯域幅は、ＤＳがＣＳＩ－ＲＳと同様の構成である場合には、５ＭＨｚ以上で設定
されてもよい。
【０４５４】
　測定帯域幅は、ＤＳがＣＳＩ－ＲＳと同様の構成である場合には、６ＲＢｓおよび／ま
たは１５ＲＢｓで設定されてもよい。
【０４５５】
　ＤＳの測定帯域幅は、上位層シグナリングを用いて、設定されてもよい。
【０４５６】
　端末装置１は、ＲＲＣ接続状態でイントラ周波数のセルおよび／またはインター周波数
のセルのＲＳＲＱを測定する。
【０４５７】
　第１の測定の手続き（first measurement procedure）について説明する。第１の測定



(61) JP WO2016/072495 A1 2016.5.12

10

20

30

40

50

とは、第１のＲＳＲＰや第１のＲＳＲＱの測定である。なお、第１の測定とは、第１の信
号（第１の構成の信号）の測定（ＲＲＭ測定、ＲＳＲＰ測定、ＲＳＲＱ測定、ＲＳＳＩ測
定）であってもよい。
【０４５８】
　端末装置１は、物理セル識別子（ＰＣＩ）から、アンテナポート０で送信されるＣＲＳ
が配置されるリソースエレメントを認知する。そして、アンテナポート０で送信されるＣ
ＲＳが配置されるリソースエレメントから第１のＲＳＲＰを測定する。なお、測定に用い
られるサブフレーム数は限定されず、複数のサブフレームにまたがって測定し、平均値を
報告してもよい。次に、アンテナポート０が含まれるＯＦＤＭシンボルを認知し、ＲＳＳ
Ｉの測定を行う。そして、第１のＲＳＲＰとＲＳＳＩから、第１のＲＳＲＱの計算を行う
。なお、第１のＲＳＲＰとＲＳＳＩの測定サブフレームは異なってもよい。
【０４５９】
　なお、第１の測定の手続きに基づいて得られた結果（第１のＲＳＲＰ、第１のＲＳＲＱ
）を第１の測定結果と呼称する。
【０４６０】
　第２の測定の手続き（second measurement procedure）について説明する。第２の測定
とは、第２のＲＳＲＰや第２のＲＳＲＱの測定である。
【０４６１】
　端末装置１は、ＤＳの設定情報から、ＤＳが配置されるリソースエレメントを認知する
。そして、ＤＳが配置されるリソースエレメントから第２のＲＳＲＰを測定する。なお、
測定に用いられるサブフレーム数は限定されず、複数のサブフレームを測定し、それらの
平均値を報告してもよい。次に、ＲＳＳＩの測定を行う。そして、第２のＲＳＲＰとＲＳ
ＳＩから、第２のＲＳＲＱの計算を行う。
【０４６２】
　なお、第２の測定の手続きに基づいて得られた結果（第２のＲＳＲＰ、第２のＲＳＲＱ
、第２のＲＳＳＩ、第２のＲＲＭ）を第２の測定結果と呼称する。なお、第２の測定とは
、第２の信号（第２の構成の信号）の測定（ＲＲＭ測定、ＲＳＲＰ測定、ＲＳＲＱ測定、
ＲＳＳＩ測定）であってもよい。
【０４６３】
　次に、端末装置１で測定された測定値を上位層へ報告する仕組みを説明する。
【０４６４】
　測定のモデルについて説明する。図１３は、測定のモデルの一例を示す図である。
【０４６５】
　測定部１３０１は、第１層フィルタリング部１３０１１、第３層フィルタリング部１３
０１２、およびリポート基準の評価部１３０１３を含んで構成されてもよい。なお、測定
部１３０１は、受信部１０５および上位層処理部１０１の一部の機能を含んで構成されて
もよい。具体的には、第１層フィルタリング部１３０１１は受信部１０５に含まれており
、第３層フィルタリング部１３０１２、およびリポート基準の評価部１３０１３は上位層
処理部１０１に含まれて構成されてもよい。
【０４６６】
　物理層から入力された測定値（サンプル）は、第１層フィルタリング（Layer 1 filter
ing）部１３０１１によってフィルターが掛けられる。第１層フィルタリング部１３０１
１は、例えば、複数の入力値の平均、重み付け平均、チャネル特性に追従した平均などが
適用され、その他のフィルター方法を適用してもよい。第１層から報告された測定値は第
１層フィルタリング部１３０１１のあとに第３層に入力される。第３層フィルタリング（
Layer 3 filtering）部１３０１２に入力された測定値はフィルターが掛けられる。第３
層フィルタリングの設定はＲＲＣシグナリングから提供される。第３層フィルタリング部
１３０１２でフィルタリングされて報告される間隔は、入力された測定間隔と同じである
。リポート基準の評価部１３０１３では、実際に測定値の報告が必要かどうかを検査する
。評価は１つ以上の測定のフローに基づいている。例えば、異なる測定値間の比較などで
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ある。端末装置１は、少なくとも新しい測定結果が報告された度にリポート基準の評価を
行う。リポート基準の設定はＲＲＣシグナリングによって提供される。リポート基準の評
価で測定値の報告が必要だと判断された後、端末装置１は、測定報告情報（測定報告メッ
セージ）を無線インターフェースによって送る。
【０４６７】
　次に、測定（measurement）について説明する。基地局装置３は、端末装置１に対して
、ＲＲＣシグナリング（無線リソース制御信号）のＲＲＣ接続再設定（RRC Connection R
econfiguration）メッセージを使って、測定設定（Measurement configuration）メッセ
ージを送信する。端末装置１は、測定設定（Measurement configuration）メッセージに
含まれるシステム情報を設定するとともに、通知されたシステム情報に従って、サービン
グセル（serving cell）および隣接セル（リストセル（listed cell）および／または検
出セル（detected cell）を含む）に対する測定、イベント評価、測定報告を行う。リス
トセルは、測定対象（Measurement object）にリストされているセル（基地局装置３から
端末装置１へ隣接セルリストとして通知されているセル）であり、検出セルは、測定対象
（Measurement object）によって指示された周波数において端末装置１が検出したが、測
定対象（Measurement object）にはリストされていないセル（隣接セルリストとして通知
されていない端末装置１自身が検出したセル）である。
【０４６８】
　測定（measurement）には、３つのタイプ（周波数内測定（intra-frequency measureme
nts）、周波数間測定（inter-frequency measurements）、無線アクセス技術間測定（int
er-RAT measurements））がある。周波数内測定（intra-frequency measurements）は、
サービングセルの下りリンク周波数（下りリンク周波数）での測定である。周波数間測定
（inter-frequency measurements）は、サービングセルの下りリンク周波数とは異なる周
波数での測定である。無線アクセス技術間測定（inter-RAT measurements）は、サービン
グセルの無線技術（例えばEUTRA）とは異なる無線技術（例えばUTRA、GERAN，CDMA2000な
ど）での測定である。
【０４６９】
　測定設定（Measurement configuration）メッセージには、測定識別子（measId）、測
定対象（Measurement objects）、報告設定（Reporting configurations）の設定の追加
および／または修正および／または削除、物理量設定（quantityConfig）、測定ギャップ
設定（measGapConfig）、サービングセル品質閾値（s-Measure）などが含まれる。
【０４７０】
　物理量設定（quantityConfig）は、測定対象（Measurement objects）がEUTRAの場合、
第３層フィルタリング係数（L3 filtering coefficient）を指定する。第３層フィルタリ
ング係数（L3 filtering coefficient）は、最新の測定結果と、過去のフィルタリング測
定結果との比（割合）を規定する。フィルタリング結果は、端末装置１でイベント評価に
利用される。
【０４７１】
　測定ギャップ設定（measGapConfig）は、測定ギャップパターン（measurement gap pat
tern）の設定や、測定ギャップ（measurement gap）の活性化（activation）／非活性化
（deactivation）を制御するために利用される。測定ギャップ設定（measGapConfig）で
は、測定ギャップを活性化させる場合の情報として、ギャップパターン（gap pattern）
、開始システムフレーム番号（startSFN）、開始サブフレーム番号（startSubframeNumbe
r）が通知される。ギャップパターン（gap pattern）は、測定ギャップ（measurement ga
p）として、どのパターンを使うかを規定する。開始システムフレーム番号（startSFN）
は、測定ギャップ（measurement gap）を開始するシステムフレーム番号（SFN: System F
rame Number）を規定する。開始サブフレーム番号（startSubframeNumber）は、測定ギャ
ップ（measurement gap）を開始するサブフレーム番号を規定する。
【０４７２】
　測定ギャップとは、上りリンク／下りリンク送信がスケジュールされていない場合に、
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端末装置１が測定を行なうために利用する可能性のある期間（時間、サブフレーム）のこ
とである。
【０４７３】
　ＤＳの測定をサポートしている（またはＤＳ設定がセットされた）端末装置１に対して
、測定ギャップが設定された場合、測定ギャップ設定に基づいて規定されたサブフレーム
において（つまり、測定ギャップ上で）、ＤＳの測定を行なってもよい。
【０４７４】
　ＤＳの測定をサポートしている（またはＤＳ設定がセットされた）端末装置１に対して
、測定ギャップが設定された場合、ＤＳ設定に含まれているサブフレーム設定に基づくＤ
Ｓ送信サブフレームが測定ギャップ設定に基づいて規定されたサブフレームと重複してい
れば、測定ギャップ上でＤＳを測定してもよい。ＤＳ送信サブフレームが測定ギャップ上
にあれば、端末装置１は、測定ギャップ上でＤＳを測定してもよい。
【０４７５】
　ＤＳの測定をサポートしている（またはＤＳ設定がセットされた）端末装置１に対して
、測定ギャップが設定された場合、ＤＣＩフォーマットまたはＭＡＣ　ＣＥで、停止の状
態が示されたセルに対してのみ、測定ギャップ上でＤＳを測定してもよい。つまり、起動
の状態が示されたセルに対して、端末装置１は、測定ギャップ上でＤＳの測定を行なわな
くてもよい。基地局装置３は、起動の状態のセルでＤＳを送信しなくてもよい。
【０４７６】
　測定ギャップは、ＤＳ毎またはアクティベーション／デアクティベーションの状態が示
されるセル毎に設定されてもよい。
【０４７７】
　サービングセル品質閾値（s-Measure）は、サービングセル（serving cell）の品質に
関する閾値を表し、端末装置１が測定（measurement）を行う必要があるか否かを制御す
るために利用される。サービングセル品質閾値（s-Measure）は、ＲＳＲＰに対する値と
して設定される。
【０４７８】
　ここで、測定識別子（measId）は、測定対象（Measurement objects）と、報告設定（R
eporting configurations）とをリンクさせるために利用され、具体的には、測定対象識
別子（measObjectId）と報告設定識別子（reportConfigId）とをリンクさせる。測定識別
子（measId）には、一つの測定対象識別子（measObjectId）と一つの報告設定識別子（re
portConfigId）が対応付けられる。測定設定（Measurement configuration）メッセージ
は、測定識別子（measId）、測定対象（Measurement objects）、報告設定（Reporting c
onfigurations）の関係に対して追加・修正・削除することが可能である。
【０４７９】
　measObjectToRemoveListは、指定された測定対象識別子（measObjectId）および指定さ
れた測定対象識別子（measObjectId）に対応する測定対象（Measurement objects）を削
除するコマンドである。この際、指定された測定対象識別子（measObjectId）に対応付け
られたすべての測定識別子（measId）は、削除される。このコマンドは、同時に複数の測
定対象識別子（measObjectId）の指定が可能である。
【０４８０】
　measObjectToAddModifyListは、指定された測定対象識別子（measObjectId）を指定さ
れた測定対象（Measurement objects）に修正、または、指定された測定対象識別子（mea
sObjectId）と指定された測定対象（Measurement objects）を追加するコマンドである。
このコマンドは、同時に複数の測定対象識別子（measObjectId）の指定が可能である。
【０４８１】
　reportConfigToRemoveListは、指定された報告設定識別子（reportConfigId）および指
定された報告設定識別子（reportConfigId）に対応する報告設定（Reporting configurat
ions）を削除するコマンドである。この際、指定された報告設定識別子（reportConfigId
）に対応付けられたすべての測定識別子（measId）は、削除される。このコマンドは、同
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時に複数の報告設定識別子（reportConfigId）の指定が可能である。
【０４８２】
　measIdToRemoveListは、指定された測定識別子（measId）を削除するコマンドである。
この際、指定された測定識別子（measId）に対応付けられた測定対象識別子（measObject
Id）と報告設定識別子（reportConfigId）は、削除されずに維持される。このコマンドは
、同時に複数の測定識別子（measId）の指定が可能である。
【０４８３】
　measIdToAddModifyListは、指定された測定識別子（measId）を指定された測定対象識
別子（measObjectId）と指定された報告設定識別子（reportConfigId）に対応付けるよう
に修正、または、指定された測定対象識別子（measObjectId）と指定された報告設定識別
子（reportConfigId）を指定された測定識別子（measId）に対応付けし、指定された測定
識別子（measId）を追加するコマンドである。このコマンドは、同時に複数の測定識別子
（measId）の指定が可能である。
【０４８４】
　測定対象（Measurement objects）は、無線アクセス技術（RAT：Radio Access Technol
ogy）および周波数ごとに規定されている。また、報告設定（Reporting configurations
）は、EUTRAに対する規定と、EUTRA以外のRATに対する規定がある。
【０４８５】
　測定対象（Measurement objects）には、測定対象識別子（measObjectId）と対応付け
られた測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）などが含まれる。
【０４８６】
　測定対象識別子（measObjectId）は、測定対象（Measurement objects）の設定を識別
するために使用する識別子である。測定対象（Measurement objects）の設定は、前述の
ように、無線アクセス技術（RAT）および周波数ごとに規定されている。測定対象（Measu
rement objects）は、EUTRA、UTRA、GERAN、CDMA2000に対して別途仕様化されている。EU
TRAに対する測定対象（Measurement objects）である測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）
は、EUTRAの隣接セルに対して適用される情報を規定する。また、測定対象EUTRA（measOb
jectEUTRA）のなかで異なる周波数のものは異なる測定対象（Measurement objects）とし
て扱われ、別途、測定対象識別子（measObjectId）が割り当てられる。
【０４８７】
　測定対象の情報の一例について説明する。
【０４８８】
　測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）には、EUTRA搬送波周波数情報（eutra-CarrierInfo
）、測定帯域幅（measurementBandwidth）、アンテナポート１存在情報（presenceAntenn
aPort1）、オフセット周波数（offsetFreq）、隣接セルリスト（neighbour cell list）
に関する情報、ブラックリスト（black list）に関する情報が含まれる。
【０４８９】
　次に、測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）に含まれる情報について説明する。EUTRA搬
送波周波数情報（eutra-CarrierInfo）は、測定対象とする搬送波周波数を指定する。測
定帯域幅（measurementBandwidth）は、測定対象とする搬送波周波数で動作する全ての隣
接セル共通な測定帯域幅を示す。アンテナポート１存在情報（presenceAntennaPort1）は
、測定対象とするセルにおいてアンテナポート１を使用しているか否かを示す。オフセッ
ト周波数（offsetFreq）は、測定対象とする周波数において適用される測定オフセット値
を示す。
【０４９０】
　測定対象の情報の一例について説明する。
【０４９１】
　基地局装置３は、端末装置１に対して、第２の測定を行なわせるためには、第１の測定
とは異なる設定を行なう。例えば、第１の測定と第２の測定とで、測定対象となる信号（
または信号の構成、信号の設定）が異なってもよい。また、第１の測定と第２の測定とで
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、測定対象となる信号にセットされているセルＩＤが異なってもよい。また、第１の測定
と第２の測定とで、測定対象となる信号のアンテナポートが異なってもよい。また、第１
の測定と第２の測定とで、測定対象となる信号の測定周期（または測定サブフレームパタ
ーン）が異なってもよい。つまり、第１の測定と第２の測定は、個別に設定されてもよい
。
【０４９２】
　測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）には、EUTRA搬送波周波数情報（eutra-CarrierInfo
）、測定帯域幅（measurementBandwidth）、ＤＳ設定情報、オフセット周波数（offsetFr
eq）、隣接セルリスト（neighbour cell list）に関する情報、ブラックリスト（black l
ist）に関する情報が含まれる。
【０４９３】
　次に、測定対象EUTRA（measObjectEUTRA）に含まれる情報ついて説明する。EUTRA搬送
波周波数情報（eutra-CarrierInfo）は、測定対象とする搬送波周波数を指定する。測定
帯域幅（measurementBandwidth）は、測定対象とする搬送波周波数で動作する全ての隣接
セル共通な測定帯域幅を示す。ＤＳ設定情報は、端末装置１にＤＳ設定を検出するために
必要な周波数帯で共通な設定情報を通知するために用いられ、例えば、測定対象とするセ
ルにおいて送信されるサブフレーム番号やサブフレーム周期などを示す。オフセット周波
数（offsetFreq）は、測定対象とする周波数において適用される測定オフセット値を示す
。
【０４９４】
　隣接セルリストおよびブラックリストに関する情報の一例について説明する。
【０４９５】
　隣接セルリスト（neighbour cell list）に関する情報は、イベント評価や、測定報告
の対象となる隣接セルに関する情報を含む。隣接セルリスト（neighbour cell list）に
関する情報としては、物理セル識別子（physical cell ID）や、セル固有オフセット（ce
llIndividualOffset、隣接セルに対して適用する測定オフセット値を示す）などが含まれ
ている。この情報は、EUTRAの場合、端末装置１が、既に、報知情報（報知されるシステ
ム情報）から既に取得している隣接セルリスト（neighbour cell list）に対して、追加
・修正または削除を行うための情報として利用される。
【０４９６】
　また、ブラックリスト（black list）に関する情報は、イベント評価や、測定報告の対
象とならない隣接セルに関する情報を含む。ブラックリスト（black list）に関する情報
としては、物理セル識別子（physical cell ID）などが含まれる。この情報は、EUTRAの
場合、端末装置１が、既に、報知情報から取得しているブラックセルリスト（black list
ed cell list）に対して、追加・修正または削除を行うための情報として利用される。
【０４９７】
　隣接セルリストおよびブラックリストに関する情報の一例について説明する。
【０４９８】
　第２の測定を行う場合において、物理セル識別子（ＰＣＩ）では足りないケースで用い
られることが想定される。そのため、物理セル識別子を拡張した新しい隣接セルリストお
よび新しいブラックリストが必要となる。
【０４９９】
　新しい隣接セルリスト（隣接スモールセルリスト（neighbour small cell list））に
関する情報は、イベント評価や、測定報告の対象となる隣接セルに関する情報を含んでも
よい。新しい隣接セルリストに関する情報としては、セルＩＤや、セル固有オフセット（
cellIndividualOffset、隣接セルに対して適用する測定オフセット値を示す）、セル固有
のＤＳ設定情報などが含まれてもよい。ここで、セル固有のＤＳ設定情報とは、セル固有
に設定されるＤＳの情報であり、例えば、用いられるＤＳのリソースエレメントを示す情
報などである。この情報は、EUTRAの場合、端末装置１が、既に、報知情報（報知される
システム情報）から既に取得している新しい隣接セルリストに対して、追加・修正または
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削除を行うための情報として利用される。
【０５００】
　また、新しいブラックリストに関する情報は、イベント評価や、測定報告の対象となら
ない隣接セルに関する情報を含んでもよい。また、新しいブラックリストに関する情報と
しては、セルＩＤなどが含まれてもよい。この情報は、EUTRAの場合、端末装置１が、既
に、報知情報から取得している新しいブラックセルリスト（ブラックスモールセルリスト
（black listed small cell list））に対して、追加・修正または削除を行うための情報
として利用される。
【０５０１】
　ここで、セルＩＤは、例えば、物理セル識別子（physical cell ID、physical layer c
ell ID）、ＣＧＩ（Cell Global Identity/Identifier）、ＥＣＧＩ（E-UTRAN Cell Glob
al Identifier/Identity）、発見ＩＤ（Discovery ID）、仮想セル識別子（virtual cell
ID）、送信ポイントＩＤなどであり、ＤＳで送信されるセル（送信ポイント）ＩＤの情報
に基づいて構成される。また、セルＩＤではなく、系列生成器（スクランブリング系列生
成器、擬似乱数系列生成器）に関連するパラメータであってもよい。
【０５０２】
　なお、ＤＳの設定に、セルＩＤ（または擬似乱数系列生成器に関連するパラメータ（例
えば、スクランブリングＩＤ））が含まれる場合、隣接セルリストは、ＤＳのリストを示
してもよい。つまり、端末装置１は、隣接セルリストにセットされているセルＩＤのＤＳ
の測定を行なってもよい。
【０５０３】
　なお、ＤＳの設定に、セルＩＤが含まれる場合、ブラックリストは、ＤＳのブラックリ
ストを示してもよい。つまり、端末装置１は、ブラックリストにセットされているセルＩ
ＤのＤＳの測定を行なわなくてもよい。
【０５０４】
　次に、報告設定の詳細について説明する。
【０５０５】
　報告設定（Reporting configurations）には、報告設定識別子（reportConfigId）と対
応付けられた報告設定EUTRA（reportConfigEUTRA）などが含まれる。
【０５０６】
　報告設定識別子（reportConfigId）は、測定に関する報告設定（Reporting configurat
ions）を識別するために使用する識別子である。測定に関する報告設定（Reporting conf
igurations）は、前述のように、EUTRAに対する規定と、EUTRA以外のRAT（UTRA、GERAN、
CDMA2000）に対する規定がある。EUTRAに対する報告設定（Reporting configurations）
である報告設定EUTRA（reportConfigEUTRA）は、EUTRAにおける測定の報告に利用するイ
ベントのトリガ条件（triggering criteria）を規定する。
【０５０７】
　また、報告設定EUTRA（reportConfigEUTRA）には、イベント識別子（eventId）、トリ
ガ量（triggerQuantity）、ヒステリシス（hysteresis）、トリガ時間（timeToTrigger）
、報告量（reportQuantity）、最大報告セル数（maxReportCells）、報告間隔（reportIn
terval）、報告回数（reportAmount）が含まれる。
【０５０８】
　イベント識別子（eventId）は、イベントトリガ報告（event triggered reporting）に
関する条件（criteria）を選択するために利用される。ここで、イベントトリガ報告とは
、イベントトリガ条件を満たした場合に、測定を報告する方法である。この他に、イベン
トトリガ条件を満たした場合に、一定間隔で、ある回数だけ測定を報告するというイベン
トトリガ定期報告（event triggered periodic reporting）もある。
【０５０９】
　イベント識別子（eventId）によって指定されたイベントトリガ条件を満たした場合、
端末装置１は、基地局装置３に対して、測定報告（measurement report）を行なう。トリ
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ガ量（triggerQuantity）は、イベントトリガ条件を評価するために利用する量である。
すなわち、ＲＳＲＰ、または、ＲＳＲＱが指定される。すなわち、端末装置１は、このト
リガ量（triggerQuantity）によって指定された量を利用して、下りリンク参照信号の測
定を行い、イベント識別子（eventId）で指定されたイベントトリガ条件を満たしている
か否かを判定する。
【０５１０】
　ヒステリシス（hysteresis）は、イベントトリガ条件で利用されるパラメータである。
トリガ時間（timeToTrigger）は、イベントトリガ条件を満たすべき期間を示す。報告量
（reportQuantity）は、測定報告（measurement report）において報告する量を示す。こ
こでは、トリガ量（triggerQuantity）で指定した量、または、ＲＳＲＰおよびＲＳＲＱ
が指定される。
【０５１１】
　最大報告セル数（maxReportCells）は、測定報告（measurement report）に含めるセル
の最大数を示す。報告間隔（reportInterval）は、定期報告（periodical reporting）ま
たはイベントトリガ定期報告（eventtriggered periodic reporting）に対して利用され
、報告間隔（reportInterval）で示される間隔ごとに定期報告する。報告回数（reportAm
ount）は、必要に応じて、定期報告（periodical reporting）を行う回数を規定する。
【０５１２】
　なお、後述のイベントトリガ条件で利用する閾値パラメータやオフセットパラメータは
、報告設定において、イベント識別子（eventId）と一緒に、端末装置１へ通知される。
【０５１３】
　なお、基地局装置３は、サービングセル品質閾値（s-Measure）を通知する場合と通知
しない場合がある。基地局装置３がサービングセル品質閾値（s-Measure）を通知する場
合、端末装置１は、サービングセルのＲＳＲＰがサービングセル品質閾値（s-Measure）
よりも低いときに、隣接セルの測定と、イベント評価（イベントトリガ条件を満たすか否
か、報告条件（Reporting criteria）の評価とも言う）を行う。一方、基地局装置３がサ
ービングセル品質閾値（s-Measure）を通知しない場合、端末装置１は、サービングセル
（serving cell）のＲＳＲＰによらず、隣接セルの測定と、イベント評価を行う。
【０５１４】
　なお、ＬＡＡセルが設定可能な場合、最大報告セル数は、セルの数に応じて拡張されて
もよい。または、ＬＡＡセルが設定されない場合には、第１の最大報告セル数に基づいて
、測定報告を行ない、ＬＡＡセルが設定された場合には、第２の最大報告セル数に基づい
て、測定報告を行なってもよい。つまり、ＬＡＡセルまたはＬＡＡセルリストが設定され
た場合、最大報告セル数は、ＬＴＥセルとＬＡＡセルで個別に設定されてもよい。
【０５１５】
　なお、ＬＡＡセルが設定可能な場合、サービングセル品質閾値は、ＬＴＥセルとＬＡＡ
セルで個別に設定されてもよい。
【０５１６】
　つまり、ＬＡＡセルが設定可能な場合、報告設定は、ＬＴＥセルとＬＡＡセルで個別に
設定されてもよい。つまり、ＬＡＡセル固有のイベントが設定されてもよい。
【０５１７】
　次に、イベントおよびイベントトリガ条件の詳細について説明する。
【０５１８】
　イベントトリガ条件を満たした端末装置１は、基地局装置３に対して、測定報告（Meas
urement report）を送信する。測定報告（Measurement report）には、測定結果（Measur
ement result）が含まれる。
【０５１９】
　測定報告（measurement report）をするためのイベントトリガ条件には、複数定義され
ており、それぞれ加入条件と離脱条件がある。すなわち、基地局装置３から指定されたイ
ベントに対する加入条件を満たした端末装置１は、基地局装置３に対して測定報告を送信
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する。一方、イベント加入条件を満たして測定報告を送信していた端末装置１は、イベン
ト離脱条件を満たした場合、測定報告の送信を停止する。
【０５２０】
　以下で説明されるイベントおよびイベントトリガ条件の一例は、第１の測定結果または
第２の測定結果のどちらかが用いられる。
【０５２１】
　以下では、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類の指定方法の
一例について説明する。
【０５２２】
　報告設定によって、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類が指
定される。パラメータによって第１の測定結果または第２の測定結果のどちらかを用いて
イベントトリガ条件を評価する。
【０５２３】
　具体的な一例としては、第１の測定結果か第２の測定結果かは、トリガ物理量（trigge
rQuantity）によって指定される。トリガ物理量では、｛第１のＲＳＲＰ、第１のＲＳＲ
Ｑ、第２のＲＳＲＰ、第２のＲＳＲＱ｝と４つの選択欄によって規定されてもよい。また
、｛第１のＲＳＲＰ／第１のＲＳＲＱ｝と｛第２のＲＳＲＰ／第２のＲＳＲＱ｝は、個別
に選択されてもよい。端末装置１は、このトリガ物理量によって指定された物理量を利用
して、下りリンク参照信号の測定を行ない、イベント識別子（eventId）で指定されたイ
ベントトリガ条件を満たしているか否かを判定する。
【０５２４】
　具体的な一例としては、第１の測定結果か第２の測定結果かは、トリガ物理量の他にイ
ベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類を指定する新しいパラメータ
（triggerMeasType）が規定されてもよい。前記新しいパラメータは、第１の測定結果を
用いてイベントトリガ条件を評価することを示す情報、または、第２の測定結果を用いて
イベントトリガ条件を評価することを示す情報がセットされる。例えば、前記新しいパラ
メータに第２の測定結果を用いてイベントトリガ条件を評価することを示す情報がセット
された場合、端末装置１は、第２の測定を行ない、第２の測定結果を用いてイベントトリ
ガ条件を評価する。なお、前記パラメータは、報告する測定結果の種類を指定するパラメ
ータ（reportMeasType）と共有してもよい。
【０５２５】
　なお、サービングセルの測定結果と周辺セルの測定結果との比較などの、１つの条件式
に２つ以上の測定結果を用いるイベントトリガ条件においては、それぞれにイベントトリ
ガ条件を評価するために利用する測定結果の種類を指定してもよい。例えば、サービング
セルの測定結果用の新しいパラメータ（triggerMeasTypeServ）と周辺セルの測定結果用
の新しいパラメータ（triggerMeasTypeNeigh）が規定されてもよい。
【０５２６】
　以下では、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類の指定方法の
一例について説明する。
【０５２７】
　報告設定によって、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類は、
測定を指定する条件に依存して決定される。
【０５２８】
　具体的な一例としては、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類
は、対象セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態に依存して決定される
。例えば、対象セルが起動の状態であれば、第１の測定結果を用いてイベントトリガ条件
が評価され、対象セルが停止の状態であれば、第２の測定結果を用いてイベントトリガ条
件が評価される。
【０５２９】
　具体的な一例としては、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結果の種類
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は、参照信号の検出に依存して決定される。例えば、ＣＲＳが検出されて、ＤＳが検出さ
れなかった場合、第１の測定結果を用いてイベントトリガ条件が評価され、ＣＲＳが検出
されず、ＤＳが検出された場合、第２の測定結果を用いてイベントトリガ条件が評価され
てもよい。また、ＣＲＳとＤＳの両方が検出された場合、受信電力の高い方の測定結果を
用いてイベントトリガ条件が評価されてもよい。また、ＣＲＳとＤＳの両方が検出された
場合、両方の受信電力を平均化した測定結果を用いてイベントトリガ条件が評価されても
よい。また、ＣＲＳとＤＳの両方が検出されなかった場合、イベントトリガ条件は評価さ
れなくてもよい。
【０５３０】
　次に、測定結果の詳細について説明する。
【０５３１】
　この測定結果（Measurement result）は、測定識別子（measId）、サービングセル測定
結果（measResultServing）、EUTRA測定結果リスト（measResultListEUTRA）で構成され
る。ここで、EUTRA測定結果リスト（measResultListEUTRA）には、物理セル識別子（phys
icalCellIdentity）、EUTRAセル測定結果（measResultEUTRA）が含まれる。ここで、測定
識別子（measId）とは、前述のように、測定対象識別子（measObjectId）と報告設定識別
子（reportConfigId）とのリンクに利用されていた識別子である。また、物理セル識別子
（physicalCellIdentity）は、セルを識別するために利用する。EUTRAセル測定結果（mea
sResultEUTRA）は、EUTRAセルに対する測定結果である。隣接セルの測定結果は関連する
イベントの発生時にのみ含まれる。
【０５３２】
　測定結果の一例について説明する。
【０５３３】
　端末装置１は、測定結果に、対象セルに対するＲＳＲＰおよびＲＳＲＱの結果を含んで
報告してもよい。１回で報告されるＲＳＲＰおよびＲＳＲＱは、第１の測定結果または第
２の測定結果のどちらか１つであってもよい。なお、第１の測定結果は、第１の測定から
得られる測定結果であってもよい。また、第２の測定結果は、第２の測定から得られる測
定結果であってもよい。言い換えると、第１の測定結果は、第１の測定に関する設定情報
に基づいて得られた測定結果であり、第２の測定結果は、第２の測定に関する設定情報に
基づいて得られた測定結果である。
【０５３４】
　具体的な一例を挙げると、第１の測定結果か第２の測定結果かを決定するパラメータに
基づいて、測定結果が報告される。第１の測定結果か第２の測定結果かを決定する基準は
、例えば、新しいパラメータ（reportMeasType）である。前記新しいパラメータは、第１
の測定結果を報告することを示す情報、または、第２の測定結果を報告することを示す情
報がセットされてもよい。例えば、前記新しいパラメータに第２の測定結果を報告するこ
とを示す情報がセットされた場合、端末装置１は、前記新しいパラメータを認識し、第２
の測定を行ない、第２の測定結果を測定報告メッセージに載せて送信を行ない、第１の測
定結果は送信しない。、また、前記新しいパラメータは、第１の測定結果および第２の測
定結果を報告することを示す情報がセットされてもよい。
【０５３５】
　なお、前記新しいパラメータは、イベントトリガ条件を評価するために利用する測定結
果の種類を指定するパラメータ（triggerMeasType）と共有してもよい。なお、前記パラ
メータは、測定方法を指定する上位層パラメータと共有してもよい。
【０５３６】
　なお、報告物理量を示すパラメータ（reportQuantity）は、ＲＳＲＰに対するパラメー
タ（reportQuantityRSRP）とＲＳＲＱに対するパラメータ（reportQuantityRSRQ）として
、測定する種類ごとに設定してもよい。例えばreportQuantityRSRPは第１のＲＳＲＰと設
定され、reportQuantityRSRQは第２のＲＳＲＱと設定された場合、端末装置１は、第１の
ＲＳＲＰと第２のＲＳＲＱを送信し、第２のＲＳＲＰと第１のＲＳＲＱは送信しない。
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【０５３７】
　例えば、測定を指定する条件に依存して報告されてもよい。
【０５３８】
　例えば、報告される測定結果の種類は、対象セルのアクティベーション／デアクティベ
ーションの状態に依存して決定されてもよい。
【０５３９】
　例えば、報告される測定結果の種類は、参照信号の検出に依存して決定される。例えば
、ＣＲＳが検出されてＤＳが検出されなかった場合、第１の測定結果が報告され、ＣＲＳ
が検出されずＤＳが検出された場合、第２の測定結果が報告される。ＣＲＳとＤＳの両方
が検出された場合、受信電力の高い方の測定結果が報告される。ＣＲＳとＤＳの両方が検
出されなかった場合、報告されない、または、最低値が報告される。
【０５４０】
　なお、端末装置１は報告された測定結果が第１の測定によって計算された結果か第２の
測定によって計算された結果かを基地局装置３に認知させるために、測定結果にどの測定
の種類がセットされたかを明示するパラメータが追加されてもよい。
【０５４１】
　上記では、イベント、イベントトリガ条件、および測定結果の報告の一例について説明
した。これらの組み合わせによって、端末装置１は、基地局装置３に対して第１の測定結
果および／または第２の測定結果を報告する。本実施形態は、イベント、イベントトリガ
条件、および測定結果の報告の組み合わせは限定されないが、好ましい組み合わせの一例
を以下で説明する。
【０５４２】
　イベント、イベントトリガ条件、および測定結果の報告の組み合わせの一例について説
明する。
【０５４３】
　第１の測定を行う場合には、物理セル識別子が設定される隣接セルリストやブラックリ
ストを含んだ測定対象（measObject）が設定され、また、第１の測定によってトリガされ
るイベントおよびイベントトリガ条件が設定される報告設定（reportConfig）が設定され
、それらがＩＤによって紐付けられることで第１の測定結果（measResults）を含んだ測
定報告メッセージが送信される。更に、第２の測定を行う場合には、拡張されたセルＩＤ
が設定される新しい隣接セルリストや新しいブラックリストを含んだ測定対象（measObje
ct）が設定され、また、第２の測定によってトリガされるイベントおよびイベントトリガ
条件が設定される報告設定（reportConfig）が設定され、それらがＩＤによって紐付けら
れることで第２の測定結果（measResults）を含んだ測定報告メッセージが送信される。
【０５４４】
　すなわち、端末装置１に、第１の測定用の測定対象、報告設定、測定結果と、第２の測
定用の測定対象、報告設定、測定結果が設定される。すなわち、第１の測定結果に対する
報告設定と第２の測定結果に対する報告設定がそれぞれ独立に設定される。
【０５４５】
　イベント、イベントトリガ条件、および測定結果の報告の組み合わせの一例について説
明する。
【０５４６】
　第１の測定を行う場合には、物理セル識別子が設定される隣接セルリストやブラックリ
ストを含んだ測定対象（measObject）が設定され、また、第１の測定によってトリガされ
るイベントおよびイベントトリガ条件が設定される報告設定（reportConfig）が設定され
、それらが測定結果（measResults）とＩＤによって紐付けられる。第２の測定を行う場
合には、拡張されたセルＩＤが設定される新しい隣接セルリストや新しいブラックリスト
を含んだ測定対象（measObject）が設定され、また、第２の測定によってトリガされるイ
ベントおよびイベントトリガ条件が設定される報告設定（reportConfig）が設定され、そ
れらが前記測定結果（measResults）とＩＤによって紐付けられる。第１の測定によって
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トリガされるイベントが発生した場合、測定結果に第１の測定結果が代入され、測定報告
メッセージによって送信される。第２の測定によってトリガされるイベントが発生した場
合、測定結果に第２の測定結果が代入され、測定報告メッセージによって送信される。
【０５４７】
　すなわち、第１の測定用の測定対象、報告設定と、第２の測定用の測定対象、報告設定
が設定され、測定結果は第１の測定と第２の測定でフィールドが共有される。イベントに
よって第１の測定結果または第２の測定結果が送信される。
【０５４８】
　これにより、端末装置１は、第１の測定結果と第２の測定結果を基地局装置３に報告す
ることができる。
【０５４９】
　本実施形態の端末装置１は、基地局装置３と通信する端末装置１であって、第１のＲＳ
（ＣＲＳ）に基づいて第１の測定を行ない、第２のＲＳ（ＤＳ）に基づいて第２の測定を
行う受信部１０５と、前記第１の測定結果と前記第２の測定結果を前記基地局装置３に報
告する上位層処理部１０１と、を備え、第１の状態では、前記第１の測定結果を前記基地
局装置３に報告し、第２の状態では、前記第１の測定結果または前記第２の測定結果を前
記基地局装置３に報告する。
【０５５０】
　一例として、前記第２の状態では、前記第１の測定結果を報告するイベントと前記第２
の測定結果を報告するイベントと、が前記基地局装置３によって設定される。また、一例
として、前記第２の状態では、前記第２の測定を報告するイベントのみが前記基地局装置
３によって設定される。前記第２の測定結果を報告するイベントトリガ条件は、第２の測
定結果を用いて規定される。
【０５５１】
　一例として、前記第１の状態は、前記第２のＲＳの設定情報が通知されていない状態で
あり、前記第２の状態は、前記第２のＲＳの設定情報が前記基地局装置３から通知された
状態である。また、一例として、前記第１の状態は、前記第２の測定情報が設定されてい
ない状態であり、前記第２の状態は、前記第２の測定情報が前記基地局装置３から設定さ
れた状態である。また、一例として、前記第２の状態は、前記第１のＲＳが送信されない
状態である。
【０５５２】
　ＤＳに対する報告設定は、ＣＲＳやＣＳＩ－ＲＳに対する報告設定とは、個別にセット
されてもよい。
【０５５３】
　送信電力やＰＨＲ（Power Headroom）では、パスロスに依存して値が決定される。以下
では、パスロス（伝搬路減衰値）を推定する方法の一例について説明する。
【０５５４】
　サービングセルｃの下りリンクパスロス推定値は、PLc = referenceSignalPower - hig
her layer filtered RSRPの式で端末装置１によって計算される。ここで、referenceSign
alPowerは上位層で与えられる。referenceSignalPowerは、ＣＲＳの送信電力に基づいた
情報である。ここで、higher layer filtered RSRPは上位層でフィルタリングされた参照
サービングセルの第１のＲＳＲＰである。
【０５５５】
　もしサービングセルｃがプライマリーセルを含んだＴＡＧ（pTAG）に所属している場合
、上りリンクプライマリーセルに対して、referenceSignalPowerとhigher layer filtere
d RSRPの参照サービングセルにはプライマリーセルが用いられる。上りリンクセカンダリ
ーセルに対して、referenceSignalPowerとhigher layer filtered RSRPの参照サービング
セルには上位層のパラメータpathlossReferenceLinkingによって設定されたサービングセ
ルが用いられる。もしサービングセルｃがプライマリーセルを含まないＴＡＧ（例えば、
sTAG）に所属している場合、referenceSignalPowerとhigher layer filtered RSRPの参照
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サービングセルにはサービングセルｃが用いられる。
【０５５６】
　パスロスを推定する方法の一例について説明する。
【０５５７】
　サービングセルｃの下りリンクパスロス推定値は、上位層によって設定された場合PLc 
= discoveryReferenceSignalPower - higher layer filtered RSRP2の式で、そうでなけ
ればPLc = referenceSignalPower - higher layer filtered RSRPの式を用いて端末装置
１によって計算される。ここで、referenceSignalPowerは上位層で与えられる。referenc
eSignalPowerは、ＣＲＳの送信電力に基づいた情報である。ここで、higher layer filte
red RSRPは、上位層でフィルタリングされた参照サービングセルの第１のＲＳＲＰである
。ここで、discoveryReferenceSignalPowerは、ＤＳの送信電力に関連するパラメータで
あり、上位層で与えられる。また、higher layer filtered RSRP2は、上位層でフィルタ
リングされた参照サービングセルの第２のＲＳＲＰである。
【０５５８】
　ここで、上位層によって設定された場合とは、例えば、上位層シグナリングを用いて通
知されたＤＳの設定に基づく場合であってもよい。上位層によって設定された場合とは、
例えば、上位層シグナリングを用いて通知された測定の設定に基づく場合であってもよい
。上位層によって設定された場合とは、例えば、上位層シグナリングを用いて通知された
上りリンク送信電力制御の設定に基づく場合であってもよい。つまり、上位層によって設
定された場合とは、上位層シグナリングを用いて、パラメータまたは情報が通知され、端
末装置１に設定された場合が含まれてもよい。
【０５５９】
　もしサービングセルｃがプライマリーセルを含んだＴＡＧに所属している場合、上りリ
ンクプライマリーセルに対して、discoveryReferenceSignalPowerとhigher layer filter
ed RSRP2の参照サービングセルにはプライマリーセルが用いられる。上りリンクセカンダ
リーセルに対して、discoveryReferenceSignalPowerとhigher layer filtered RSRP2の参
照サービングセルには上位層のパラメータpathlossReferenceLinkingによって設定された
サービングセルが用いられる。もしサービングセルｃがプライマリーセルを含まないＴＡ
Ｇに所属している場合、discoveryReferenceSignalPowerとhigher layer filtered RSRP2
の参照サービングセルにはサービングセルｃが用いられる。
【０５６０】
　セカンダリーセルが停止の状態である場合、端末装置１は、以下の処理を行なわなくて
もよい。その処理は、セカンダリーセルでのＳＲＳの送信、セカンダリーセルに対するＣ
ＱＩ（Channel Quality Indicator）／ＰＭＩ（Precoding Matrix Indicator）／ＲＩ（R
ank Indicator）／ＰＴＩ（Precoding Type Indicator）の報告、セカンダリーセルでの
上りリンクデータ（UL-SCH）の送信、セカンダリーセルでのＲＡＣＨの送信、セカンダリ
ーセルでのＰＤＣＣＨのモニタ、セカンダリーセルに対するＰＤＣＣＨのモニタである。
【０５６１】
　セカンダリーセルがスモールセルである場合には、セカンダリーセルが停止の状態であ
っても、端末装置１は、以下の処理を行なってもよい。その処理は、セカンダリーセルで
のＳＲＳの送信、セカンダリーセルに対するＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩの報告、（セ
カンダリーセルでの上りリンクデータ（UL-SCH）の送信）、セカンダリーセルでのＲＡＣ
Ｈの送信、セカンダリーセルでのＰＤＣＣＨのモニタ、セカンダリーセルに対するＰＤＣ
ＣＨのモニタである。
【０５６２】
　停止の状態のセカンダリーセルがスモールセルである場合、端末装置１は、クロスキャ
リアスケジューリングによって、プライマリーセル（プライマリーセルで送信されるＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット））から、セカンダリーセルに対するＳＲＳ
送信の要求がある（ＳＲＳリクエストが送信される）とすれば、セカンダリーセルでＳＲ
Ｓを送信してもよい。つまり、この場合、基地局装置３は、ＳＲＳを受信することを期待
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する。
【０５６３】
　停止の状態のセカンダリーセルがスモールセルである場合、クロスキャリアスケジュー
リングによって、プライマリーセル（プライマリーセルで送信されるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤ
ＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット））から、セカンダリーセルに対するＣＳＩ報告の要求があ
る（ＣＳＩリクエストが送信される）とすれば、端末装置１は、セカンダリーセルに対す
るＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩをプライマリーセルのＰＵＳＣＨを用いて送信してもよ
い。つまり、この場合、基地局装置３は、プライマリーセルのＰＵＳＣＨでセカンダリー
セルに対するＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩを受信することを期待する。
【０５６４】
　停止の状態のセカンダリーセルがスモールセルである場合、クロスキャリアスケジュー
リングによって、プライマリーセル（プライマリーセルで送信されるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤ
ＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット））から、ＰＤＣＣＨオーダーによるランダムアクセスレス
ポンスグラント（ＲＡＲグラント）が送信されるとすれば、端末装置１は、セカンダリー
セルで、ＲＡＣＨ送信を行なってもよい。つまり、この場合、基地局装置３は、セカンダ
リーセルでＲＡＣＨを受信することを期待する。
【０５６５】
　停止の状態のセカンダリーセルがスモールセルである場合、クロスキャリアスケジュー
リングによって、プライマリーセル（プライマリーセルで送信されるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤ
ＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット））から、セカンダリーセルに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩがス
クランブルされたＣＲＣを伴うＤＣＩフォーマットを検出できるとすれば、端末装置１は
、セカンダリーセルで、ＲＡＣＨ送信を行なってもよい。つまり、この場合、基地局装置
３は、セカンダリーセルでＲＡＣＨを受信することを期待する。
【０５６６】
　停止の状態のセカンダリーセルがスモールセルである場合、セカンダリーセルに対して
、ＥＰＤＣＣＨセットの設定（またはＥＰＤＣＣＨ設定）がセットされていなければ、端
末装置１は、セカンダリーセルでＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。つまり、この場合、基
地局装置３は、停止の状態のスモールセルにおいて、ＰＤＣＣＨを送信してもよい。
【０５６７】
　停止の状態のセカンダリーセルがスモールセルである場合、クロスキャリアスケジュー
リングによって、プライマリーセル（プライマリーセルで送信されるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤ
ＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット））からセカンダリーセルに対して、下りリンクグラントや
上りリンクグラント、ＣＳＩリクエストやＳＲＳリクエスト、ランダムアクセスレスポン
スグラントなどが送信される場合、端末装置１は、セカンダリーセルに対するＰＤＣＣＨ
をモニタしてもよい。その際、ＥＰＤＣＣＨセット（またはＥＰＤＣＣＨ設定）の設定が
端末装置１に対してされていない、または、端末装置１にＥＰＤＣＣＨを用いてＤＣＩを
受信する機能がサポートされていない場合にのみ、端末装置１は、セカンダリーセルに対
するＰＤＣＣＨのモニタを行なってもよい。つまり、この場合、基地局装置３は、停止の
状態のスモールセルにおいて、ＰＤＣＣＨを送信してもよい。
【０５６８】
　停止の状態のセカンダリーセルがスモールセルである場合、セカンダリーセルに対して
、上りリンクスケジューリングに関する情報が送信されても、端末装置１は、上りリンク
スケジューリングに関する情報に基づく、上りリンク送信を行なわなくてもよい。つまり
、この場合、基地局装置３は、停止の状態のスモールセルにおいて、上りリンク送信が行
なわれることを期待しない。
【０５６９】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセル（スペシャルセカンダ
リーセル）である場合、端末装置１は、セルフスケジューリングで、セカンダリーセルに
対するＳＲＳ送信の要求がある（ＳＲＳリクエストが送信される）とすれば、セカンダリ
ーセルでＳＲＳを送信してもよい。つまり、この場合、基地局装置３は、ＳＲＳを受信す
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ることを期待する。
【０５７０】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、セルフス
ケジューリングで、セカンダリーセルに対するＣＳＩ報告の要求がある（ＣＳＩリクエス
トが送信される）とすれば、端末装置１は、セカンダリーセルに対するＣＱＩ／ＰＭＩ／
ＲＩ／ＰＴＩをセカンダリーセルのＰＵＳＣＨを用いて送信してもよい。
【０５７１】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、セルフス
ケジューリングで、ＰＤＣＣＨオーダーによるランダムアクセスレスポンスグラント（Ｒ
ＡＲグラント）が送信されるとすれば、端末装置１は、セカンダリーセルで、ＲＡＣＨ送
信を行なってもよい。
【０５７２】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、セルフス
ケジューリングで、セカンダリーセルに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩがスクランブルされたＣ
ＲＣを伴うＤＣＩフォーマットを検出できるとすれば、端末装置１は、セカンダリーセル
で、ＲＡＣＨ送信を行なってもよい。
【０５７３】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、セカンダ
リーセルに対して、ＥＰＤＣＣＨセットの設定がされていなければ、端末装置１は、セカ
ンダリーセルでＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。つまり、端末装置１は、プライマリーセ
カンダリーセルに対して、ＥＰＤＣＣＨセットの設定を受信していなければ、セカンダリ
ーセルでＰＤＣＣＨをモニタする。また、基地局装置３は、プライマリーセカンダリーセ
ルに対して、ＥＰＤＣＣＨセットの設定をセットしていなければ、端末装置１に対するＰ
ＤＣＣＨを、セカンダリーセルで送信してもよい。
【０５７４】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、セルフス
ケジューリングで、セカンダリーセルに対して、下りリンクグラントや上りリンクグラン
ト、ＣＳＩリクエストやＳＲＳリクエスト、ランダムアクセスレスポンスグラントなどが
送信される場合、端末装置１は、セカンダリーセルに対するＰＤＣＣＨをモニタしてもよ
い。その際、ＥＰＤＣＣＨセットの設定が端末装置１に対してされていない、または、端
末装置１にＥＰＤＣＣＨを用いてＤＣＩを受信する機能がサポートされていない場合にの
み、端末装置１は、セカンダリーセルに対するＰＤＣＣＨのモニタを行なってもよい。
【０５７５】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、セルフス
ケジューリングで、セカンダリーセルに対して、上りリンクスケジューリングに関する情
報（ＰＵＳＣＨグラント、ＣＳＩリクエスト、ＳＲＳリクエスト）が送信されるとすれば
、端末装置１は、セカンダリーセルで上りリンクスケジューリングに関する情報に基づく
上りリンク送信を行なってもよい。例えば、セカンダリーセルに対して、ＤＣＩフォーマ
ット０を検出した場合、端末装置１は、セカンダリーセルでＰＵＳＣＨ送信を行なっても
よい。
【０５７６】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセル（スペシャルセカンダ
リーセル）である場合、端末装置１は、クロスキャリアスケジューリングによって、プラ
イマリーセル（プライマリーセルで送信されるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォー
マット））から、セカンダリーセルに対するＳＲＳ送信の要求がある（ＳＲＳリクエスト
が送信される）とすれば、セカンダリーセルでＳＲＳを送信してもよい。その際、端末装
置１は、プライマリーセルとプライマリーセカンダリーセルとのクロスキャリアスケジュ
ーリングを行なう機能をサポートしていてもよい。
【０５７７】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、クロスキ
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ャリアスケジューリングによって、プライマリーセル（プライマリーセルで送信されるＰ
ＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット））から、セカンダリーセルに対するＣＳ
Ｉ報告の要求がある（ＣＳＩリクエストが送信される）とすれば、端末装置１は、セカン
ダリーセルに対するＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩをプライマリーセルのＰＵＳＣＨを用
いて送信してもよい。その際、端末装置１は、プライマリーセルとプライマリーセカンダ
リーセルとのクロスキャリアスケジューリングを行なう機能をサポートしていてもよい。
【０５７８】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、クロスキ
ャリアスケジューリングによって、プライマリーセル（プライマリーセルで送信されるＰ
ＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット））から、ＰＤＣＣＨオーダーによるラン
ダムアクセスレスポンスグラント（ＲＡＲグラント）が送信されるとすれば、端末装置１
は、セカンダリーセルで、ＲＡＣＨ送信を行なってもよい。その際、端末装置１は、プラ
イマリーセルとプライマリーセカンダリーセルとのクロスキャリアスケジューリングを行
なう機能をサポートしていてもよい。この場合、基地局装置３は、クロスキャリアスケジ
ューリングによって、停止の状態のセカンダリーセルに対して、ＰＤＣＣＨオーダーによ
るランダムアクセスレスポンスグラント（ＲＡＲグラント）を送信してもよい。
【０５７９】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、クロスキ
ャリアスケジューリングによって、プライマリーセル（プライマリーセルで送信されるＰ
ＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット））から、セカンダリーセルに対して、Ｒ
Ａ－ＲＮＴＩがスクランブルされたＣＲＣを伴うＤＣＩフォーマットを検出できるとすれ
ば、端末装置１は、セカンダリーセルで、ＲＡＣＨ送信を行なってもよい。その際、端末
装置１は、プライマリーセルとプライマリーセカンダリーセルとのクロスキャリアスケジ
ューリングを行なう機能をサポートしていてもよい。
【０５８０】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、セカンダ
リーセルに対して、ＥＰＤＣＣＨセットの設定がされていなければ、端末装置１は、セカ
ンダリーセルでＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０５８１】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、クロスキ
ャリアスケジューリングによって、プライマリーセル（プライマリーセルで送信されるＰ
ＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット））からセカンダリーセルに対して、下り
リンクグラントや上りリンクグラント、ＣＳＩリクエストやＳＲＳリクエスト、ランダム
アクセスレスポンスグラントなどが送信される場合、端末装置１は、セカンダリーセルに
対するＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。その際、ＥＰＤＣＣＨセットの設定が端末装置１
に対してされていない、または、端末装置１にＥＰＤＣＣＨを用いてＤＣＩを受信する機
能がサポートされていない場合にのみ、端末装置１は、セカンダリーセルに対するＰＤＣ
ＣＨのモニタを行なってもよい。
【０５８２】
　停止の状態のセカンダリーセルに対して、クロスキャリアスケジューリングが無効であ
る場合、端末装置１は、停止の状態のセカンダリーセルでＰＤＣＣＨをモニタしてもよい
。
【０５８３】
　停止の状態のセカンダリーセルに対して、クロスキャリアスケジューリングが無効であ
り、且つ、ＥＰＤＣＣＨに関する種々の設定が受信されていない場合には、端末装置１は
、停止の状態のセカンダリーセルでＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０５８４】
　停止の状態のセカンダリーセルに対して、ＥＰＤＣＣＨ設定および／またはＥＰＤＣＣ
Ｈセットの設定がなければ、端末装置１は、停止の状態のセカンダリーセルで、ＰＤＣＣ
Ｈをモニタしてもよい。また、基地局装置３は、端末装置１に、停止の状態のセカンダリ
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ーセルに対するＥＰＤＣＣＨ設定および／またはＥＰＤＣＣＨセットの設定をセットした
か否かに応じて、停止の状態のセカンダリーセルでＰＤＣＣＨを送信するか否かを決定し
てもよい。
【０５８５】
　停止の状態のセカンダリーセルがプライマリーセカンダリーセルである場合、クロスキ
ャリアスケジューリングによって、プライマリーセルからセカンダリーセルに対して、上
りリンクスケジューリングに関する情報が送信されるとすれば、端末装置１は、上りリン
クスケジューリングに関する情報に基づく、上りリンク送信を行なってもよい。その際、
端末装置１は、プライマリーセルとプライマリーセカンダリーセルとのクロスキャリアス
ケジューリングを行なう機能をサポートしていてもよい。
【０５８６】
　あるサービングセルに対して、端末装置１が、上位層シグナリングによって、送信モー
ド１～９に応じたＰＤＳＣＨデータ送信を受信することを設定され、且つ、端末装置１が
、ＥＰＤＣＣＨをモニタすることを設定されたとすれば、端末装置１は、ドップラーシフ
ト、ドップラースプレッド、平均遅延、遅延スプレッドに関して、サービングセルのアン
テナポート０～３、１０７～１１０が擬似共有配置されていると仮定する。
【０５８７】
　あるサービングセルに対して、端末装置１が、上位層シグナリングによって、送信モー
ド１０に応じたＰＤＳＣＨデータ送信を受信することを設定され、且つ、各ＥＰＤＣＣＨ
－ＰＲＢセットに対して、端末装置１が、ＥＰＤＣＣＨをモニタすることを設定された場
合、さらに、端末装置１は、擬似共有配置（QCL: Quasi Co-Location）タイプＡに応じた
ＰＤＳＣＨを復号することを上位層によって設定されるとすれば、端末装置１は、ドップ
ラーシフト、ドップラースプレッド、平均遅延、遅延スプレッドに関して、サービングセ
ルのアンテナポート０～３とアンテナポート１０７～１１０が擬似共有配置されていると
仮定する。一方、端末装置１は、擬似共有配置タイプＢに応じたＰＤＳＣＨを復号するこ
とを上位層によって設定されるとすれば、端末装置１は、ドップラーシフト、ドップラー
スプレッド、平均遅延、遅延スプレッドに関して、上位層パラメータ（qcl-CSI-RS-Confi
gNZPId）に対応するアンテナポート１５～２２とアンテナポート１０７～１１０が擬似共
有配置されていると仮定する。
【０５８８】
　ＱＣＬタイプＡに設定されている端末装置１は、ドップラーシフト、ドップラースプレ
ッド、平均遅延、遅延スプレッドに関して、サービングセルのアンテナポート０～３とア
ンテナポート１０７～１１０に対応するリソースと擬似共有配置されていると仮定しても
よい。
【０５８９】
　ＱＣＬタイプＢが設定された端末装置１は、ドップラーシフト、ドップラースプレッド
、平均遅延、遅延スプレッドに関して、上位層パラメータ（qcl-CSI-RS-ConfigNZPId）に
対応するアンテナポート１５～２２とアンテナポート１０７～１１０に対応するリソース
と擬似共有配置されていると仮定してもよい。
【０５９０】
　つまり、端末装置１は、上位層パラメータＱＣＬオペレーションに基づいて、タイプＡ
がセットされている場合には、サービングセルのアンテナポート０～３とアンテナポート
１０７～１１０が擬似共有配置されていると仮定し、タイプＢがセットされている場合に
は、上位層パラメータ（qcl-CSI-RS-ConfigNZPId）に対応するアンテナポート１５～２２
とアンテナポート１０７～１１０が擬似共有配置されていると仮定する。言い換えると、
ＥＰＤＣＣＨをモニタすることが設定された端末装置１は、上位層パラメータＱＣＬオペ
レーションに基づいて、タイプＡがセットされている場合には、ＣＲＳとＥＰＤＣＣＨが
擬似共有配置されていると仮定し、タイプＢがセットされている場合には、ＣＳＩ－ＲＳ
とＥＰＤＣＣＨが擬似共有配置されていると仮定する。
【０５９１】
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　あるサービングセルに対して、端末装置１が、上位層シグナリングによって、送信モー
ド１０に応じたＰＤＳＣＨデータ送信を受信することを設定され、且つ、各ＥＰＤＣＣＨ
－ＰＲＢセットに対して、端末装置１が、ＥＰＤＣＣＨをモニタすることを設定された場
合、ＥＰＤＣＣＨリソースエレメントマッピングとＥＰＤＣＣＨアンテナポート擬似共有
配置を決定するために、上位層パラメータ（re-MappingQCL-ConfigId, PDSCH-RE-Mapping
QCL-ConfigId）によって指示されたパラメータセット（PDSCH-RE-MappingQCL-Config）を
用いる。ＥＰＤＣＣＨリソースエレメントマッピングとＥＰＤＣＣＨアンテナポート擬似
共有配置を決定するための、種々のパラメータ（crs-PortsCount, crs-FreqShift, mbsfn
-SubframeConfigList, csi-RS-ConfigZPId, pdsch-Start, qcl-CSI-RS-ConfigNZPId）は
、そのパラメータセットに含まれる。
【０５９２】
　あるサービングセル（セカンダリーセル）において、端末装置１が、上位層シグナリン
グによって、ＤＳを受信することが設定され、且つ、端末装置１が、ＥＰＤＣＣＨをモニ
タすることを設定された場合、ＤＳとＥＰＤＣＣＨリソースエレメントマッピングとＥＰ
ＤＣＣＨアンテナポート擬似共有配置を決定するための、上位層パラメータ（qcl-DS-Con
figId）が設定されてもよい。
【０５９３】
　あるサービングセル（セカンダリーセル）において、端末装置１が、上位層シグナリン
グによって、ＤＳを受信することが設定され、且つ、端末装置１が、ＥＰＤＣＣＨをモニ
タすることを設定された場合、端末装置１は、上位層パラメータ（qcl-DS-ConfigId）に
対応する１つ以上のアンテナポートとアンテナポート１０７～１１０が擬似共有配置され
ていると仮定する。
【０５９４】
　ＤＳに対する、ＥＰＤＣＣＨリソースエレメントマッピングとＥＰＤＣＣＨアンテナポ
ート擬似共有配置を決定するための、種々のパラメータ（ds-PortsCount, ds-FreqShift,
 ds-ConfigZPId, qcl-DS-ConfigNZPId, qcl-DS-ConfigIdなど）がセットされてもよい。
つまり、ＥＰＤＣＣＨとＤＳの擬似共有配置の設定に、ＤＳのアンテナポート数（ds-Por
tsCount）が含まれてもよい。また、ＥＰＤＣＣＨとＤＳの擬似共有配置の設定に、ＤＳ
の周波数シフト（ds-FreqShift）が含まれてもよい。また、ＥＰＤＣＣＨとＤＳの擬似共
有配置の設定に、ゼロパワーＤＳ－ＩＤ（ds-ConfigZPId）が含まれてもよい。また、Ｅ
ＰＤＣＣＨとＤＳの擬似共有配置の設定に、擬似共有配置されるノンゼロパワーＤＳのＩ
Ｄ（qcl-DS-ConfigNZPId）が含まれてもよい。
【０５９５】
　ＥＰＤＣＣＨとの擬似共有配置は、サービングセル（セカンダリーセル）のアクティベ
ーション／デアクティベーションの状態によって、対象となる信号が変わってもよい。例
えば、端末装置１は、サービングセルの停止の状態では、ＤＳとＥＰＤＣＣＨで擬似共有
配置されていると仮定し、サービングセルの起動の状態では、ＣＲＳとＥＰＤＣＣＨで擬
似共有配置されていると仮定してもよい。また、端末装置１は、サービングセルの停止の
状態では、ＣＳＩ－ＲＳとＥＰＤＣＣＨで擬似共有配置されていると仮定し、サービング
セルの起動の状態では、ＣＲＳとＥＰＤＣＣＨで擬似共有配置されていると仮定してもよ
い。また、端末装置１は、サービングセルの停止の状態では、ＣＳＩ－ＲＳとＥＰＤＣＣ
Ｈで擬似共有配置されていると仮定し、サービングセルの起動の状態では、ＣＳＩ－ＲＳ
とＣＲＳとＥＰＤＣＣＨで擬似共有配置されていると仮定してもよい。つまり、端末装置
１は、セットされた設定情報に基づいて、ＥＰＤＣＣＨの擬似共有配置（リソースエレメ
ントマッピングとアンテナポート）を決定する。基地局装置３は、起動の状態と停止の状
態で、ＥＰＤＣＣＨの擬似共有配置を変更する場合、複数のＱＣＬ設定に関する情報を送
信してもよい。
【０５９６】
　次に、ＤＲＸ（Discontinuous Reception）について説明する。
【０５９７】
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　端末装置１は、ＤＲＸを、端末装置１のＣ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ
、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ、ＳＰＳ－ＲＮＴＩに対する端末装置１のＰＤＣＣＨモ
ニタリングの活性化（ＰＤＣＣＨモニタリングを行なうか否か）を制御するために、ＤＲ
Ｘ機能を伴うＲＲＣによって設定されるかもしれない。端末装置１は、ＤＲＸが設定され
ていなければ、ＰＤＣＣＨを連続でモニタし続ける。ＤＲＸを行なうために、複数のタイ
マー（onDurationTimer, drx-InactivityTimer, drx-RetransmissionTimerなど）が端末
装置１に設定される。
【０５９８】
　また、周期（longDRX-Cycle, shortDRX-Cycle）と開始オフセット（drxStartOffset）
が設定されることによって、ＤＲＸ中に、ＰＤＣＣＨをモニタリングするサブフレームが
設定される。ショートＤＲＸに関するパラメータ（drxShortCycleTimer, shortDRX-Cycle
）は、オプションとして設定されてもよい。（ブロードキャストプロセスを除く）ＤＬ　
ＨＡＲＱプロセス毎にＨＡＲＱ　ＲＴＴタイマーが定義される。なお、ＤＲＸ中に、ＰＤ
ＣＣＨをモニタリングできる期間をアクティブタイム（Active Time）と称する。
【０５９９】
　アクティブタイムとは、複数のタイマー（onDurationTimer, drx-InactivityTimer, dr
x-RetransmissionTimer, mac-ContentionResolutionTimer）のうち、少なくとも１つのタ
イマーが起動している時間であってもよい。また、アクティブタイムとは、スケジューリ
ングリクエストがＰＵＣＣＨで送信され、ペンディングされている時間であってもよい。
また、アクティブタイムとは、ペンディングしているＨＡＲＱ送信に対する上りリンクグ
ラントがあり、対応するＨＡＲＱバッファにデータがある時間であってもよい。また、ア
クティブタイムとは、端末装置１によって選択されないプリアンブルに対するランダムア
クセスレスポンスの受信成功後に、端末装置１のＣ－ＲＮＴＩに係る新しい送信を指示す
るＰＤＣＣＨが受信されない時間であってもよい。また、アクティブタイムとは、ＤＲＸ
アクティブタイム（drx-Activetime）として設定されたサブフレーム数であってもよい。
【０６００】
　ＤＲＸが設定されると、端末装置１は、各サブフレームに対して、このサブフレームで
ＨＡＲＱ　ＲＴＴタイマーが満了するか、対応するＨＡＲＱプロセスのデータの復号に成
功しなかったとすれば、対応するＨＡＲＱプロセスに対するＤＲＸ再送タイマー（drx-Re
transmissionTimer）をスタートする。
【０６０１】
　ＤＲＸが設定されると、端末装置１は、各サブフレームに対して、ＤＲＸコマンドＭＡ
Ｃ制御エレメント（ＭＡＣ　ＣＥ）が受信されるとすれば、継続時間タイマー（onDurati
onTimer）およびＤＲＸ不活性タイマー（drx-InactivityTimer）を停止する。
【０６０２】
　継続時間タイマー（onDurationTimer）は、ＤＲＸサイクルの初めに、連続したＰＤＣ
ＣＨサブフレームを規定するために用いられる。
【０６０３】
　ＤＲＸ不活性タイマー（drx-InactivityTimer）は、ある端末装置１に対する初期上り
リンク／下りリンクユーザデータ送信を指示するＰＤＣＣＨが送信されたサブフレームの
後に、連続したＰＤＣＣＨサブフレームの数を規定するために用いられる。
【０６０４】
　ＤＲＸ再送タイマー（drx-RetransmissionTimer）は、下りリンク送信が受信されるま
での連続したＰＤＣＣＨサブフレームの最大数を規定するために用いられる。
【０６０５】
　ＨＡＲＱ　ＲＴＴタイマーは、下りリンクＨＡＲＱ送信が端末装置１によって期待され
る前のサブフレームの最小数（最小量）を規定するために用いられる。
【０６０６】
　ＭＡＣコンテンションレゾリューションタイマー（mac-ContentionResolutionTimer）
は、メッセージ３（ランダムアクセスレスポンスグラントに対応するＰＵＳＣＨ）が送信
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された後の端末装置１がＰＤＣＣＨをモニタする連続したサブフレームの数を規定するた
めに用いられる。
【０６０７】
　ＤＲＸショートサイクルタイマー（drxShortCycleTimer）は、端末装置１がショートＤ
ＲＸサイクルをフォローする連続したサブフレームの数を規定するために用いられる。
【０６０８】
　ＤＲＸ開始オフセット（drxStartOffset）は、ＤＲＸサイクルがスタートするサブフレ
ームを規定するために用いられる。
【０６０９】
　アクティブタイムは、ＤＲＸオペレーションに関連する時間であり、端末装置１がＰＤ
ＣＣＨモニタリングサブフレームにおいてＰＤＣＣＨをモニタする期間（時間）を定義し
ている。
【０６１０】
　ＰＤＣＣＨモニタリングサブフレームは、基本的に、ＰＤＣＣＨサブフレームと同じで
ある。ただし、端末装置１が、あるサービングセルにおいてｅＩＭＴＡが可能な場合、Ｐ
ＤＣＣＨモニタリングサブフレームは、ｅＩＭＴＡに関するＬ１シグナリング（例えば、
ｅＩＭＴＡ－ＲＮＴＩがスクランブルされたＤＣＩフォーマット）によって指示されたＴ
ＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定に応じて、決定された下りリンクサブフレームおよびＤｗＰＴＳを
含むサブフレームのことである。
【０６１１】
　ＤＲＸが設定されると、端末装置１は、各サブフレームに対して、ＤＲＸ不活性タイマ
ーが満了する、または、このサブフレームでＤＲＸコマンドＭＡＣ　ＣＥが受信され、さ
らに、ショートＤＲＸサイクルが設定されているとすれば、ＤＲＸショートサイクルタイ
マー（drxShortCycleTimer）をスタート（再スタート）し、ショートＤＲＸサイクルを利
用する。それ以外では、ロングＤＲＸサイクルを利用する。
【０６１２】
　ＤＲＸが設定されると、端末装置１は、各サブフレームに対して、ＤＲＸショートサイ
クルタイマーが満了すれば、ロングＤＲＸサイクルを利用する。
【０６１３】
　ＤＲＸが設定されると、端末装置１は、各サブフレームに対して、システムフレーム番
号、サブフレーム番号、ショートＤＲＸサイクル（および／またはロングＤＲＸサイクル
）、ＤＲＸ開始オフセット（drxStartOffset）に基づく式が所定の条件を満たす場合、継
続時間タイマーをスタートする。
【０６１４】
　ＤＲＸが設定されると、端末装置１は、各サブフレームに対して、アクティブタイム中
であって、ＰＤＣＣＨサブフレームに対して、そのサブフレームがＨＤ－ＦＤＤ端末装置
オペレーションに対する上りリンク送信に対して必要ではない、または、そのサブフレー
ムが設定された測定ギャップの一部でないとすれば、ＰＤＣＣＨをモニタする。さらに、
ＰＤＣＣＨが下りリンク送信を指示しているとすれば、もしくは、下りリンクアサインメ
ントがこのサブフレームに対して設定されているとすれば、対応するＨＡＲＱプロセスに
対するＨＡＲＱ　ＲＴＴタイマーをスタートし、対応するＨＡＲＱプロセスに対するＤＲ
Ｘ再送タイマーを停止する。また、ＰＤＣＣＨが新しい送信（下りリンクまたは上りリン
ク）を指示している場合、ＤＲＸ不活性タイマーをスタート（または再スタート）する。
【０６１５】
　ＤＲＸが設定されると、端末装置１は、各サブフレームに対して、最新のサブフレーム
ｎにおいて、端末装置１が、すべてのＤＲＸアクティブタイム条件を評価している（サブ
フレームｎ－５を含む）サブフレームｎ－５までに送信されたスケジューリングリクエス
トおよび受信したグラント／アサインメント／ＤＲＸコマンドＭＡＣ　ＣＥを考慮してい
るアクティブタイム中でないとすれば、トリガータイプ０ＳＲＳは送信されない。
【０６１６】
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　ＤＲＸが設定されると、端末装置１は、各サブフレームに対して、ＣＱＩマスキング（
cqi-Mask）が上位層によってセットアップされているとすれば、最新のサブフレームｎに
おいて、継続期間タイマーが、すべてのＤＲＸアクティブタイム条件を評価している（サ
ブフレームｎ－５を含む）サブフレームｎ－５までに受信したグラント／アサインメント
／ＤＲＸコマンドＭＡＣ　ＣＥを考慮しているアクティブタイム中でないとすれば、ＰＵ
ＣＣＨでＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩは報告されない。それ以外には、最新のサブフレ
ームｎにおいて、端末装置１が、すべてのＤＲＸアクティブタイム条件を評価している（
サブフレームｎ－５を含む）サブフレームｎ－５までに受信したグラント／アサインメン
ト／ＤＲＸコマンドＭＡＣ　ＣＥを考慮しているアクティブタイム中でないとすれば、Ｐ
ＵＣＣＨでＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩ（つまり、ＣＳＩ）は報告されない。
【０６１７】
　端末装置１は、ＰＤＣＣＨをモニタしているか否かによらず、端末装置１は、生じる可
能性があるとすれば、ＨＡＲＱフィードバックを受信／送信し、トリガータイプ１ＳＲＳ
を送信してもよい。
【０６１８】
　同じアクティブタイムは、すべての活性サービングセル（activated serving cell(s)
）に対して適用されてもよい。
【０６１９】
　下りリンク空間多重の場合、ＨＡＲＱ　ＲＴＴタイマーが起動中および同じトランスポ
ートブロックの前の送信が最新のサブフレームから少なくともＮサブフレーム前のサブフ
レームで受信される間に、トランスポートブロックが受信されたとすれば、端末装置１は
、それを処理し、ＨＡＲＱ　ＲＴＴタイマーを再スタートしてもよい。ここで、Ｎは、Ｈ
ＡＲＱ　ＲＴＴタイマーまたはＨＡＲＱ　ＲＴＴタイマーにセットされた値に相当する。
【０６２０】
　プライマリーセルにおいて、ＤＲＸが設定され、且つ、セカンダリーセルに対するＤＳ
の設定がセットされている場合、端末装置１は、ＤＳの設定に基づいてセットされる測定
サブフレームとＤＲＸの設定に基づいてセットされるＰＤＣＣＨサブフレームが重複する
場合、重複するサブフレームにおいて、且つ、停止の状態のセカンダリーセルにおいて、
ＤＳの測定およびＰＤＣＣＨのモニタリングを行なってもよい。ＤＲＸのアクティブタイ
ムは、活性サービングセル、つまり、起動の状態のすべてのサービングセルに対して適用
されるが、不活性サービングセル、つまり、停止の状態のサービングセルには適用されな
かった。ＤＳ設定がセットされる場合、そのサービングセル（またはセカンダリーセル）
においては、不活性（deactivation, off state, dormant mode）であってもＤＲＸのア
クティブタイムが適用されてもよい。その際、ＤＳ設定には、サブフレーム設定が含まれ
なくてもよい。つまり、基地局装置３は、ＤＲＸアクティブタイムに基づいて、ＤＳを送
信してもよい。
【０６２１】
　全ての活性サービングセルにおいて、ＤＲＸが設定された場合、ＤＳの設定がセットさ
れた停止状態のスモールセルにおいては、端末装置１は、ＤＲＸによってアクティブタイ
ムとなるサブフレームで、ＤＳを測定してもよい。
【０６２２】
　ＤＲＸ不活性タイマーまたは継続時間タイマーが満了した場合には、端末装置１は、満
了後のサブフレームに対して、ＤＳ測定サブフレームに基づいて測定可能であっても、Ｄ
Ｓの測定は行なわなくてもよい。つまり、端末装置１は、ＤＲＸ不活性タイマーまたは継
続時間タイマーが満了した場合には、以降のＤＳ測定サブフレームで、ＤＳが送信される
ことを期待しない。
【０６２３】
　ＤＲＸが設定された端末装置１において、（スモールセルとして）停止の状態のセカン
ダリーセルに対するＤＳ設定が上位層シグナリングを用いて通知された（提供された、与
えられた）場合、端末装置１は、ＤＲＸのアクティブタイムと重複するセカンダリーセル
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のＤＳ送信サブフレームにおいて、ＤＳのＲＲＭ（ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ／ＲＳＳＩ）測定
を行なってもよい。
【０６２４】
　ＤＲＸの設定（drx-Config）は、ＭＣＧとＳＣＧまたはプライマリーセルとプライマリ
ーセカンダリーセルまたはＭｅＮＢとＳｅＮＢで個別にセットされてもよい。ＳＣＧにお
けるＤＲＸは、プライマリーセカンダリーセルのアクティベーション／デアクティベーシ
ョンの状態が示されてもよい。ＳＣＧに対して、ＤＲＸが設定された場合、ＤＲＸサブフ
レームで、ＤＳとＰＤＣＣＨが送信されてもよい。
【０６２５】
　ここでは、ＤＲＸの設定としているが、ＤＲＸの設定にセットされる種々のパラメータ
は、ＤＴＸ（Discontinuous Transmission）の設定としてセットされてもよい。
【０６２６】
　ＬＡＡセルに対しては、Ｌ１シグナリングで、アクティブタイムを指示するタイマー（
例えば、deactivationTimer）が起動されてもよい。アクティブタイムを指示するタイマ
ーが設定されたセルにおいて、ＲＬＭを行なってもよい。つまり、アクティブタイムが指
示されたセルにおいて、同期内や同期外れを検出してもよい。つまり、端末装置１は、Ｌ
１レベルのＤＲＸ（ダイナミックＤＲＸ）をサポートしている場合には、Ｌ１シグナリン
グでＤＲＸのアクティブタイムが指示されてもよい。ダイナミックＤＲＸは、ロングＤＲ
ＸやショートＤＲＸとは異なるパラメータとして設定されてもよい。
【０６２７】
　端末装置１は、タイマーが満了した場合には、デアクティベーションとみなし、ＤＳ以
外の下りリンク信号の受信は行なわない。なお、ＤＳが設定されていない場合には、端末
装置１は、アクティベーションコマンドを受信するまですべての下りリンク信号の受信は
行なわなくてもよい。
【０６２８】
　本実施形態において、端末装置１は、ダイナミックＤＲＸに関する機能をサポートして
いることを基地局装置３に通知してもよい。
【０６２９】
　ダイナミックＤＲＸは、セル毎に制御されてもよいし、セル間で共通に制御されてもよ
い。なお、ダイナミックＤＲＸは、ＰＣｅｌｌおよび／またはＬＴＥセカンダリーセルに
適用されなくてもよい。
【０６３０】
　端末装置１における同期プロシージャには、セルサーチ、タイミング同期、ＳＣｅｌｌ
アクティベーション／デアクティベーションに対するタイミングが含まれてもよい。また
、タイミング同期には、ＲＬＭ、インターセル同期、送信タイミング調整が含まれてもよ
い。
【０６３１】
　セルサーチは、端末装置１がセルの時間および周波数同期を得て、そのセルの物理層セ
ルＩＤを検出するプロシージャである。Ｅ－ＵＴＲＡセルサーチは、６リソースブロック
以上に対応する変更可能な全送信帯域幅をサポートする。セルサーチを促進するために、
下りリンクにおいて、ＰＳＳ／ＳＳＳが送信される。端末装置１は、アンテナポート０～
３およびサービングセルのＰＳＳ／ＳＳＳに対するアンテナポートがドップラーシフトお
よび平均遅延に関して、擬似共有配置（ＱＣＬ）されてもよい。
【０６３２】
　次に、ＲＬＭ（Radio Link Monitoring）について説明する。
【０６３３】
　ＲＬＭとは、上位層に同期内（in-sync）か同期外れ（out-of-sync）かを示すために、
端末装置１によって、プライマリーセルの下りリンク無線リンク品質がモニタされる。
【０６３４】
　ノンＤＲＸオペレーションにおいて、端末装置１の物理層は、無線フレーム（無線フレ
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ームを構成するサブフレーム数）毎に、ＲＬＭに関連するテストに基づいて定義された閾
値（Qin, Qout）に対して、過去の（前までの）時間周期（previous time period）にわ
たって評価された、無線リンク品質を評価する。
【０６３５】
　ＤＲＸオペレーションにおいて、端末装置１の物理層は、少なくとも１つのＤＲＸ周期
（ＤＲＸ周期を構成するサブフレーム数）毎に、ＲＬＭに関連するテストに基づいて定義
された閾値（Qin, Qout）に対して、過去の（前までの）時間周期（previous time perio
d）にわたって評価された、無線リンク品質を評価する。
【０６３６】
　上位層シグナリングが、ＲＬＭを制限するために、あるサブフレームを指示するとすれ
ば、無線リンク品質は、上位層シグナリングによって指示されたサブフレーム以外のサブ
フレームではモニタされない。つまり、端末装置１は、上位層シグナリングによって、Ｒ
ＬＭを行なうサブフレームが制限された場合、制限されたサブフレームにおいてのみ、無
線リンクモニタリングを行なう。
【０６３７】
　端末装置１の物理層は、無線リンク品質が評価される無線フレームにおいて、無線リン
ク品質が閾値Ｑｏｕｔよりも悪い場合、上位層に同期外れ（out-of-sync）であることを
示す。また、無線リンク品質が閾値Ｑｉｎよりも良い場合、端末装置１の物理層は無線リ
ンク品質が評価される無線フレームにおいて、上位層に同期内（in-sync）であることを
示す。
【０６３８】
　デュアルコネクティビティをサポートしている端末装置１の物理層は、ＰＣｅｌｌとＰ
ＳＣｅｌｌのそれぞれに対して、ＲＬＭを行なってもよい。また、ＰＣｅｌｌとＰＳＣｅ
ｌｌのそれぞれに対して、無線リンク品質に係る閾値が定義されてもよい。
【０６３９】
　デュアルコネクティビティをサポートしている端末装置１の物理層は、無線リンク品質
（同期外れ、同期内）をＰＣｅｌｌとＰＳＣｅｌｌとで、個別にモニタしてもよい。
【０６４０】
　デュアルコネクティビティをサポートしている端末装置１の物理層は、無線リンク品質
を評価する時に、同期外れが所定の回数続いた場合、保護タイマーを起動させる。この保
護タイマーが満了した場合、端末装置１の物理層は、上位層に、そのセルで同期外れが発
生している（言い換えると、物理層問題が検出された）ことを通知する。端末装置１の上
位層は、物理層問題が検出されたセルがＰＣｅｌｌの場合には、ＲＬＦ（Radio Link Fai
lure）が検出されたと、認識する。その際、端末装置１の上位層は、基地局装置３に、Ｐ
ＣｅｌｌでＲＬＦが検出されたことを通知してもよい。なお、端末装置１の上位層は、物
理層問題が検出されたセルがＰＳＣｅｌｌの場合には、ＲＬＦと認識しなくてもよい。ま
た、端末装置１の上位層は、物理層問題が検出されたセルがＰＳＣｅｌｌの場合、ＰＣｅ
ｌｌと同様の処理を行なってもよい。
【０６４１】
　ＬＡＡセルが設定された場合、端末装置１は、ＬＡＡセルに対してＲＬＭを行なっても
よい。つまり、端末装置１は、ＬＡＡセルに対して、下りリンク無線リンク品質をモニタ
してもよい。
【０６４２】
　デアクティベーションのＬＡＡセルに対してＲＬＭを行なう場合、ＤＳに基づく下りリ
ンク無線リンク品質をモニタしてもよい。また、アクティベーションのＬＡＡセルに対し
てＲＬＭを行なう場合、ＣＲＳに基づく下りリンク無線リンク品質をモニタしてもよい。
【０６４３】
　次に、セミパーシステントスケジューリング（ＳＰＳ）について説明する。
【０６４４】
　ＲＲＣ層（上位層シグナリング、上位層）によって、セミパーシステントスケジューリ
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ングが有効であると設定された場合、端末装置１に、以下の情報が提供される。その情報
は、セミパーシステントスケジューリングＣ－ＲＮＴＩ、セミパーシステントスケジュー
リングが上りリンクに対して、有効である場合には、上りリンクセミパーシステントスケ
ジューリングインターバル（semiPersistSchedIntervalUL）とインプリシットにリリース
する前の空の送信の数（implicitReleaseAfter）が提供され、ＴＤＤに対してのみ、２つ
のインターバル設定（twoIntervalsConfig）が上りリンクに対して有効か否か、セミパー
システントスケジューリングが下りリンクに対して有効である場合には、下りリンクセミ
パーシステントスケジューリングインターバル（semiPersistSchedIntervalDL）とセミパ
ーシステントスケジューリングに対して設定されたＨＡＲＱプロセスの数（numberOfConf
SPS-Processes）が提供される。
【０６４５】
　上りリンクもしくは下りリンクに対するセミパーシステントスケジューリングがＲＲＣ
層（上位層シグナリング、上位層）によって無効と設定された場合、対応する設定された
グラントもしくは設定されたアサインメントは無視される。
【０６４６】
　セミパーシステントスケジューリングは、プライマリーセルにだけサポートされる。
【０６４７】
　セミパーシステントスケジューリングは、ＲＮサブフレーム設定を伴うコンビネーショ
ンのＥ－ＵＴＲＡＮのＲＮ通信に対してサポートされない。
【０６４８】
　セミパーシステント下りリンクアサインメントが設定された後で、端末装置１は、ある
条件を満たすシステムフレーム番号とサブフレームにおいて、第Ｎのアサインメントが生
じると、連続しているとみなす。ここで、ある条件とは、端末装置１に設定された下りリ
ンクアサインメントが初期化（または再初期化）された時のシステムフレーム番号（SFNs
tart_time）とサブフレーム（subframestart_time）に基づいて決定されてもよい。
【０６４９】
　セミパーシステント上りリンクグラントが設定された後で、端末装置１は、２つのイン
ターバル設定が、上位層で、有効であると設定されていれば、あるテーブルに基づくサブ
フレームオフセット（Subframe_Offset）をセットし、それ以外の場合、サブフレームオ
フセットを０にセットする。
【０６５０】
　セミパーシステント上りリンクグラントが設定された後で、端末装置１は、ある条件を
満たすシステムフレーム番号とサブフレームにおいて、第Ｎのグラントが生じると、連続
しているとみなす。ここで、ある条件とは、ここで、ある条件とは、端末装置１に設定さ
れた上りリンクグラントが初期化（または再初期化）された時のシステムフレーム番号（
SFNstart_time）とサブフレーム（subframestart_time）に基づいて決定されてもよい。
【０６５１】
　端末装置１は、ゼロＭＡＣ　ＳＤＵ（Service Data Unit）を含む連続するＭＡＣ　Ｐ
ＤＵ（Protocol Data Unit）のインプリシットにリリースする前の空の送信の数が、エン
ティティを多重、構成することによって与えられた直後に、設定された上りリンクグラン
トをクリアする。
【０６５２】
　端末装置１にデュアルコネクティビティを行なう機能がサポートされている場合、ＳＰ
Ｓはプライマリーセルだけでなく、プライマリーセカンダリーセルで行なわれてもよい。
つまり、ＳＰＳ設定は、プライマリーセルだけでなく、プライマリーセカンダリーセルに
対してもセットされてもよい。
【０６５３】
　デュアルコネクティビティを行なう機能をサポートしている端末装置１において、１つ
のＳＰＳ設定しかセットされていない場合には、プライマリーセルに対してだけＳＰＳが
適用されてもよい。
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【０６５４】
　デュアルコネクティビティを行なう機能をサポートしている端末装置１において、１つ
のＳＰＳ設定しかセットされていない場合には、プライマリーセルとプライマリーセカン
ダリーセルにおいて、同じ設定が適用されてもよい。
【０６５５】
　デュアルコネクティビティを行なう機能をサポートしている端末装置１において、プラ
イマリーセルとプライマリーセカンダリーセルそれぞれに対して、下りリンクＳＰＳ設定
および／または上りリンクＳＰＳ設定は、個別にセットされてもよい。つまり、プライマ
リーセルとプライマリーセカンダリーセルに対して、下りリンクＳＰＳ設定および／また
は上りリンクＳＰＳ設定が共通であってもよいし、それぞれ個別に設定されてもよい。Ｓ
ＰＳを下りリンクおよび／または上りリンクで、プライマリーセルとプライマリーセカン
ダリーセルで個別に行なうか否かは、端末装置１から送信される機能情報に基づいて決定
されてもよい。
【０６５６】
　ＬＡＡセルまたはＬＢＴに関するパラメータが設定されたセルに対して、空の送信の数
は、ＯＦＤＭシンボル単位で示されてもよい。また、空の送信の数は、最大送信シンボル
数を示してもよい。
【０６５７】
　次に、プライマリーセカンダリーセルで送信されるＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨにつ
いて説明する。
【０６５８】
　プライマリーセカンダリーセルで送信されるＰＤＣＣＨは、複数の端末装置で共通のパ
ラメータおよび／または予め規定されたパラメータを用いて、スクランブルされてもよい
。なお、複数の端末装置で共通のパラメータが設定されない場合は、物理セル識別子を用
いてスクランブルされる。
【０６５９】
　プライマリーセカンダリーセルで送信されるＰＤＣＣＨは、複数の端末装置で共通のパ
ラメータおよび／または予め規定されたパラメータに基づいてＲＥＧ単位でサイクリック
シフトされてもよい。なお、複数の端末装置で共通のパラメータが設定されない場合は、
物理セル識別子の値に基づいてサイクリックシフトされる。
【０６６０】
　プライマリーセカンダリーセルには、ＵＳＳと、ＵＳＳとは異なるサーチスペースが配
置される。ＵＳＳとは異なるサーチスペースは、複数の端末装置で共通の領域をモニタす
るサーチスペースである。プライマリーセルに配置されるＣＳＳは第１のＣＳＳとも呼称
され、プライマリーセカンダリーセルに配置されるＵＳＳとは異なるサーチスペースは第
２のＣＳＳとも呼称される。
【０６６１】
　第２のＣＳＳは、複数の端末装置で共通のパラメータおよび／または予め規定されたパ
ラメータを用いて設定されるサーチスペースである。複数の端末装置で共通のパラメータ
は、上位層から通知される。複数の端末装置で共通のパラメータの一例として、基地局装
置３（セル、送信ポイント）に固有のパラメータが用いられる。例えば、送信ポイント固
有のパラメータとして、仮想セル識別子、ＴＰＩＤなどが用いられる。複数の端末装置で
共通のパラメータの一例として、端末装置個別に設定可能なパラメータであるが複数の端
末で共通の値が設定されるパラメータである。例えば、複数の端末装置で共通の値が設定
されるパラメータとして、ＲＮＴＩなどが用いられる。
【０６６２】
　第２のＣＳＳに、ＰＤＣＣＨは配置されてもよい。この場合、第２のＣＳＳは、複数の
端末で共通のパラメータおよび／または予め規定されたパラメータを用いて、サーチスペ
ースが開始されるＣＣＥが決定される。具体的には、図１４の式（１）で用いられるＹｋ

の初期値に、複数の端末で共通のＲＮＴＩ（例えば、ＵＥ－ｇｒｏｕｐ－ＲＮＴＩ、ＣＳ
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Ｓ－ＲＮＴＩ）が設定される。また、第２のＣＳＳのサーチスペースが開始されるＣＣＥ
は、上位層パラメータによって端末共通に指定されてもよい。具体的には、図１４の式（
１）で用いられるＹｋは、常に固定の値で、かつ、上位層パラメータ（例えば、ＣＣＥイ
ンデックスを指定するパラメータ）がセットされる。また、Ｙｋは常に０がセットされて
もよい。
【０６６３】
　ＰＤＣＣＨに配置される第２のＣＳＳのアグリゲーションレベルは、４と８をサポート
する。また、アグリゲーションレベル４では４つのＰＤＣＣＨ候補、アグリゲーションレ
ベル８では２つのＰＤＣＣＨ候補が定義される。なお、アグリゲーションレベル１、２、
１６、３２をサポートしてもよい。この場合、ＰＤＣＣＨ候補数を制限することで第２の
ＣＳＳでブラインドデコーディング数を増加させない。例えば、第２のＣＳＳのアグリゲ
ーションレベルで２、４、８がサポートされる場合、各アグリゲーションレベルで２つの
ＰＤＣＣＨ候補が定義される。
【０６６４】
　第２のＣＳＳに、ＥＰＤＣＣＨは配置されてもよい。この場合、第２のＣＳＳは、複数
の端末で共通のパラメータおよび／または予め規定されたパラメータを用いて、サーチス
ペースが開始されるＥＣＣＥが決定される。具体的には、図１４の式（２）で用いられる
Ｙｐ，ｋの初期値に、複数の端末で共通のＲＮＴＩ（例えば、ＵＥ－ｇｒｏｕｐ－ＲＮＴ
Ｉ、ＣＳＳ－ＲＮＴＩ）が設定される。また、第２のＣＳＳのサーチスペースが開始され
るＥＣＣＥは、上位層パラメータによって端末共通に指定されてもよい。具体的には、図
１４の式（２）で用いられるＹｐ，ｋは、常に固定の値で、かつ、上位層パラメータ（例
えば、ＥＣＣＥインデックスを指定するパラメータ）がセットされる。また、Ｙｐ，ｋは
常に０がセットされてもよい。
【０６６５】
　第２のＣＳＳにＥＰＤＣＣＨが配置される場合、第２のＣＳＳに配置されるＥＰＤＣＣ
Ｈセットが設定されてもよい。例えば、ＥＰＤＣＣＨセット０がＵＳＳに配置され、ＥＰ
ＤＣＣＨセット１が第２のＣＳＳに配置されてもよい。また、１つのＥＰＤＣＣＨセット
内がＵＳＳと第２のＣＳＳに配置されてもよい。例えば、ＥＰＤＣＣＨセット０がＵＳＳ
と第２のＣＳＳに配置されてもよい。
【０６６６】
　ＥＰＤＣＣＨが配置される第２のＣＳＳのアグリゲーションレベルは、４と８をサポー
トする。また、アグリゲーションレベル４では４つのＥＰＤＣＣＨ候補、アグリゲーショ
ンレベル８では２つのＥＰＤＣＣＨ候補が定義される。なお、アグリゲーションレベル１
、２、１６、３２をサポートしてもよい。この場合、ＰＤＣＣＨ候補数を制限することで
第２のＣＳＳでブラインドデコーディング数を増加させない。例えば、第２のＣＳＳのア
グリゲーションレベルで２、４、８がサポートされる場合、各アグリゲーションレベルで
２つのＰＤＣＣＨ候補が定義される。
【０６６７】
　第２のＣＳＳでのＰＤＣＣＨモニタリングに用いられるＲＮＴＩの種類の一例について
説明する。
【０６６８】
　第２のＣＳＳには、少なくともランダムアクセス応答の通知を行うＰＤＣＣＨ、特定の
端末装置１に対しＴＰＣコマンドを指示するＰＤＣＣＨ、あるいはＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設
定の通知を行うＰＤＣＣＨを配置することができる。また、ＭｅＮＢとＳｅＮＢ間のバッ
クホールの遅延が大きい場合、ＲＲＣ再設定時であってもＳｅＮＢから送信を行う必要が
ある。すなわち、端末装置１は、ＲＡ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、ＴＰ
Ｃ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ、ｅＩＭＴＡ－ＲＮＴＩ、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴ
Ｉ、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを用いて、第２のＣＳＳに配置されるＰＤＣＣＨ
をモニタする。
【０６６９】
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　一方で、第２のＣＳＳには、システム情報あるいはページングに関する情報が割り当て
られたＰＤＣＣＨを配置する必要がない。また、プライマリーセカンダリーセルはＲＲＣ
接続モードで用いられるため、ＲＲＣ再設定時に必要な下位の送信方式による送信のため
の下りリンク／上りリンクグラントが割り当てられたＰＤＣＣＨを配置する必要がない。
すなわち、端末装置１は、ＳＩ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩを用いて、第２のＣＳＳに配置
されるＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい。
【０６７０】
　第２のＣＳＳでのＰＤＣＣＨモニタリングに用いられるＲＮＴＩの種類の一例について
説明する。
【０６７１】
　第２のＣＳＳには、少なくともランダムアクセス応答の通知を行なうＰＤＣＣＨ、特定
の端末装置１に対しＴＰＣコマンドを指示するＰＤＣＣＨ、あるいはＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ
設定の通知を行うＰＤＣＣＨを配置することができる。すなわち、端末装置１は、少なく
ともＲＡ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ、
ＴＤＤ－ＭｏｄｅＡ－ＲＮＴＩを用いて、第２のＣＳＳに配置されるＰＤＣＣＨをモニタ
する。
【０６７２】
　一方で、第２のＣＳＳには、システム情報あるいはページングに関する情報が割り当て
られたＰＤＣＣＨを配置する必要がない。また、プライマリーセカンダリーセルはＲＲＣ
接続モードで用いられるため、ＲＲＣ再設定時に必要な下位の送信方式による送信のため
の下りリンク／上りリンクグラントが割り当てられたＰＤＣＣＨを配置する必要がない。
すなわち、端末装置１は、ＳＩ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＳＰＳ　Ｃ－
ＲＮＴＩ、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを用いて、第２のＣＳＳに配置されるＰＤ
ＣＣＨをモニタしなくてもよい。
【０６７３】
　なお、第２のＣＳＳに、セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態を指
示する情報が含まれるＰＤＣＣＨを配置してもよい。すなわち、端末装置１は、スモール
セルオン／オフに関連するＲＮＴＩ（ＳＣＥ－ＲＮＴＩ）を用いて、第２のＣＳＳに配置
されるＰＤＣＣＨをモニタする。
【０６７４】
　第２のＣＳＳにより、端末装置１は、プライマリーセカンダリーセルにおいて、ブライ
ンドデコーディング数が増加する。具体的には、セカンダリーセルではＵＳＳのみが配置
されるに対し、プライマリーセカンダリーセルではＵＳＳと第２のＣＳＳの両方が配置さ
れる。第２のＣＳＳのブラインドデコーディング数が第１のＣＳＳのブラインドデコーデ
ィング数と同等とすれば、１２回のブラインドデコーディング数の増加となり、端末装置
１の負担が増大する。
【０６７５】
　第２のＣＳＳにおけるブラインドデコーディング数の削減の一例を説明する。
【０６７６】
　Ｃ－ＲＮＴＩ、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを用いて、
第２のＣＳＳに配置されるＰＤＣＣＨをモニタしない場合、第２のＣＳＳにＤＣＩフォー
マット０／１Ａを配置させないことで、第２のＣＳＳにおけるブラインドデコーディング
数を削減させることができる。
【０６７７】
　このとき、ＤＣＩフォーマット３／３ＡはＤＣＩフォーマット１Ｃのペイロードサイズ
に合わせてパディングされる。もしくは、ＴＰＣコマンドを送信する新しいＤＣＩフォー
マット（ＤＣＩフォーマット３Ｂ）が設定される。
【０６７８】
　ＤＣＩフォーマット３Ｂは、１ビットの電力調整によるＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨに
対するＴＰＣコマンドの送信のために用いられる。端末装置１は、自局に割り当てられた
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インデックス（TPC-Index）に対応するビット情報を検出することによって、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨに対応する送信電力制御コマンドの値を検出することができる。また、
ＤＣＩフォーマット３Ｂは、スクランブルされるＲＮＴＩの種類に応じて、ＰＵＳＣＨに
対する送信電力制御コマンドを示すかＰＵＣＣＨに対する送信電力制御コマンドを示すか
が判別される。ＤＣＩフォーマット３Ｂは、ＤＣＩフォーマット１Ｃのペイロードサイズ
に合わせてパディングされる。
【０６７９】
　これにより、第２のＣＳＳには、ＤＣＩフォーマット１Ｃと同じペイロードサイズの制
御情報のみが配置されるため、ブラインドデコーディング数を削減することができる。具
体的には、第２のＣＳＳにおいて、アグリゲーション４において６つのＰＤＣＣＨ候補と
１種類のビットサイズのＤＣＩフォーマットのデコードを試み、また、アグリゲーション
８において２つのＰＤＣＣＨ候補と１種類のビットサイズのＤＣＩフォーマットのデコー
ドを試みる。すなわち、端末装置１は、第２のＣＳＳにおいて６回のデコードを試みる。
これにより、ＣＳＳにおけるブラインドデコーディング数を半減させることができる。
【０６８０】
　第２のＣＳＳにおけるブラインドデコーディング数の削減の一例を説明する。
【０６８１】
　第２のＣＳＳにおいて、ＤＣＩフォーマット１ＣはＤＣＩフォーマット０と同じペイロ
ードサイズになるまでパディングビットを挿入する。これにより、第２のＣＳＳには、Ｄ
ＣＩフォーマット０と同じペイロードサイズの制御情報のみが配置されるため、ブライン
ドデコーディング数を削減することができる。具体的には、第２のＣＳＳにおいて、アグ
リゲーション４において６つのＰＤＣＣＨ候補と１種類のビットサイズのＤＣＩフォーマ
ットのデコードを試み、また、アグリゲーション８において２つのＰＤＣＣＨ候補と１種
類のビットサイズのＤＣＩフォーマットのデコードを試みる。すなわち、端末装置１は、
第２のＣＳＳにおいて６回のデコードを試みる。これにより、ＣＳＳにおけるブラインド
デコーディング数を半減させることができる。
【０６８２】
　ブラインドデコーディング数の増加の観点から、全ての端末装置１が第２のＣＳＳのモ
ニタリングをサポートする必要はない。そこで、基地局装置３に、端末装置１が第２のＣ
ＳＳをモニタすることが可能か否かの能力を示す情報（ケイパビリティ）が通知されても
よい。
【０６８３】
　処理能力の高い端末装置１は、基地局装置３に、第２のＣＳＳのモニタリングが可能で
あることを示す情報を通知する。一方で、処理能力の低い端末装置１は、基地局装置３に
、第２のＣＳＳのモニタリングが不可能であることを示す情報を通知する。基地局装置３
は、各端末装置１からの第２のＣＳＳをモニタすることが可能か否かの能力を示す情報を
取得し、第２のＣＳＳのモニタリングが可能である端末装置１のみに第２のＣＳＳの設定
を行なう。ここで、基地局装置３は、第２のＣＳＳのモニタリングが可能である端末装置
１をＵＥグループとして設定してもよい。
【０６８４】
　第２のＣＳＳのモニタリングが可能である端末装置１に対しては、基地局装置３は第２
のＣＳＳにＰＤＣＣＨを配置して、ランダムアクセス応答の通知やＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設
定の通知などを行なう。
【０６８５】
　第２のＣＳＳのモニタリングが不可能である端末装置１に対しては、基地局装置３はＵ
ＳＳにＰＤＣＣＨを配置して、ランダムアクセス応答の通知やＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定の
通知などを行う。この際、ブラインドデコーディング数の観点から、ランダムアクセス応
答の通知はＤＣＩフォーマット１Ａが用いられ、またＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定の通知で用
いられるＤＣＩフォーマット１ＣはＤＣＩフォーマット０と同じペイロードサイズまでパ
ディングされる。
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【０６８６】
　これにより、第２のＣＳＳのモニタリングが不可能である処理能力の低い端末装置１に
対しても、ランダムアクセス応答の通知やＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定の通知などを行なうこ
とが可能となる。
【０６８７】
　なお、第２のＣＳＳをモニタすることが可能か否かの能力を示す情報は、デュアルコネ
クティビティモードで運用が可能か否かを示す情報に関連付けて通知されてもよい。すな
わち、デュアルコネクティビティモードで運用が可能であれば、第２のＣＳＳをモニタす
ることが可能であってもよい。
【０６８８】
　スモールセルのセカンダリーセルに対するアクティベーション／デアクティベーション
の状態を指示する情報が、ＤＣＩフォーマット（ＤＣＩフォーマットを伴うＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨ）を用いて、送信される場合の端末装置１および基地局装置３の処理につい
て説明する。
【０６８９】
　あるＤＣＩフォーマットに、複数のセル（スモールセル、セカンダリーセル、サービン
グセル）のそれぞれに対するアクティベーション／デアクティベーションの状態を指示す
る１ビットがセットされてもよい。例えば、アクティベーション／デアクティベーション
の状態を指示する情報が含まれるＤＣＩフォーマットが１５ビットで構成される場合、１
５セル分のアクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する情報が含まれる
ことを意味してもよい。つまり、１ビットでアクティベーション／デアクティベーション
の状態が示されてもよい。また、その１ビットで起動の状態が示される時、同時にその１
ビットに対応するセルに対するＣＳＩリクエストとして認識されてもよい。その１ビット
で起動の状態が示される時、その１ビットに対応するＣＳＩを、受信してから所定のサブ
フレーム後の最初の上りリンクサブフレームで送信する。また、ＤＣＩフォーマットを構
成するビットの位置と、セルインデックス（例えば、サービングセルインデックス、スモ
ールセルインデックス、オン／オフセルインデックスなど）が予め対応付けられてもよい
。
【０６９０】
　なお、ＤＣＩフォーマットでは起動の状態のみを指示してもよい。例えば、１ビットに
おける‘１’は起動を示し、‘０’は前の状態と同状態であること示す。この場合、デア
クティベーションタイマーなどの停止の状態を指示する他の方法と併用されることが好ま
しい。
【０６９１】
　なお、ＤＣＩフォーマットでは停止の状態のみを指示してもよい。例えば、１ビットに
おける‘１’は停止を示し、‘０’は前の状態と同状態であることを示す。この場合、Ｍ
ＡＣ　ＣＥによるアクティベーションの通知などの起動の状態を指示する他の方法と併用
されることが好ましい。
【０６９２】
　あるＤＣＩフォーマットに、複数のセル（スモールセル、セカンダリーセル、サービン
グセル）のそれぞれに対するアクティベーション／デアクティベーションの状態を指示す
るｎビットがセットされてもよい。例えば、アクティベーション／デアクティベーション
の状態を指示する情報が含まれるＤＣＩフォーマットが１５ビットで構成される場合、１
５÷ｎセル分のアクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する情報が含ま
れることを意味してもよい。つまり、ｎビットでアクティベーション／デアクティベーシ
ョンの状態が示されてもよい。例えばｎビットで通知される情報は、ｎサブフレームのセ
ルのアクティベーション／デアクティベーションの状態の情報である。ｎビットにおける
各ビットがサブフレームに対応する。具体的には、８ビットで通知される情報は、８サブ
フレームのアクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する情報である。例
えば、ｎビットで通知される情報は、アクティベーション／デアクティベーションの状態
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のサブフレームパターンを示す情報である。アクティベーション／デアクティベーション
の状態のサブフレームパターンは、予め定められてもよい。アクティベーション／デアク
ティベーションの状態のサブフレームパターンは、上位層で通知されてもよい。具体的に
は、２ビットで通知される情報は、４通りのサブフレームパターンを示す。アクティベー
ション／デアクティベーションの状態を指示するビットの長さは、サブフレームパターン
の種類の最大数に応じて決定される。サブフレームパターンの種類の最大数は、上位層で
設定されてもよい。
【０６９３】
　アクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する情報が含まれるＰＤＣＣ
Ｈ／ＥＰＤＣＣＨは、アクティベーション／デアクティベーションの状態を示すためのＲ
ＮＴＩ（例えば、ＳＣＥ－ＲＮＴＩ）によってスクランブルされる。、あるＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨをＳＣＥ－ＲＮＴＩによってデコードが成功した場合、端末装置１は、その
ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨにアクティベーション／デアクティベーションの状態を示す情
報が含まれていると認識する。これにより、アクティベーション／デアクティベーション
の状態を示す情報が他の制御情報と同じＤＣＩフォーマットに含まれても、アクティベー
ション／デアクティベーションの状態を示すための情報であることを端末装置１に認識さ
せることができる。
【０６９４】
　なお、スモールセルのセカンダリーセルに対するアクティベーション／デアクティベー
ションの状態を指示する情報が、他のＲＮＴＩでスクランブルされた他の制御情報を含ん
だＤＣＩに同梱されてもよい。例えば、ダイナミックＴＤＤにおけるＵＬ／ＤＬ設定７の
状態を用いて、セルの停止の状態が示されてもよい。言い換えると、ＵＬ／ＤＬ設定１～
６はセルの起動の状態を示されてもよい。また、例えば、ダイナミックＴＤＤにおけるＵ
Ｌ／ＤＬ設定を示す情報以外の余ったビットを用いてセルのアクティベーション／デアク
ティベーションの状態を指示してもよい。また、例えば、ＴＰＣコマンドを通知する情報
以外の余ったビットを用いてセルのアクティベーション／デアクティベーションの状態を
指示してもよい。
【０６９５】
　なお、セカンダリーセルに対する起動の状態を指示する情報は、下りリンクグラント／
上りリンクグラントを指示するＤＣＩフォーマットの中にフィールドが設定されて通知さ
れてもよい。例えば、ＤＣＩフォーマット４やＤＣＩフォーマット２Ｄに、サービングセ
ルを指示する３ビットのフィールドが設定される。端末装置１は、下りリンクグラント／
上りリンクグラントのＤＣＩフォーマットで指示されたサービングセルが起動の状態であ
ると認識する。
【０６９６】
　なお、セカンダリーセルに対する停止の状態を指示する情報は、下りリンクグラント／
上りリンクグラントを指示するＤＣＩフォーマットの中にフィールドが設定されて通知さ
れてもよい。例えば、ＤＣＩフォーマット４やＤＣＩフォーマット２Ｄに、サービングセ
ルを指示する３ビットのフィールドが設定される。端末装置１は、下りリンクグラント／
上りリンクグラントのＤＣＩフォーマットで指示されたサービングセルが停止の状態であ
ると認識する。
【０６９７】
　アクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する情報が含まれるＤＣＩフ
ォーマットでは、複数のセルグループをまたいでアクティベーション／デアクティベーシ
ョンの状態を指示しないことが好ましい。例えば、マスターセルグループに所属するセカ
ンダリーセルに対応するアクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する情
報と、セカンダリーセルグループに所属するセカンダリーセルに対応するアクティベーシ
ョン／デアクティベーションの状態を指示する情報は、１つのＤＣＩフォーマットの中に
含まれない。言い換えると、１つのＤＣＩフォーマットの中に含まれるアクティベーショ
ン／デアクティベーションの状態を指示する情報は、１つのセルグループに所属するサー
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ビングセルのみに対応する。
【０６９８】
　マスターセルグループに所属するセルのアクティベーション／デアクティベーションの
状態を指示する情報が含まれるＤＣＩフォーマットは、プライマリーセルの第１のＣＳＳ
に配置される。ブラインドデコーディングの処理負担の観点から、アクティベーション／
デアクティベーションの状態を指示する情報が含まれるＤＣＩフォーマットは、第１のＣ
ＳＳに配置される他のＤＣＩフォーマットと同じビット数であることが好ましい。具体的
には、アクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する情報が含まれるＤＣ
Ｉフォーマットは、ＤＣＩフォーマット０／１Ａ／３／３ＡまたはＤＣＩフォーマット１
Ｃと同じペイロードサイズになるようにビットがパディングされて第１のＣＳＳに配置さ
れる。端末装置１はプライマリーセルのＣＳＳをモニタし、プライマリーセルが所属する
セルグループの複数のセカンダリーセル（スモールセル）のアクティベーション／デアク
ティベーションの状態をＤＣＩフォーマットによって取得する。これにより、１つのＰＤ
ＣＣＨで複数の端末装置に通知することが容易となり、オーバーヘッドの削減となる。
【０６９９】
　セカンダリーセルグループに所属するセルのアクティベーション／デアクティベーショ
ンの状態を指示する情報が含まれるＤＣＩフォーマットは、プライマリーセカンダリーセ
ルのＳＳに配置される。セカンダリーセルグループに所属するセルのアクティベーション
／デアクティベーションの状態を指示する情報が含まれるＤＣＩフォーマットは、プライ
マリーセカンダリーセルの複数の端末装置がモニタできるＳＳに配置されることが好まし
い。例えば、セカンダリーセルグループに所属するセルのアクティベーション／デアクテ
ィベーションの状態を指示する情報が含まれるＤＣＩフォーマットは、第２のＣＳＳに配
置される。ブラインドデコーディングの処理負担の観点から、アクティベーション／デア
クティベーションの状態を指示する情報が含まれるＤＣＩフォーマットは、第２のＣＳＳ
に配置される他のＤＣＩフォーマットと同じビット数であることが好ましい。具体的には
、アクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する情報が含まれるＤＣＩフ
ォーマットは、ＤＣＩフォーマット０／１Ａ／３／３ＡまたはＤＣＩフォーマット１Ｃと
同じペイロードサイズになるようにビットがパディングされてＣＳＳに配置される。端末
装置１はプライマリーセカンダリーセルの第２のＣＳＳをモニタし、プライマリーセカン
ダリーセルが所属するセルグループの複数のセカンダリーセル（スモールセル）のアクテ
ィベーション／デアクティベーションの状態をＤＣＩフォーマットによって取得する。こ
れにより、１つのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨで複数の端末装置に通知することが容易とな
り、オーバーヘッドの削減となる。
【０７００】
　なお、セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する情報が含ま
れるＤＣＩフォーマットは、そのセルのＵＳＳに配置されてもよい。この場合、アクティ
ベーション／デアクティベーションの状態を指示する１ビットの情報で通知してもよい。
【０７０１】
　端末装置１は、セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する次
のＤＣＩフォーマットで指示されるまで、前に送信されたＤＣＩフォーマットで指示され
たアクティベーション／デアクティベーションの状態を認識し続けてもよい。この場合、
セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態を指示するＤＣＩフォーマット
は、周期的に送信されることが好ましい。アクティベーション／デアクティベーションの
状態を指示するＤＣＩフォーマットが送信される周期およびタイミング（サブフレーム）
は、端末装置１に通知される。アクティベーション／デアクティベーションの状態を指示
するＤＣＩフォーマットが送信される周期は、例えば１無線フレーム（１０サブフレーム
）や１ハーフフレーム（５サブフレーム）である。アクティベーション／デアクティベー
ションの状態を指示するＤＣＩフォーマットが送信されるタイミングは、例えばサブフレ
ーム０やサブフレーム５である。周期的に送信されることにより、端末装置１はアクティ
ベーション／デアクティベーションの状態を認知する期間を明示的に認識することができ
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る。
【０７０２】
　端末装置１は、セルのアクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する次
のＤＣＩフォーマットで指示される前に、停止の状態として認識するように変更してもよ
い。この場合、例えば、停止の状態に遷移するためのタイマー（スモールセルデアクティ
ベーションタイマー）がセットされ、タイマーが超えた場合に端末装置１は基地局装置３
からの指示を受ける前に停止の状態として認識する。
【０７０３】
　また、サービングセルと送信点が異なるセル（隣接セル、送信ポイント）のそれぞれに
対するアクティベーション／デアクティベーションの状態の指示をＤＣＩフォーマットで
行なってもよい。この場合、サービングセルと送信ポイントが異なるセルとは光ファイバ
ーなどの低遅延なバックホールで接続されていることが好ましい。
【０７０４】
　ＬＡＡセルに対するＰＤＣＣＨ設定は、スモールセル（またはスモールセルに相当する
セカンダリーセル／サービングセル）のアクティベーション／デアクティベーションの状
態を示すためのＲＮＴＩおよびインデックスを規定するために用いられる。スモールセル
のオン／オフの機能は、この設定とともにセットアップされたり、リリースされたりして
もよい。
【０７０５】
　ＬＡＡセルに対するＰＤＣＣＨ設定には、ＤＣＩフォーマットが、スモールセル（サー
ビングセル）のアクティベーション／デアクティベーションの状態を指示するＤＣＩフォ
ーマットであることを示すＲＮＴＩ（例えば、ＳＣＥ－ＲＮＴＩ、ＬＡＡ－ＲＮＴＩ）が
含まれてもよい。
【０７０６】
　また、ＬＡＡセルに対するＰＤＣＣＨ設定には、ＤＣＩフォーマットでアクティベーシ
ョン／デアクティベーションの状態が示されるスモールセルのインデックスのリストが含
まれてもよい。そのリストによって、特定のスモールセルに対して、アクティベーション
／デアクティベーションの状態が通知されてもよい。例えば、あるＤＣＩフォーマットが
１５ビットで構成される場合、端末装置１は、すべてのビットに対して、アクティベーシ
ョン／デアクティベーションの状態をチェックするのではなく、リストによって示された
インデックスに対応するビットのみアクティベーション／デアクティベーションの状態を
チェックしてもよい。それ以外のビットについては、すべて停止の状態であると認識して
もよい。
【０７０７】
　端末装置１は、あるサブフレームｉ（ｉ＝０，１，２，…）において、あるセルに対し
て起動の状態を示す情報を含むＤＣＩフォーマットを検出した場合、サブフレームｉ＋ｋ
（ｋは所定の値）でそのセルが起動の状態にあると認識する。停止の状態についても同様
の処理を行なってもよい。なお、起動の状態と停止の状態で、ｋの値は異なってもよい。
【０７０８】
　第１のＤＣＩフォーマットで、アクティベーション／デアクティベーションの状態を指
示する情報が含まれる場合、第１のＤＣＩフォーマットサイズは、他のＤＣＩフォーマッ
トのサイズと同じであってもよい。ＤＣＩフォーマットのサイズを合わせることによって
、ブラインドデコーディング数を増加させることなく、新しい指示情報を設定することが
できる。第１のＤＣＩフォーマットと第２のＤＣＩフォーマットで、送信する制御情報の
数（種類）や必要なビット数などが、異なる場合、制御情報として用いないビットをパデ
ィングしてもよい。
【０７０９】
　また、第１のＤＣＩフォーマットで、アクティベーション／デアクティベーションの状
態を指示する情報が含まれる場合、アクティベーション／デアクティベーションの状態を
指示する情報に必要なビット以外のビットについては、削除されてもよい。つまり、第１
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のＤＣＩフォーマットサイズは、必要に応じて、増減してもよい。
【０７１０】
　アクティベーション／デアクティベーションの状態を指示する情報によって、起動の状
態が指示された場合、端末装置１は、起動の状態が指示されたセルに対するＣＳＩ測定を
行ない、所定のサブフレーム後の最初の上りリンクサブフレームで、ＣＳＩ報告を行なっ
てもよい。
【０７１１】
　ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨとＤＳが同じサブフレームで送信される場合、ＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨを復調・復号するために、ＵＲＳ（またはＤＭＲＳ）が同じサブフレームで
送信されてもよい。
【０７１２】
　ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨとＤＳが同じサブフレームで送信される場合、端末装置１は
、ＤＳ（ＤＳを構成する複数の信号のうちの１つ）を用いて、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ
の復調・復号を行なってもよい。
【０７１３】
　端末装置１は、上位層シグナリングによって、あるセルに対するＤＳの設定がセットさ
れた場合、あるセルに対するＤＳの測定サブフレームにおいて、所定の回数、測定結果が
閾値を満たさなかったとすれば、プライマリーセルを用いて、ＤＳの再設定を要求しても
よい。
【０７１４】
　ＬＡＡセルに対して、デアクティベーションタイマーに設定可能な値は、サブフレーム
単位であってもよい。
【０７１５】
　ＬＡＡセルに対して、第１のデアクティベーションタイマーと第２のデアクティベーシ
ョンタイマーが設定されてもよい。第１のデアクティベーションタイマーと第２のデアク
ティベーションタイマーで異なる値が設定されてもよい。
【０７１６】
　ＬＡＡセルに対して、複数の継続時間タイマーが設定されてもよい。第１の継続時間タ
イマーは、ＤＲＸサイクルに対応し、第２の継続時間タイマーは、Ｌ１シグナリングでア
クティベーションが指示された場合に、起動されてもよい。第１の継続時間タイマーおよ
び第２の継続時間タイマーは、ＬＡＡセルグループ毎に設定されてもよいし、サービング
セル毎に設定されてもよいし、端末装置１毎に設定されてもよい。
【０７１７】
　次に、端末装置１のＣＳＩ測定およびＣＳＩ報告の詳細を説明する。
【０７１８】
　ＣＳＩは、ＣＱＩ（Channel quality indicator）、ＰＭＩ（Precoding matrix indica
tor）、ＰＴＩ（Precoding type indicator）および／またはＲＩ（Rank indicator）で
構成される。ＲＩは、送信レイヤーの数（ランク数）を示す。ＰＭＩは、予め規定された
プリコーディング行列を示す情報である。ＰＭＩは、１つの情報または２つの情報により
、１つのプリコーディング行列を示す。２つの情報を用いる場合のＰＭＩは、第１のＰＭ
Ｉと第２のＰＭＩとも呼称される。ＣＱＩは、予め規定された変調方式と符号化率との組
み合わせを示す情報である。基地局装置３に推奨するＣＳＩを報告する。端末装置２は、
トランスポートブロック（コードワード）毎に、所定の受信品質を満たすＣＱＩを報告す
る。
【０７１９】
　周期的ＣＳＩ報告が可能なサブフレーム（reporting instances）は、上位層で設定さ
れる情報（ＣＱＩＰＭＩインデックス、ＲＩインデックス）に基づいて、報告の周期およ
びサブフレームオフセットによって決定される。なお、上位層で設定される情報は、ＣＳ
Ｉを測定するために設定されるサブフレームセット毎に設定可能である。複数のサブフレ
ームセットに対して１つの情報しか設定されない場合、その情報は、サブフレームセット
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間で共通であるとみなしてもよい。
【０７２０】
　送信モード１～９で設定された端末装置２に対して、各サービングセルに対して１つの
Ｐ－ＣＳＩ報告は、上位層シグナリングによって設定される。
【０７２１】
　送信モード１０で設定された端末装置２に対して、各サービングセルに対して１つ以上
のＰ－ＣＳＩ報告は、上位層シグナリングによって設定される。
【０７２２】
　送信モード９または１０で設定された端末装置２に対して、８ＣＳＩ－ＲＳポートが設
定され、ワイドバンドＣＱＩでシングルＰＭＩの報告モード（モード１－１）が上位層シ
グナリングによってあるパラメータ（PUCCH_format1-1_CSI_reporting_mode）を用いてサ
ブモード１もしくはサブモード２に設定される。
【０７２３】
　端末選択サブバンドＣＱＩ（UE-selected subband CQI）に対して、あるサービングセ
ルのあるサブフレームでのＣＱＩ報告は、帯域幅パートとして示されるサービングセルの
帯域幅の特定の部分（一部）におけるチャネル品質の報告である。
【０７２４】
　ＣＳＩ報告タイプは、ＰＵＣＣＨ　ＣＳＩ報告モードをサポートしている。ＣＳＩ報告
タイプは、ＰＵＣＣＨ報告タイプ（PUCCH reporting type）と呼称される場合もある。タ
イプ１報告は、端末選択サブバンドに対するＣＱＩフィードバックをサポートしている。
タイプ１ａ報告は、サブバンドＣＱＩと第２のＰＭＩフィードバンクをサポートしている
。タイプ２、タイプ２ｂ、タイプ２ｃ報告は、ワイドバンドＣＱＩとＰＭＩフィードバッ
クをサポートしている。タイプ２ａ報告は、ワイドバンドＰＭＩフィードバンクをサポー
トしている。タイプ３報告は、ＲＩフィードバックをサポートしている。タイプ４報告は
、ワイドバンドＣＱＩをサポートしている。タイプ５報告は、ＲＩとワイドバンドＰＭＩ
フィードバックをサポートしている。タイプ６報告は、ＲＩとＰＴＩフィードバックをサ
ポートしている。
【０７２５】
　次に、アクティベーション状態およびデアクティベーション状態をサポートする基地局
装置３において、端末装置１のＣＳＩ測定およびＣＳＩ報告の詳細を説明する。
【０７２６】
　端末装置１は、基地局装置３からＣＳＩ測定およびＣＳＩ報告に関する情報が設定され
る。ＣＳＩ測定は、参照信号および／または参照リソース（例えば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ、ＣＳＩ－ＩＭリソース、および／またはＤＳ）に基づいて行われる。ＣＳＩ測定に用
いられる参照信号は、送信モードの設定などに基づいて決まる。ＣＳＩ測定は、チャネル
測定と干渉測定とに基づいて行われる。例えば、チャネル測定は、所望のセルの電力を測
定する。干渉測定は、所望のセル以外の電力と雑音電力とを測定する。
【０７２７】
　一例として、端末装置１は、ＣＲＳに基づいてチャネル測定と干渉測定とを行う。別の
一例として、端末装置１は、ＣＳＩ－ＲＳに基づいてチャネル測定を行い、ＣＲＳに基づ
いて干渉測定を行う。別の一例として、端末装置１は、ＣＳＩ－ＲＳに基づいてチャネル
測定を行い、ＣＳＩ－ＩＭリソースに基づいて干渉測定を行う。別の一例として、端末装
置１は、ＤＳに基づいてチャネル測定と干渉測定とを行う。
【０７２８】
　端末装置１は、基地局装置３のアクティベーション状態（activated state）とデアク
ティベーション状態（deactivated state）とを考慮して、ＣＳＩ測定を行うことができ
る。例えば、端末装置１は、ＣＳＩ測定を行うための参照信号および／または参照リソー
スに対して、基地局装置３のアクティベーション状態とデアクティベーション状態とを考
慮することができる。なお、以下の説明では、ＣＳＩ測定における参照信号は参照リソー
スも含む。特に、干渉測定のための参照信号は、干渉測定のために参照されるリソースと
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読み替えることができる。すなわち、干渉測定のためのリソースは、信号がマッピングさ
れていなくてもよい。そのため、干渉測定のためのリソースが、基地局装置３のアクティ
ベーション状態とデアクティベーション状態とに応じて、有効か無効かを決定することが
できる。
【０７２９】
　一例として、端末装置１は、ＣＳＩ測定において、チャネル測定のための参照信号が基
地局装置３のアクティベーション状態でのみ送信され、干渉測定のための参照信号が基地
局装置３のアクティベーション状態でのみ送信される、と想定する。すなわち、端末装置
１は、チャネル測定のための参照信号が基地局装置３のアクティベーション状態のサブフ
レームで送信され、チャネル測定のための参照信号が基地局装置３のデアクティベーショ
ン状態のサブフレームで送信されない、と想定する。端末装置１は、干渉測定のための参
照信号が基地局装置３のアクティベーション状態のサブフレームで送信され、干渉測定の
ための参照信号が基地局装置３のデアクティベーション状態のサブフレームで送信されな
い、と想定する。言い換えると、端末装置１は、基地局装置３がアクティベーション状態
のサブフレームのうち所定のサブフレームで送信される参照信号に基づいてチャネル測定
を行い、基地局装置３がアクティベーション状態のサブフレームのうち所定のサブフレー
ムで送信される参照信号に基づいて干渉測定を行う。これにより、基地局装置３は、デア
クティベーション状態の場合、端末装置１におけるＣＳＩ測定のための参照信号を止める
ことができる。
【０７３０】
　別の一例として、端末装置１は、ＣＳＩ測定において、チャネル測定のための参照信号
が基地局装置３のアクティベーション状態でのみ送信され、干渉測定のための参照信号が
基地局装置３のアクティベーション状態およびデアクティベーション状態で送信される、
と想定する。すなわち、端末装置１は、チャネル測定のための参照信号が基地局装置３の
アクティベーション状態のサブフレームで送信され、チャネル測定のための参照信号が基
地局装置３のデアクティベーション状態のサブフレームで送信されない、と想定する。端
末装置１は、干渉測定のための参照信号が基地局装置３のアクティベーション状態および
デアクティベーション状態のサブフレームで送信される、と想定する。言い換えると、端
末装置１は、基地局装置３がアクティベーション状態のサブフレームのうち所定のサブフ
レームで送信される参照信号に基づいてチャネル測定を行い、基地局装置３がアクティベ
ーション状態およびデアクティベーション状態のサブフレームのうち所定のサブフレーム
で送信される参照信号に基づいて干渉測定を行う。これにより、基地局装置３は、デアク
ティベーション状態の場合、端末装置１におけるチャネル測定のための参照信号を止める
ことができる。また、端末装置１は基地局装置３がアクティベーション状態またはデアク
ティベーション状態に関わらず干渉測定が可能であるため、端末装置１が干渉測定におい
て時間方向に平均化などの処理を行う場合、その処理の精度が向上できる。
【０７３１】
　別の一例として、端末装置１は、ＣＳＩ測定において、チャネル測定のための参照信号
が基地局装置３のアクティベーション状態およびデアクティベーション状態で送信され、
干渉測定のための参照信号が基地局装置３のアクティベーション状態でのみ送信される、
と想定する。すなわち、端末装置１は、チャネル測定のための参照信号が基地局装置３の
アクティベーション状態およびデアクティベーション状態のサブフレームで送信される、
と想定する。端末装置１は、干渉測定のための参照信号が基地局装置３のアクティベーシ
ョン状態のサブフレームで送信され、干渉測定のための参照信号が基地局装置３のデアク
ティベーション状態のサブフレームで送信されない、と想定する。言い換えると、端末装
置１は、基地局装置３がアクティベーション状態およびデアクティベーション状態のサブ
フレームのうち所定のサブフレームで送信される参照信号に基づいてチャネル測定を行い
、基地局装置３がアクティベーション状態のサブフレームのうち所定のサブフレームで送
信される参照信号に基づいて干渉測定を行なう。これにより、基地局装置３は、デアクテ
ィベーション状態の場合、端末装置１における干渉測定のための参照信号を止めることが
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できる。また、端末装置１は基地局装置３がアクティベーション状態またはデアクティベ
ーション状態に関わらずチャネル測定が可能であるため、端末装置１がチャネル測定にお
いて時間方向に平均化などの処理を行う場合、その処理の精度が向上できる。
【０７３２】
　別の一例として、端末装置１は、ＣＳＩ測定において、チャネル測定のための参照信号
が基地局装置３のアクティベーション状態およびデアクティベーション状態で送信され、
干渉測定のための参照信号が基地局装置３のアクティベーション状態およびデアクティベ
ーション状態で送信される、と想定する。すなわち、端末装置１は、チャネル測定のため
の参照信号が基地局装置３のアクティベーション状態およびデアクティベーション状態の
サブフレームで送信される、と想定する。端末装置１は、干渉測定のための参照信号が基
地局装置３のアクティベーション状態およびデアクティベーション状態のサブフレームで
送信される、と想定する。言い換えると、端末装置１は、基地局装置３がアクティベーシ
ョン状態およびデアクティベーション状態のサブフレームのうち所定のサブフレームで送
信される参照信号に基づいてチャネル測定を行ない、基地局装置３がアクティベーション
状態およびデアクティベーション状態のサブフレームのうち所定のサブフレームで送信さ
れる参照信号に基づいて干渉測定を行う。これにより、基地局装置３は、デアクティベー
ション状態において、参照以外の信号およびチャネルの送信を止めた場合でも、端末装置
１におけるＣＳＩ測定が可能となる。また、端末装置１は基地局装置３がアクティベーシ
ョン状態またはデアクティベーション状態に関わらずＣＳＩ測定が可能であるため、端末
装置１が干渉測定において時間方向に平均化などの処理を行う場合、その処理の精度が向
上できる。
【０７３３】
　次も、チャネル測定および干渉測定のための参照信号の具体的な例を説明する。
【０７３４】
　所定の送信モードに設定された端末装置１において、その端末装置１は、ＣＱＩの値を
計算するためのチャネル測定を行う。そのＣＱＩの値は、所定のサブフレームで報告され
、あるＣＳＩプロセスに対応する。そのチャネル測定は、そのＣＳＩプロセスに関連付け
られたＣＳＩ－ＲＳリソースの設定における非ゼロパワーＣＳＩ－ＲＳのみに基づいて行
われる。もし、そのＣＳＩプロセスにおいて、その所定の送信モードに設定された端末装
置１に対して、アクティベーション状態およびデアクティベーション状態に関するＲＲＣ
パラメータが上位層によって設定される場合、アクティベーション状態のサブフレーム以
内のＣＳＩ－ＲＳリソースがそのチャネル測定を行うために用いられる。
【０７３５】
　所定の送信モードに設定された端末装置１において、その端末装置１は、ＣＱＩの値を
計算するためのチャネル測定を行う。そのＣＱＩの値は、所定のサブフレームで報告され
、あるＣＳＩプロセスに対応する。そのチャネル測定は、そのＣＳＩプロセスに関連付け
られたＣＳＩ－ＲＳリソースの設定における非ゼロパワーＣＳＩ－ＲＳのみに基づいて行
われる。もし、そのＣＳＩプロセスにおいて、その所定の送信モードに設定された端末装
置１に対して、アクティベーション状態およびデアクティベーション状態に関するＲＲＣ
パラメータが上位層によって設定される場合、アクティベーション状態およびデアクティ
ベーション状態のサブフレーム以内のＣＳＩ－ＲＳリソースがそのチャネル測定を行うた
めに用いられる。
【０７３６】
　所定の送信モードに設定された端末装置１において、その端末装置１は、ＣＱＩの値を
計算するための干渉測定を行う。そのＣＱＩの値は、所定のサブフレームで報告され、あ
るＣＳＩプロセスに対応する。その干渉測定は、そのＣＳＩプロセスに関連付けられたＣ
ＳＩ－ＩＭリソースの設定におけるゼロパワーＣＳＩ－ＲＳのみに基づいて行われる。も
し、そのＣＳＩプロセスにおいて、その所定の送信モードに設定された端末装置１に対し
て、ＣＳＩサブフレームセットが上位層によって設定される場合、ＣＳＩ参照リソースに
属するサブフレームのサブセット以内のＣＳＩ－ＩＭリソースがその干渉測定を行うため
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に用いられる。もし、そのＣＳＩプロセスにおいて、その所定の送信モードに設定された
端末装置１に対して、アクティベーション状態およびデアクティベーション状態に関する
ＲＲＣパラメータが上位層によって設定される場合、アクティベーション状態のサブフレ
ーム以内のＣＳＩ－ＲＳリソースがその干渉測定を行うために用いられる。
【０７３７】
　所定の送信モードに設定された端末装置１において、その端末装置１は、ＣＱＩの値を
計算するための干渉測定を行う。そのＣＱＩの値は、所定のサブフレームで報告され、あ
るＣＳＩプロセスに対応する。その干渉測定は、そのＣＳＩプロセスに関連付けられたＣ
ＳＩ－ＩＭリソースの設定におけるゼロパワーＣＳＩ－ＲＳのみに基づいて行われる。も
し、そのＣＳＩプロセスにおいて、その所定の送信モードに設定された端末装置１に対し
て、ＣＳＩサブフレームセットが上位層によって設定される場合、ＣＳＩ参照リソースに
属するサブフレームのサブセット以内のＣＳＩ－ＩＭリソースがその干渉測定を行うため
に用いられる。もし、そのＣＳＩプロセスにおいて、その所定の送信モードに設定された
端末装置１に対して、アクティベーション状態およびデアクティベーション状態に関する
ＲＲＣパラメータが上位層によって設定される場合、アクティベーション状態およびデア
クティベーション状態のサブフレーム以内のＣＳＩ－ＲＳリソースがその干渉測定を行う
ために用いられる。
【０７３８】
　なお、本実施形態の説明において、アクティベーション状態およびデアクティベーショ
ン状態に関するＲＲＣパラメータは、上位層で設定される。アクティベーション状態およ
びデアクティベーション状態に関するＲＲＣパラメータの設定は、セル状態情報のための
設定とも呼称される。セル状態情報のための設定は、物理層で明示的または黙示的に通知
されるセル状態情報のために用いられる。例えば、セル状態情報のための設定は、物理層
で明示的または黙示的に通知されるセル状態情報を受信するために必要な情報を含む。セ
ル状態情報のための設定は、ＣＳＩプロセス毎に個別に設定できる。セル状態情報のため
の設定は、ＣＳＩサブフレームセット毎に個別に設定できる。
【０７３９】
　ＣＳＩプロセスは、上位層で端末装置１に固有の情報として設定される。端末装置１は
、１つ以上のＣＳＩプロセスが設定され、そのＣＳＩプロセスの設定に基づいてＣＳＩ測
定およびＣＳＩ報告を行う。例えば、端末装置１は、複数のＣＳＩプロセスが設定された
場合、それらのＣＳＩプロセスに基づく複数のＣＳＩを独立に報告する。それぞれのＣＳ
Ｉプロセスは、セル状態情報のための設定、ＣＳＩプロセスの識別子、ＣＳＩ－ＲＳに関
する設定情報、ＣＳＩ－ＩＭに関する設定情報、ＣＳＩ報告のために設定されるサブフレ
ームパターン、周期的なＣＳＩ報告に関する設定情報、および／または、非周期的なＣＳ
Ｉ報告に関する設定情報を含む。なお、セル状態情報のための設定は、複数のＣＳＩプロ
セスに対して共通であってもよい。
【０７４０】
　次に、あるサービングセルにおけるＣＳＩ参照リソースの詳細を説明する。
【０７４１】
　ＣＳＩ参照リソースは、端末装置１がＣＳＩ測定を行うために用いられるリソースであ
る。例えば、端末装置１は、ＣＳＩ参照リソースで示される下りリンク物理リソースブロ
ックのグループを用いて、ＰＤＳＣＨが送信される場合のＣＳＩを測定する。ＣＳＩサブ
フレームセットが上位レイヤーで設定された場合、それぞれのＣＳＩ参照リソースは、Ｃ
ＳＩサブフレームセットのいずれかに属し、ＣＳＩサブフレームセットの両方に属しない
。
【０７４２】
　周波数方向において、ＣＳＩ参照リソースは、求められるＣＱＩの値に関連するバンド
に対応する下りリンク物理リソースブロックのグループによって定義される。
【０７４３】
　レイヤー方向（空間方向）において、ＣＳＩ参照リソースは、求められるＣＱＩが条件
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をつけるＲＩおよびＰＭＩによって定義される。言い換えると、レイヤー方向（空間方向
）において、ＣＳＩ参照リソースは、ＣＱＩを求める時に想定または生成されたＲＩおよ
びＰＭＩによって定義される。
【０７４４】
　時間方向において、ＣＳＩ参照リソースは、所定の１つの下りリンクサブフレームによ
って定義される。具体的には、ＣＳＩ参照リソースは、ＣＳＩ報告するサブフレームより
所定のサブフレーム数前のサブフレームによって定義される。ＣＳＩ参照リソースを定義
する所定のサブフレーム数は、送信モード、フレーム構成タイプ、設定されるＣＳＩプロ
セスの数、および／または、ＣＳＩ報告モードなどに基づいて決まる。例えば、端末装置
１に対して、１つのＣＳＩプロセスと周期的なＣＳＩ報告のモードが設定される場合、Ｃ
ＳＩ参照リソースを定義する所定のサブフレーム数は、有効な下りリンクサブフレームの
うち、４以上の最小値である。
【０７４５】
　次に、有効な下りリンクサブフレームの詳細を説明する。
【０７４６】
　あるサービングセルにおける下りリンクサブフレームは、以下の条件の一部または全部
が当てはまる場合、有効であると考えられる。条件の１つとして、有効な下りリンクサブ
フレームは、アクティベーション状態およびデアクティベーション状態に関するＲＲＣパ
ラメータが設定される端末装置１において、アクティベーション状態のサブフレームであ
る。条件の１つとして、有効な下りリンクサブフレームは、端末装置１において下りリン
クサブフレームとして設定される。条件の１つとして、有効な下りリンクサブフレームは
、所定の送信モードにおいて、ＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service S
ingle Frequency Network）サブフレームではない。条件の１つとして、有効な下りリン
クサブフレームは、端末装置１に設定された測定間隔（measurement gap）の範囲に含ま
れない。条件の１つとして、有効な下りリンクサブフレームは、周期的なＣＳＩ報告にお
いて、端末装置１にＣＳＩサブフレームセットが設定される時、周期的なＣＳＩ報告にリ
ンクされるＣＳＩサブフレームセットの要素または一部である。条件の１つとして、有効
な下りリンクサブフレームは、ＣＳＩプロセスに対する非周期的ＣＳＩ報告において、上
りリンクのＤＣＩフォーマット内の対応するＣＳＩリクエストを伴う下りリンクサブフレ
ームにリンクされるＣＳＩサブフレームセットの要素または一部である。その条件におい
て、端末装置１に所定の送信モードと、複数のＣＳＩプロセスと、ＣＳＩプロセスに対す
るＣＳＩサブフレームセットとが設定される。
【０７４７】
　また、あるサービングセル内のＣＳＩ参照リソースのための有効な下りリンクサブフレ
ームが存在しない場合、そのサービングセルにおけるＣＳＩ報告は対応する上りリンクサ
ブフレームで除外される。すなわち、有効な下りリンクサブフレームがアクティベーショ
ン状態のサブフレームであることが条件である場合、端末装置１は、デアクティベーショ
ン状態のサブフレームは有効な下りリンクサブフレームではないと想定する。
【０７４８】
　また、基地局装置３（サービングセル）がデアクティベーション状態になった場合、端
末装置１は、それ以前のアクティベーション状態のサブフレームを含む全てのサブフレー
ムは、有効な下りリンクサブフレームではないと想定してもよい。すなわち、基地局装置
３（サービングセル）がデアクティベーション状態になった場合、端末装置１は、有効な
下りリンクサブフレームは、その後にアクティベーション状態になったサブフレームまた
はアクティベーション状態を通知したサブフレーム以降の所定のサブフレームであると想
定する。
【０７４９】
　また、デアクティベーション状態のサブフレームであっても、端末装置１は、有効な下
りリンクサブフレームであるための条件としてもよい。すなわち、端末装置１は、有効な
下りリンクサブフレームであるかどうかは、アクティベーション状態またはデアクティベ
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ーション状態のサブフレームに関わらず決定してもよい。
【０７５０】
　また、端末装置１は、アクティベーション状態のサブフレームと、デアクティベーショ
ン状態の一部のサブフレームとが、有効な下りリンクサブフレームであるための条件とし
てもよい。デアクティベーション状態の一部のサブフレームは、予め規定された所定のサ
ブフレーム、基地局装置３固有に設定される所定のサブフレーム、または端末装置１固有
に設定されるサブフレームである。例えば、デアクティベーション状態の一部のサブフレ
ームは、所定のサブフレームと、その所定のサブフレームから所定数前のサブフレームと
の間のサブフレームである。例えば、その所定のサブフレームは、アクティベーション状
態になったサブフレームまたはアクティベーション状態を通知したサブフレームである。
その所定のサブフレームは、ＣＳＩリクエストが含まれるＤＣＩフォーマットを受信した
サブフレームである。その所定のサブフレームは、ＣＳＩ報告するサブフレームである。
【０７５１】
　以下では、基地局装置３のセル状態（アクティベーション状態またはデアクティベーシ
ョン状態）の通知方法の具体的な一例を説明する。
【０７５２】
　基地局装置３は、端末装置１に対して、ＲＲＣのシグナリングを通じて、セル状態情報
に関する設定を行う。基地局装置３は、端末装置１に設定されたセル状態情報に関する設
定に基づいて、所定の方法によりセル状態を通知する。端末装置１は、基地局装置３から
、ＲＲＣのシグナリングを通じて、セル状態情報に関して設定される。端末装置１は、基
地局装置３から設定されたセル状態情報に関する設定に基づいて、所定の方法によりセル
状態を認識する。
【０７５３】
　セル状態を通知する方法は、明示的な方法または黙示的な方法である。一例として、セ
ル状態は、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨで送信されるＤＣＩを用いて通知されるセル状
態情報に基づいて、明示的に通知される。例えば、端末装置１は、セル状態情報が１を示
す場合はアクティベーション状態であり、セル状態情報が０を示す場合はデアクティベー
ション状態であると認識する。別の一例として、セル状態は、参照信号の有無に基づいて
黙示的に通知される。参照信号の有無は、参照信号の受信電力または受信レベルと、所定
の閾値との比較によって決まる。別の一例として、セル状態は、ＤＲＸの設定または手順
に基づいて黙示的に通知される。例えば、端末装置１は、非ＤＲＸ期間ではアクティベー
ション状態であり、ＤＲＸ期間ではデアクティベーション状態であると認識する。別の一
例として、セル状態は、ＭＡＣレイヤーで通知されるセルの活性化（Activation）または
非活性化（Deactivation）に基づいて、黙示的に通知される。例えば、端末装置１は、セ
ルの活性化（Activation）の期間ではアクティベーション状態であり、セルの活性化（Ac
tivation）の期間ではデアクティベーション状態であると認識する。
【０７５４】
　セル状態情報に関する設定は、端末装置１がセル状態を認識するために用いられる情報
が設定される。例えば、セル状態情報に関する設定は、セル状態情報が通知されるＰＤＣ
ＣＨまたはＥＰＤＣＣＨを受信またはモニタリングするために用いられる情報として、サ
ブフレーム情報、サーチスペースに関する情報、ＲＮＴＩに関する情報などを含む。セル
状態情報に関する設定は、参照信号の有無を認識するために用いられる情報として、参照
信号に関する情報、仮想セル識別子、所定の閾値、サブフレーム情報などを含む。
【０７５５】
　以下では、端末装置１におけるセル状態の通知の認識の詳細を説明する。
【０７５６】
　一例として、端末装置１におけるセル状態の通知の認識は、セル状態情報を通知するＤ
ＣＩを含むＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨに付加される巡回冗長検査（Cyclic redundanc
y check; CRC）に基づいて行われる。例えば、巡回冗長検査で得られる値が正しくなかっ
た場合、端末装置１はセル状態の通知を認識（検出）できなかったと判断する。



(99) JP WO2016/072495 A1 2016.5.12

10

20

30

40

50

【０７５７】
　別の一例として、端末装置１におけるセル状態の通知の認識は、参照信号の受信電力ま
たは受信レベルが所定の閾値の範囲内であるかどうかに基づいて行われる。例えば、第１
の閾値と、第１の閾値より大きい第２の閾値とが規定または設定され、参照信号の受信電
力または受信レベルが第１の閾値から第２の閾値までの範囲内であれば、端末装置１はセ
ル状態の通知を認識（検出）できなかったと判断する。また、参照信号の受信電力または
受信レベルが第１の閾値より低い場合、端末装置１はデアクティベーション状態であると
判断する。参照信号の受信電力または受信レベルが第２の閾値より高い場合、端末装置１
はアクティベーション状態であると判断する。
【０７５８】
　次に、端末装置１がセル状態の通知を認識（検出）できなかった場合の処理（動作）に
ついて説明する。
【０７５９】
　一例として、あるサブフレームにおいて端末装置１がセル状態の通知を認識（検出）で
きなかった場合、端末装置１は、次のセル状態の通知が行われるサブフレームまで、デア
クティベーション状態であると想定する。すなわち、端末装置１は、次のセル状態の通知
が行われるサブフレームまで、デアクティベーション状態が通知された場合と同じ処理を
行なう。
【０７６０】
　一例として、あるサブフレームにおいて端末装置１がセル状態の通知を認識（検出）で
きなかった場合、端末装置１は、次のセル状態の通知が行われるサブフレームまで、アク
ティベーション状態であると想定する。すなわち、端末装置１は、次のセル状態の通知が
行われるサブフレームまで、アクティベーション状態が通知された場合と同じ処理を行う
。
【０７６１】
　一例として、あるサブフレームにおいて端末装置１がセル状態の通知を認識（検出）で
きなかった場合、端末装置１は、次のセル状態の通知が行われるサブフレームまで、アク
ティベーション状態またはデアクティベーション状態とは異なる状態であると想定する。
すなわち、端末装置１は、次のセル状態の通知が行われるサブフレームまで、アクティベ
ーション状態またはデアクティベーション状態が通知された場合と異なる処理を行う。
【０７６２】
　例えば、アクティベーション状態またはデアクティベーション状態とは異なる状態であ
るサブフレームにおいて、端末装置１は、下りリンクサブフレームがアクティベーション
状態であり、上りリンクサブフレームがデアクティベーション状態であると想定する。す
なわち、端末装置１は、一部または全部の下りリンクの信号および／またはチャネルの受
信またはモニタリングを行い、一部または全部の上りリンクの信号および／またはチャネ
ルの送信は行わない。例えば、端末装置１は、参照信号の受信、ＰＤＣＣＨのモニタリン
グおよび／またはＥＰＤＣＣＨのモニタリングを行い、周期的なＣＳＩ報告および／また
はＳＲＳの送信は行わない。
【０７６３】
　例えば、アクティベーション状態またはデアクティベーション状態とは異なる状態であ
るサブフレームにおいて、端末装置１は、下りリンクサブフレームがデアクティベーショ
ン状態であり、上りリンクサブフレームがアクティベーション状態であると想定する。す
なわち、端末装置１は、一部または全部の下りリンクの信号および／またはチャネルの受
信またはモニタリングを行わず、一部または全部の上りリンクの信号および／またはチャ
ネルの送信は行う。例えば、端末装置１は、参照信号の受信、ＰＤＣＣＨのモニタリング
および／またはＥＰＤＣＣＨのモニタリングを行わず、周期的なＣＳＩ報告および／また
はＳＲＳの送信は行う。
【０７６４】
　例えば、アクティベーション状態またはデアクティベーション状態とは異なる状態であ
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るサブフレームにおいて、端末装置１は、アクティベーション状態とは異なる所定のＰＤ
ＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨのモニタリングを行う。所定のＰＤＣＣＨおよび／ま
たはＥＰＤＣＣＨは、アクティベーション状態とは異なる所定のサーチスペースでモニタ
リングされる。所定のＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨは、アクティベーション状
態とは異なる所定のＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣが付加される。
【０７６５】
　以上の説明では、あるサブフレームにおいて端末装置１がセル状態の通知を認識（検出
）できなかった場合、端末装置１は、次のセル状態の通知が行われるサブフレームまで、
所定の状態であると想定することを説明したが、それに限定されるものではない。例えば
、あるサブフレームにおいて端末装置１がセル状態の通知を認識（検出）できなかった場
合、端末装置１は、次のセル状態の通知が示すセル状態を適用するサブフレームまで、所
定の状態であると想定してもよい。これにより、セル状態の通知が行われるサブフレーム
と、その通知により示されるセル状態が適用されるサブフレームとが独立に規定または設
定できる。
【０７６６】
　本実施形態において説明した様々な方法、手順、設定、および／または処理は、デュア
ルコネクティビティにおいて、ＰｃｅｌｌとＰＳｃｅｌｌとで独立であってもよい。
【０７６７】
　上記の実施形態における端末装置１は、上りリンクＣｏＭＰを行なう機能（ul-CoMP）
がサポートされてもよい。
【０７６８】
　上記の実施形態における端末装置１は、バンドコンビネーション（CA, non-CA）を行な
う機能（supportedBandCombination, supportedBandListEUTRA）がサポートされてもよい
。
【０７６９】
　上記の実施形態における端末装置１は、クロスキャリアスケジューリングを行なう機能
（crossCarrierScheduling）がサポートされてもよい。
【０７７０】
　上記の実施形態における端末装置１は、複数のタイミングアドバンスの機能（multiple
TimingAdvance）がサポートされてもよい。
【０７７１】
　上記の実施形態における端末装置１は、ＣＳＩプロセスの機能がサポートされてもよい
。
【０７７２】
　上記の実施形態における端末装置１は、異なるＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定のセル（複数の
セル）を用いて、通信を行なう機能がサポートされてもよい。
【０７７３】
　上記の実施形態における端末装置１は、ｅＩＭＴＡを行なう機能がサポートされてもよ
い。
【０７７４】
　上記の実施形態における端末装置１は、スモールセルを用いて通信を行なう機能がサポ
ートされてもよい。
【０７７５】
　上記の実施形態における端末装置１は、複数の基地局装置と同時に通信を行なう機能（
dual-connectivity）がサポートされてもよい。
【０７７６】
　上記の実施形態における端末装置１は、異なるフレーム構成タイプのセル（複数のセル
）を用いて、通信を行なう機能がサポートされてもよい。
【０７７７】
　上記の実施形態における端末装置１は、同時に送受信を行なう機能がサポートされても
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よい。
【０７７８】
　上記の実施形態における端末装置１は、ＥＰＤＣＣＨを受信する機能がサポートされて
もよい。
【０７７９】
　上記の実施形態における端末装置１は、Ｗｉ－Ｆｉの機能をサポートしている場合には
、ＬＡＡセルに対して、Ｗｉ－Ｆｉ受信機を起動し、ＲＴＳ（Request To Send）／ＣＴ
Ｓ（Clear To Send）を受信する機能がサポートされてもよい。つまり、端末装置１は、
ＬＡＡ受信部でＲＴＳ／ＣＴＳを受信しなくてもよい。
【０７８０】
　上記の実施形態における端末装置１は、上記サポートされた機能を示す情報（UE-EUTRA
-capabilityやFeatureGroupIndicator）を基地局装置３に送信してもよい。
【０７８１】
　上記の実施形態において、ＰＤＣＣＨサブフレームは、ＰＤＣＣＨを伴うサブフレーム
として定義されるだけでなく、ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced PDCCH）やＲ－ＰＤＣＣＨ（Rela
y-PDCCH）を伴うサブフレームとして定義されてもよい。
【０７８２】
　上記の実施形態の詳細により、基地局装置３と端末装置１が通信する無線通信システム
において、伝送効率を向上させることができる。
【０７８３】
　本発明に関わる基地局装置３、および端末装置１で動作するプログラムは、本発明に関
わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を制
御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、こ
れら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory）
に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行われる。
【０７８４】
　なお、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで
実現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコン
ピュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムを
コンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０７８５】
　なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、端末装置１、又は基地局装置３に内
蔵されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものと
する。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光
磁気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵される
ハードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０７８６】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０７８７】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全



(102) JP WO2016/072495 A1 2016.5.12

10

20

30

40

50

部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体とし
ての基地局装置３と通信することも可能である。
【０７８８】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０７８９】
　また、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよい
。端末装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又
は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回
路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能であ
る。
【０７９０】
　また、上述した実施形態では、端末装置もしくは通信装置の一例として端末装置を記載
したが、本願発明は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、
または非可動型の電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調
機器、オフィス機器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置にも
適用出来る。
【０７９１】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【０７９２】
　以上より、本発明は、以下の特徴を有してよい。
【０７９３】
　本発明の一態様による基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であって、ＬＢＴ
（Listen Befor Talk）を行なうセルに対して、複数の構成を有するＤＳ（Discovery Sig
nal）を送信する場合には、ＤＳに属する第１の信号と第２の信号の間に、プリアンブル
を挿入して送信する送信部を備える。
【０７９４】
　本発明の一態様による基地局装置は、上記の基地局装置であって、前記送信部は、前記
プリアンブルに用いられる擬似乱数系列生成器を、ＯＦＤＭシンボルの初めに、初期値を
用いて、初期化する。
【０７９５】
　本発明の一態様による基地局装置は、上記の基地局装置であって、前記送信部は、前記
初期値を、セルＩＤ、ＣＰ（Cyclic Prefix）に係るパラメータ、スロット番号に基づい
て、決定する。
【０７９６】
　本発明の一態様による基地局装置は、上記の基地局装置であって、前記送信部は、前記
初期値を、ＯＦＤＭシンボル番号に基づいて、決定する。
【０７９７】
　本発明の一態様による基地局装置は、上記の基地局装置であって、前記送信部は、前記
プリアンブルに対するマッピングリソースを、セルＩＤおよびアンテナポートの番号に基
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づいて決定する。
【０７９８】
　本発明の一態様による端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、ＬＢＴ（
Listen Before Talk）に関するパラメータが設定されたセルに対して、プリアンブルに関
する設定を、上位層シグナリングを介して、受信した場合、前記プリアンブルのＡＧＣ（
Auto Gain Control）を行なうチャネル測定部を備える。
【０７９９】
　本発明の一態様による端末装置は、上記の端末装置であって、前記プリアンブルの測定
結果をレポートする送信部を備える。
【０８００】
　本発明の一態様による方法は、端末装置と通信する基地局装置における方法であって、
ＬＢＴ（Listen Befor Talk）を行なうセルに対して、複数の構成を有するＤＳ（Discove
ry Signal）を送信する場合には、ＤＳに属する第１の信号と第２の信号の間に、プリア
ンブルを挿入して送信するステップを有する。
【０８０１】
　本発明の一態様による方法は、基地局装置と通信する端末装置における方法であって、
ＬＢＴ（Listen Before Talk）に関するパラメータが設定されたセルに対して、プリアン
ブルに関する設定を、上位層シグナリングを介して、受信した場合、前記プリアンブルの
ＡＧＣ（Auto Gain Control）を行なうステップを有する。
【０８０２】
　本発明の一態様による端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、ＲＲＣ（
Radio Resource Control）シグナリングを介して、セカンダリーセルリストが拡張された
場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Element）に基づくＣｉフ
ィールドを拡張する上位層処理部を備える。
【０８０３】
　本発明の一態様による基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であって、ＲＲＣ
（Radio Resource Control）シグナリングを介する、セカンダリーセルリストを拡張した
場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Element）に基づくＣｉフ
ィールドを拡張し、アクティベーションまたはデアクティベーションを設定する上位層処
理部を備える。
【０８０４】
　本発明の一態様による方法は、基地局装置と通信する端末装置における方法であって、
ＲＲＣ（Radio Resource Control）シグナリングを介して、セカンダリーセルリストが拡
張された場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Element）に基づ
くＣｉフィールドを拡張するステップを有する。
【０８０５】
　本発明の一態様による方法は、端末装置と通信する基地局装置における方法であって、
ＲＲＣ（Radio Resource Control）シグナリングを介する、セカンダリーセルリストを拡
張した場合、ＭＡＣ　ＣＥ（Medium Access Control layer Control Element）に基づく
Ｃｉフィールドを拡張し、アクティベーションまたはデアクティベーションを設定するス
テップを有する。
【０８０６】
　本発明の一態様による基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であって、下りリ
ンク送信電力制御が有効か否かを示す第１の情報を、上位層シグナリングを介して、送信
する送信部と、前記送信部は、前記第１の情報を有効であると設定した場合、ある下りリ
ンク制御情報フォーマットに対して、下りリンク送信電力制御に関する第１のパラメータ
の値を指示するフィールドをセットする。
【０８０７】
　本発明の一態様による基地局装置は、上記の基地局装置であって、前記送信部は、前記
第１の情報を有効であると設定した場合、前記ある下りリンク制御情報フォーマットに、
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特定のＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）をスクランブルする。
【０８０８】
　本発明の一態様による基地局装置は、上記の基地局装置であって、前記第１のパラメー
タは、ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal）の送信電力に対する電力オフセットで
ある。
【０８０９】
　本発明の一態様による端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、上位層シ
グナリングを介して、下りリンク送信電力制御が有効か否かを示す第１の情報を受信する
受信部と、前記受信部は、前記第１の情報において、下りリンク送信電力制御が有効であ
ると設定されていた場合には、ある下りリンク制御情報フォーマットから前記下りリンク
送信電力制御に対応する第１のフィールドから第１のパラメータの値を検出する。
【０８１０】
　本発明の一態様による端末装置は、上記の端末装置であって、前記受信部は、前記ある
下りリンク制御情報フォーマットに、特定のＲＮＴＩでスクランブルされている場合には
、前記第１のフィールドがセットされていると認識し、前記ある下りリンク制御情報フォ
ーマットに、特定のＲＮＴＩでスクランブルされていない場合には、前記第１のフィール
ドがセットされていないと認識する。
【０８１１】
　本発明の一態様による方法は、端末装置と通信する基地局装置における方法であって、
下りリンク送信電力制御が有効か否かを示す第１の情報を、上位層シグナリングを介して
、送信するステップと、前記第１の情報を有効であると設定した場合、ある下りリンク制
御情報フォーマットに対して、下りリンク送信電力制御に関する第１のパラメータの値を
指示するフィールドをセットするステップと、を有する。
【０８１２】
　本発明の一態様による方法は、基地局装置と通信する端末装置における方法であって、
上位層シグナリングを介して、下りリンク送信電力制御が有効か否かを示す第１の情報を
受信するステップと、前記第１の情報において、下りリンク送信電力制御が有効であると
設定されていた場合には、ある下りリンク制御情報フォーマットから前記下りリンク送信
電力制御に対応する第１のフィールドから第１のパラメータの値を検出するステップと、
を有する。
【符号の説明】
【０８１３】
　１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
　３　基地局装置
　１０１　上位層処理部
　１０３　制御部
　１０５　受信部
　１０７　送信部
　３０１　上位層処理部
　３０３　制御部
　３０５　受信部
　３０７　送信部
　１０１１　無線リソース制御部
　１０１３　サブフレーム設定部
　１０１５　スケジューリング情報解釈部
　１０１７　ＣＳＩ報告制御部
　３０１１　無線リソース制御部
　３０１３　サブフレーム設定部
　３０１５　スケジューリング部
　３０１７　ＣＳＩ報告制御部
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　１３０１　測定部
　１３０１１　第１層フィルタリング部
　１３０１２　第３層フィルタリング部
　１３０１３　リポート基準の評価部

【図１】 【図２】
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